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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　薄うす水みず色の空からちらちらと光の欠片かけらが落ちてくる。

　雪のように軽いそれは緩ゆるい風に舞まい、やがて水辺にぽつりと建つ風ふう雅がな屋や敷しきへと近づいていった。

　釣つり殿どので一人、脇きよう息そくにもたれかかり気け怠だるげに長なが煙管ぎせるを燻くゆらせていた男が、無数の光の欠片に気付き蒼そう玉ぎよくのような目を上げる。

　男は、恐おそろしく美しかった。

　頭から被かぶった被衣かずきから零こぼれ落ち床ゆかに渦うずを描えがく髪かみは純白で、真しん珠じゆのように淡あわい七色の光を帯びている。

　どちらかと言えば厳いかつい顔立ちだが、周囲に広がる水面みなもを眺ながめる眼まな差ざしは煙けぶるように儚はかなく、淋さびしげですらあった。

　男の前に他ほかよりも大きい光の欠片が音もなく落ちてくる。動物めいた仕草で頭を傾かたむけると、男は色の薄い唇くちびるを開いた。

「おぬし、東あずまの一族の者か」

　光の欠片が形を変え、小さな赤子の姿になる。

　男は煙草たばこ盆ぼんの縁ふちをぽんと叩たたき長煙管の灰を落とすと、丸っこい両手を床に突つききょろきょろあたりを見回している赤子に近づいた。ロンパースの背中を摑つかみ目の高さまで持ち上げれば、赤子は零れ落ちそうな程ほど大きな目をきょとんと瞠みはり男を見つめる。

「どうやってここに来た」

　男は真ま面じ目めな顔で詰きつ問もんするが、赤子はまだ人語を解かいさないらしい。あーうーと意味をなさない声を上げ、だっこしてくれとばかりに両手を男へと伸のばすばかりだ。

　男は溜ため息いきをつくと、赤子をぶらさげたままもう一方の手の親指で小さな額に文字らしきものを書いた。

「ここはおぬしのような幼き者が来るべき場所ではない。去いね」

　無数の光の欠片が釣殿に吹ふき込んでくる。男と赤子を中心に光の渦が生まれ、男の手の中で機き嫌げん良よく周囲を見回していた赤子は光に溶とけ、散っていった。

「──ふん」

　完全に赤子が消えると男は釣殿の端はしまで歩みを進め、光の欠片が降ってくる空を見上げた。その頭から被衣がするりと滑すべり落ちる。

　露あらわになった男の頭には二つ、うっすらと黒い縞しまの入った丸っこくもふもふしたものが生えていた。ひくひく動いている様は、まるで獣けものの耳のようだ。

「結界に綻ほころびができた訳ではないようだな。──珍めずらしい事もあるものだ」

　赤子の熱を思い出そうとするかのように掌てのひらを握にぎり締しめ、男は踵きびすを返す。何事もなかったかのように、池をわたる長い廊ろう下かを渡わたってゆく。
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　白い息を吐はきながら、東清せ夏なは広大なアウトレットモールの一角で或あるものを見つめていた。

　磨みがき上げられたウィンドウには、柔やわらかな猫ねこっ毛を金茶に脱だつ色しよくした少し吊つり目の青年が映っている。フードにふわふわのファーが付いたコートをしっかり着込んだ上グレイのウールマフラーを顎あごが埋うまるほどぐるぐる巻き付けているが、それでも遠ざけられない寒さのせいで、青年の鼻と頰ほおは真っ赤だ。

「どした、清夏」

　連れが清夏の肩かたに肘ひじを乗せ、ウィンドウの中を覗のぞき込む。

「悪わりィ。ちょっと、この店見てっていーか？」

　清夏が顎をしゃくって店を示した。ちんまりとした体格に反し、その動作はぶっきらぼうで口調も荒あらい。

「おう」

「ふふ、かーわい！」

　重い扉とびらを押す清夏の片かた腕うでに柔らかな体温が絡からみついた。さらに顔を赤くした清夏が横を見ると、真っ赤なダッフルコートに身を包んだ女の子がこちらを見おろしている。

　今日清夏は、小学生の頃ころからの友人、森もり泉いずみと、森泉の彼女と、森泉の彼女の友人とでこのアウトレットモールに遊びに来ていた。いわゆるダブルデートである。

　左腕に抱だきついている女の子とは今日初めて会ったのだが、どうやら清夏を気に入ったらしい。少し馴なれ馴れしい程のボディタッチでアピールしてくる。

　清夏自身はまだ彼女を好きになれそうかどうかよくわからなかったが、肩かた口ぐちで栗くり色いろの髪をふんわりとカールさせた彼女は文句なく可愛かわいらしい。ヒールのある靴くつを履はくと清夏より背が高くなってしまうのが玉に瑕きずだが、今日一日付き合ってみて他に問題がなければ本格的にお付き合いを申し込むつもりでいる。

「うわ、ふわふわ」

　何気なく商品に手を伸ばした森泉の彼女が頰を緩める。カントリー調に整えられた店の中には、大量のぬいぐるみが並んでいた。どれもいつまでも触さわっていたくなるような柔らかな手て触ざわりだ。

　清夏は中央の台に置かれていた大きなぬいぐるみの前までまっすぐ歩みを進めると、両手で持ち上げ真面目な顔で抱きしめた。

「……何してんの、清夏」

「俺、抱き枕まくらがないと眠ねむれねーんだ。ちょうど、今使ってる奴やつがくたびれてきちまってさ」

　プライスカードを見れば確かにそのぬいぐるみは抱き枕らしい。程良い肉付きの胴どう体たいから貧弱な後足や尻尾しつぽがだらんと垂れている様は、抱きしめて寝ねるのにちょうどよさそうだ。

　清夏が膚はだ触ざわりを確かめる為ため頰ほお摺ずりをすると、付き合いの長い森泉は生ぬるい笑えみを浮うかべ、二人の女の子は手を取り合ってはしゃいだ声を上げた。

「やだ東君、可愛い」

　不良っぽくキメている清夏が、抱き枕用の大きなぬいぐるみにすりすりしているさまは、実際何ともいえず可愛らしい。軀からだが小さくて華きや奢しやだから尚なお更さらだ。

　女の子たちの素す直なおな感想に、清夏がむっとして眉まゆ根ねを寄せる。

「は？　どこが？」

　森泉が慌あわてて割って入る。

「あー可愛くない、可愛くない、と。それよりおまえもうすぐ誕生日だろ？　それ、俺が買ってやろうか？」

「へえ、東君、誕生日なんだ。プレゼントあげるなんて、仲いいんだね」

「ガキの頃からの付き合いだし、こいつ、やたら不ふ憫びんだからつい優やさしくしてやりたくなるんだよな」

「不憫？」

　曖あい昧まいに笑んだ森泉が清夏の腕うでから一ひと抱かかえもある抱き枕を取り上げレジに向かう。清夏がその後を小走りに追った。

「森泉、本当に買ってもらっていいのか？」

「ああ。毎年何プレゼントしようかすごく悩なやむからな。逆に助かる。それに今年は誕生日には会えないかもしれないんだろ？」

「……別にうちの変なしきたりなんて気にしなくていい。俺も適当なとこでバックレるつもりだし」

　唇を尖とがらせた清夏に、レジの前に立った森泉が慈じ愛あいに満ちた表情を向ける。

「またそんな事を言う。今までバックレられた事なんてないくせに。あんまり抵てい抗こうしないでちゃんとやる事済ませちゃえよ。で、心おきなく遊びに行こうぜ」

　森泉の彼女が言こと葉ば尻じりに敏びん感かんに反応した。

「二人でどっか行くの？」

「ライブのチケットを取ったんだ。大学の入学式の前々日。東京まで行く」

「うわ、楽しそー！」

「ずるいー！　なんで私を誘さそってくれないの!?」

「だっておまえ、ビジュアル系バンド嫌きらいだろ」

　大きなビニールバッグに抱き枕を入れてもらうと、四人はわいわい騒さわぎながら店を出た。休きゆう憩けいしようとカフェに入り、雪を戴いただく山々を望む窓まど際ぎわの席に座る。

　清夏がコートとマフラーを脱ぬぐと、ヴィンテージジーンズにいい感じにくたびれたグレイのニットが現れた。ごついデザインのショートブーツといい、男らしくクールに決めているが、いかんせん軀が小さすぎるせいで、本来の意図より大きく開いてしまう襟えり元もとや手の甲こうまで届く袖そでが逆にコケティッシュな印象を与あたえてしまう。

　店員に手て渡わたされたメニューにはゴージャスなパフェやパンケーキの写真がずらりと並んでいたが、清夏は物欲しげにデザートのページを眺ながめただけで、アイスコーヒーをオーダーした。

　女の子たちの前にイチゴやチョコレートで可愛らしく彩いろどられたスイーツが運ばれてくると、清夏は羨うらやましそうにちらちらと目を遣やりながら、ガムシロップをたっぷり入れたアイスコーヒーをかき混ぜる。

「へえ、東君と森泉君て、同じ大学なんだ。小学校から大学までずっと同じってすごいね」

「いやだって、こんな田舎いなかじゃろくに選せん択たく肢しねえだろ？　大学だって自宅から通えるところって言ったら……なあ？」

　清夏が薄うすい肩を竦すくめた。森泉も頷うなずき、コーヒーカップにミルクのピッチャーを傾かたむける。

「ね、誕生日、何があるの？　さっき会えないかもしれないとか言ってたけど」

　森泉の彼女が空いた椅い子すに乗せられた大きなぬいぐるみを眺めながら質問すると、清夏はあからさまに狼ろう狽ばいし視線をさまよわせた。

「えっ、あー、それはなんというか……」

「ああ、なんかこいつん家ちにはさ、十八歳の誕生日がきたら一族を上げて祝うっていう決まり事があるらしいんだ」

　清夏は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

　森泉は知らないが、あれは多分そんな単純なものではない。

　渡と月げつの儀ぎ。それが誕生日に行われるものの名めい称しようだ。その内容は当日まで固く秘ひ匿とくされている。清夏は当事者であるのに具体的な事を何一つ知らない。

「こいつん家、すげー山奥の旧家だから。色々面おも白しろいしきたりがあるんだよ。家族の人たちもすごく個性豊かだし……ああ、ほら、やっぱり来た」

「────え？」

　森泉が苦く笑しようし清夏の背後へと視線を遣るのと同時に、鈴すずを振ふるような声が皆みなの鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「──あら、清夏。奇き遇ぐうね。何をしているのかしら？」

　清夏が固まった。

　視線の先から、純白のフェイクファーコートを着た女性が、広い店を横切り近づいてくる。

　彼女は、まるで天てん女によのようだった。

　透とう明めい感かんすらある白い膚はだに清夏によく似た大きな黒い瞳ひとみ。腰こしまでまっすぐに伸のびた黒くろ髪かみが軀の線にまとわりつくように揺ゆれるさまが妙みようになまめかしい。歩きながらボリュームのあるショートコートを脱ぐと、華奢で頼たよりない肩かたの線が現れる。

　そのすぐ後ろから歩いてくる連れの男もまた、滅めつ多たに見ない美形だった。

　タイトなジーンズに包まれた脚あしは長く、腰の位置が高い。真っ白なシャツにウォルナットブラウンのジャケットを重ねた襟えり足あしで、癖くせの強い髪かみが撥はねている。斜ななめに流された長い前髪の下にある顔立ちは甘く、うっすらと浮かべられた困ったような笑みに、女性陣じんの視線が吸い寄せられる。

「なんでここに冬ふゆ芽め姉さんがいるんだよ！　まさか森泉が教えたのか!?」　>>>♥

「心外だな。俺がそんな事をする訳ないだろ」

「こんにちは。森泉君。そちらは清夏のお友達かしら？」

　テーブルの傍そばまでくると、冬芽は勝手に空いていた椅子を引き寄せ、清夏の隣となりに陣じん取どってしまった。まっすぐに見つめられた女の子たちが、格の違ちがう美び貌ぼうにたじろぐ。

「いいなー、可愛かわいい女の子とお茶なんて。俺は清夏の従兄弟いとこの橙とう弥やっていうんだけど。ご一いつ緒しよしていいかな？」

　ひょいと橙弥に肩を抱だかれ、清夏の彼女になる筈はずだった女の子が頰ほおを染めた。

　──終わった。

　一いつ瞬しゆん遠い目になった清夏はいきなり立ち上がると橙弥にくってかかった。

「ざっけんな。なんでいつもいつもいつも！　俺の邪じや魔ましに来るんだよ！」

「清夏こそ何をふざけているのかしら。我が家のしきたりを忘れたの？」

　艶つややかな髪を後ろに払はらい、冬芽がにっこりと微笑ほほえむ。たおやかな笑顔から発せられる威い圧あつ感かんに、清夏はそろりと視線を逸そらせた。森泉が気の毒そうに清夏の肩を抱いて座らせ、フルーツと生クリームたっぷりのパンケーキをそっと追加注文する。










　橙弥と冬芽につきまとわれてはもはやデートにならない。おまけに門限が迫せまっているからという名目で清夏は強ごう引いんに三人と引き離はなされ、橙弥の車に押し込まれた。高速道路を走る車の中で清夏は、森泉に買ってもらった抱き枕まくらを抱かかえ、刑けい場じように連れて行かれる罪人の気分を嚙み締しめる。

　清夏たち一族が暮らす東の家は、地方都市の外れにあった。

　高速道路を下りてから田舎道を走っておよそ一時間、鄙ひなびた村のメイン通りを抜ぬけ人家もまばらになった頃ころ、山の麓ふもとに現れる古びた鳥居、清夏の家はその下から延びる長い石段を上ったところにある小さな神社の神かん主ぬしを代々務めている。

　神社の裏手から森の中へと踏ふみ込む小道を辿たどってゆくと忽こつ然ぜんと現れる広大な屋や敷しきが東家だ。

　かつては神社を経由する道しかなかったが、今は森を切り開き、車が通れる道を別に通してある。橙弥は狭せまい山道を危なげのない運転で上がりきると、十台近い車が停とめられる駐ちゆう車しやスペースに車を入れ、エンジンを切った。

「行くわよ、清夏」

　助手席に座っていた冬芽に続き、清夏ものろのろと後部ドアを開ける。

「あー、俺、こいつを部屋に連れてゆかなきゃいけねーから……」

　勝手口から屋敷に入った清夏が抱き枕を示しこそこそと自室へと逃にげ込もうとすると、冬芽はその細ほそ腕うでの一体どこにそんな力がと驚おどろく程ほどの怪かい力りきでピアスの穴が五つも空いた耳を摑つかみ、一族の者が書庫と呼んでいる奥まった部屋へと引きずっていった。

　書庫の中ではこれまた美しい男女が清夏の到とう着ちやくを待っていた。

　正面の壁かべに寄り掛かかり、片かた膝ひざを立てている男──由ゆ羅らは着流し姿で、妙に退たい廃はい的な色気を放っている。うなじでいい加減に括くくられた髪は、肩けん胛こう骨こつに届く程長い。

　部屋の隅すみに控ひかえる女は長い髪をバレッタでアップにまとめ、割かつ烹ぽう着ぎに身を包んでいた。はっきりした目鼻立ちが華はなやかなこちらも、こんな田舎になぜと思うような美人である。

　まず由羅が、抱き枕をかかえたまま所在なげに立っている清夏を怠だるそうに一いち瞥べつした。

「渡月の儀が終わるまでは穢けがれなき身であらねばならぬ──これは東家の者ならば必ず守らねばならぬ厳然たるしきたりだ。こんな簡単な約束事を、私は一体何回おまえに言い聞かせねばならないんだ？　その頭は飾かざりか？　ああ？」

「父さん……」

　腕うでの中の抱き枕がよじれ、尻尾しつぽが揺れる。

　三十歳そこそこにしか見えないが、この二人は清夏の両親だった。冬芽や橙弥に勝まさるとも劣おとらない美形揃ぞろいだがこれだけで驚いてはいけない。八十歳近くなった曾そう祖そ父ふは年を経て尚なお、苦み走った色男で、街に出る度たび若い女性の『友達』を増やして帰ってくる。引きこもりの叔父おじでさえ、その美貌が地元に知れ渡わたっている。

　東の一族は、全員が傾けい国こくの美貌の持ち主なのだ。──清夏以外は。

　──なんで俺だけこんな地味な顔してんだろ。

　清夏だけが不細工とまではいかないが凡ぼん庸よう、だった。

　──鬼おに子ご。

　そんな言葉がふっと頭の中に浮うかび上がる。

　俺だけが違う。家族の中で俺だけが明らかに浮いている。

　清夏はこくりと唾つばを吞のみ込むと、くだらない劣れつ等とう感から目を逸らした。

「言わせてもらうが、今時、成人するまで純潔であれ、なんてありえねえよ。戦前じゃねえんだ。中高生だって彼氏彼女がいて当たり前なのに」

「うちはうち。よそはよそ」

　ふんと小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らされ、清夏はイラッとした。

「勝手な事言うな！　つか、なんで俺が合コン行ったり友達に女の子紹しよう介かいしてもらう度、邪魔が入るんだ？　俺の行動監かん視しして、盗とう聴ちようでもしてんのか!?　マジで冗じよう談だんじゃねーんだが！」

　書庫の入り口前に正座して成り行きを見守っていた冬芽がわざとらしく肩を竦めて首を振った。

「やあね。橙弥と買い物に出で掛かけたら、偶ぐう然ぜん清夏がいたから声かけただけでしょう？」

「噓うそつくなよ！　おかしいだろ!?　居酒屋でもカラオケボックスでもバスを乗り継ついで行ったアウトレットモールでも偶然会うなんて！」

「じゃあ調べてみたらいいんじゃない？　清夏の言うようなスパイグッズが仕込まれているかどうか。ね？」

　華のような笑えみに、清夏は肩を震わせる。

　冬芽は自信があるのだ、探しても何も見つからないという。

　実際、清夏は何度も自分の持ち物をチェックし携けい帯たいを買い換かえたが、それらしいものは何一つ見つからなかった。

「勘かん弁べんしろよ。今じゃ友達の中で彼女いないのは俺だけなんだぜ!?」

　──そう。友人たちは皆みなそれぞれに恋こい人びとを得て青春を謳おう歌かしているというのに、清夏だけが未いまだ一人だった。

　だが、清夏の焦あせりは、美形で相手に困った事のない家族には理解できない。

「恋人など、いても鬱うつ陶とうしいだけだぞ？」

　由羅は膝ひざに肘ひじを乗せ、何か透すかし見ようとしているかのように目を眇すがめている。

「鬱陶しいかどうかは俺が決める。もう大学生になるんだ。少しは意志を尊重してくれてもいいんじゃねえのか？」

「残念ながらおまえは危なっかし過ぎて目を離せん。こんなものをつけて来ているというのに、気付きもしないとは……」

　由羅が懐ふところに突つっ込んでいた右手をおもむろに伸ばす。掌てのひらが額に押しつけられた瞬しゆん間かん、清夏はぱちんと空気が弾はじけたような、奇き妙みような感覚を覚えた。

「あ？　な、なんだ……？」

　きょろきょろ辺りを見回してみるが、なにもない。

　黙だまってやりとりを見ていた母が眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、掌で顔を覆おおった。

「なに、じゃないわよ。今の、本当にわからなかったの？」

　すうっと背筋が寒くなった。

　──俺以外の皆には、『何か』見えたのか？

　こういう事はこれまでにも何度もあった。

　自分以外の家族には何か見えているようなのに、清夏には全くわからない。

　──でも、本当に『何か』いるんだろうか？　実は自己暗示とか集団催さい眠みんの類たぐいなんじゃないのか？

　自分の家族がおかしいとは思いたくなかったが、そうとでも考えねば清夏には皆の振ふる舞まいが理解できない。

　唇くちびるを嚙かむ清夏を余所よそに、母が何やら由羅と言い争い始める。

「ちょっと、どういう事よ、由羅。聞いてないわよ、見えもしないなんて。この子を鍛きたえるのはあなたの役目でしょ」

「私はちゃんと教えたぞ。清夏の才能がなさすぎるのが悪いんだ」

「なんですって!?」

　母は拳こぶしを握にぎりしめたが、いい加減な由羅にかまけていても仕方がないと気付いたのだろう、清夏に向き直った。

「このままじゃまずいわ。清夏、これから毎日由羅の下で集中特訓しなさい。渡月の儀を迎むかえるまでに少しでも霊れい力りよくをあげておかないと。私も手伝うから」

「ええ!?」

「なんだと」

　厭いやそうな清夏の声と、面めん倒どう臭くさそうな由羅の声が重なった。

「文句言わないの。後で困るのは清夏なのよ。あと一ヶ月もないんだから、頑がん張ばりましょう。由羅も責任を果たしなさい。橙弥も手伝ってくれる？」

「ええ。確かに今のままだと先々よくないですからね」

　ぽんぽんと会話は進むが、清夏にはやはり何がまずいのかわからない。

　得体の知れない疎そ外がい感がちくちくと清夏を苛さいなむ。

　そうこうしているうちに勝手にスケジュールが決められ、清夏はとぼとぼと書庫を出た。自室に戻もどり、ずっと抱かかえていた抱だき枕まくらをベッドの上に置く。

　脱ぬいだコートをハンガーに掛け長押なげしにぶら下げると、清夏はベッドに腰こし掛かけ再び抱き枕に手を伸のばした。

　両手で持ち上げると、だらんと四し肢しと尻尾が垂れ下がる。ぬいぐるみ型抱き枕は、腹側は白一色だが、背中側にはグレイの縞しまが入っていた。タグには『ほわいとたいがー』と記されているが、ゆるい顔立ちはとても獰どう猛もうな猛もう獣じゆうには見えない。

「今日からおまえの名前は東シロだ。……なんてな」

　清夏はなんとなく室内を見回した。

　清夏の部屋は元々は和室だったので、カーペットを敷しいた上にシックな黒のベッドが据すえてある。ライティングデスクやキャスター付きの椅い子すも黒だ。

　デスクの上には辞書などと一いつ緒しよに古い和わ綴とじの書物が並んでいた。一族の秘ひ儀ぎを伝えるテキストだ。

　物心つく前から清夏は普ふ通つうの子供が受ける教育と並へい行こうして、占うらないや符ふの作り方、怨おん霊りようの調ちよう伏ぶく法などの修練を積まされてきた。東家は代々、神職の傍かたわら怪あやしげな呪じゆ術じゆつ師しとしても活かつ躍やくしてきたらしい。ありえないと思うのだが、今でも政界や財界からの引き合いは多く、東家はとんでもない資産を保有している。清夏もまた東家の一員として呪術を修める事を期待されていた。

「俺は別に呪術師になる気なんかねーのに……勝手だよな」

　清夏は抱き枕を目の高さに持ち上げる。

「なあ、おまえ。怨霊なんてモンが、本当にいると思うか？」

　清夏にはいるとは思えなかった。そんなものの存在を感じた事などないし、覚えさせられた印や術も形だけのインチキとしか思えない。

　家族からすれば、それは清夏に問題があるらしい。特に由羅には才能ないにも程ほどがあるとか渡月の儀など受けない方がいいとか、言いたい放題言われている。

　その度たび生じる胸の痛みから清夏は目を背そむけた。

「別に何を言われたって平気だ。あいつは本当の父さんじゃない」

　この事はかなり幼い時に母に教えられた。子供相手にも歯に衣きぬ着せぬ由羅に、清夏が深刻な傷を負うことを恐おそれたのだろう。

　本当の父の事が知りたくて、清夏はしつこく母に聞いたが、教えてはもらえなかった。

　死んでいるのならそうと教えてくれる筈はずだ。だが、清夏に教えられたのは、本当の父が由羅とは別にいるという事だけだった。

　多分父は、清夏には言えないような理由でこの屋や敷しきを出ていったのだ。この家の異常性についていけなくなったのか、あるいは他ほかに理由があったのか。とにかく清夏を置いて、父は行ってしまった。

　連れて行ってくれればよかったのになと時々清夏は思う。そうすれば清夏もきっとごく普通の生活を送れた。

　明日から手て応ごたえなどまるでないに決まっている修しゆ行ぎようを由羅と顔を突き合わせてやらなければならないのかと思うと憂ゆう鬱うつで、清夏はぬいぐるみを抱だいたままベッドに転がる。

「はー」

　障子の向こうで硝子ガラス戸がかたかたと不ふ穏おんな音を立てる。嵐あらしが近づきつつあるらしい。

「清夏」

　こん、と一回だけノックして、冬芽が引き戸の隙すき間まから顔を覗のぞかせた。手に湯気の立つミルクティーのカップを二つ持っている。巨きよ大だいなぬいぐるみを抱きしめベッドに転がっている清夏を捉とらえた途と端たん深い闇やみ色をたたえた目が柔やわらかく細められた。

「やあねえ、男のくせに可愛かわいい抱き枕なんか抱いちゃって。またホワイトタイガーにしたのね。清夏は本当にホワイトタイガーが好きね」

　清夏の机の上には古びたホワイトタイガーのぬいぐるみが置いてある。ベッドカバーも白とグレイの虎とら柄がらだ。

「……だって一番カッコイイだろ。白とグレイの組み合わせは甘すぎない程度にキュートな上、気品があるし」

「そう。はい」

　カップを差し出され、清夏は起きあがった。

「サンキュ」

　ミルクティーの入ったカップを両手で包み込めば、少し冷えていた指先がじんわりとあたたかくなる。恐る恐る啜すすってみると、甘い蜂はち蜜みつの味が舌の上に広がった。

「あの、さ」

「なあに」

　冬芽も清夏の隣となりに腰掛けミルクティーを飲んでいる。手入れの行き届いた美び貌ぼうはモデルのようで、頭がおかしいようには全く見えない。

「姉さんは信じてんのか？　その、怨霊とか、式神とか」

「ええ」

　かたかた、とまた硝子戸が鳴る。

　くすんだ空の中を、雲がすごいスピードで流れてゆく。

　清夏は薄うすら寒い気分に襲おそわれた。

「──俺には、何も見えない」

　冬芽が唇を尖とがらせ、ミルクティーの表面に漂ただよう湯気を散らす。

「渡月の儀を終えれば、きっと清夏にもわかるようになるわ」

　──渡月の儀には何か特別な事があるらしい。一族の誰だれも彼もが、渡月の儀について問うと、懐なつかしい何かを嚙み締しめるような遠い目をする。

「──姉さんは元々綺き麗れいだったけど、渡月の儀の後ますます綺麗になったよな」

「そうお？」

　冬芽は清夏のぬいぐるみを見下ろし、そっと掌てのひらで撫なでた。

「渡月の儀って、一体何をするんだ？」

　清夏は二年先んじて儀ぎ式しきを受けた美しい姉の横顔をじっと見つめる。

　長い睫まつ毛げが微かすかに震ふるえた。

　桃もも色いろの唇くちびるが物言いたげに開かれる、その刹せつ那な、言葉が発されるより早く空でごうと風が唸うなった。硝子戸が壊こわれそうな音を立て、揺ゆれる。

「────あ」

　どこからか吹ふき込んできた冷たい風に、ざわりと膚はだが粟あわだった。

「──夕のお勤めの時間だわ。行きましょ、清夏」

　作り物のように綺麗な笑えみを浮うかべ、冬芽が立ち上がる。

　──今、確かに何か教えてくれようとしていたのに──。

　清夏は溜ため息いきをつくと、抱き枕を放ほうり出し冬芽の後に続いた。
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　異い形ぎようのものが陰かげの中に潜ひそんでいる。

　白っぽい陽ひ差ざしが照りつける真昼、清夏は見知らぬ町にいた。大きなビルが幾いくつも立ち並んでいるが人の気配はなく、静まりかえっている。コントラストの強い景色の中、清夏はひどく焦あせっていた。

　置いて行かれた。

　その言葉だけが頭の中で跳はね回っている。

　置いて行かれた。どうしよう、置いて行かれた。

　──誰にだ？

　皆みなにだ。森泉も橙弥になびいていた女の子も恋こいをして清夏の知らない様々な経験を積み新しい世界へと行ってしまった。父も清夏を捨てていった。家族には清夏の見えない何かが見える。一人になどなりたくないが、清夏にはその術すべが見つからない。

　アスファルトにぴしりと音を立てひびが入る。隙間から植物が這はい出るように伸のび、街を侵しん食しよくしてゆく。

　──ビルの陰から、異形のものが忍しのび寄ってくる。

　逃のがれようと地面を蹴けると、ふわりと軀からだが浮いた。何かに引っ張られるように清夏の軀はぐんぐん高く上がってゆく。

　ああ、これは夢だと清夏は気付いた。

　幼い頃ころから繰くり返し見てきた不思議な夢。

　目を閉じると水とも風ともつかぬものが膚を撫で、清夏の存在そのものを少しずつ削そいでゆく。

　すっかり身軽になった清夏が目を開けると、白い雲がぽかりと浮いた真っ青な空が見えた。何度も瞬またたきつつもそもそと起きあがれば、目の前に緑が広がる。

「わあ……！」

　思わず上げた感かん嘆たんの声はあどけなく、高かった。

　いつの間にか手足まで短くなり、清夏は稚いとけない幼児の姿となっていた。周囲には小さな白い花で飾かざられた緑の絨じゆう毯たんが広がっている。

　すぐ傍そばで美しい男が己おのれの片かた腕うでを枕まくらに横向きに寝ねそべっていた。

　どうやら午睡ひるねをしていたらしい、片目だけが薄く開かれ、蒼そう玉ぎよくのような目が清夏を捉える。

「──またおぬしか」

　清夏はぱあっと笑顔になると、いそいそと男に這い寄りのしかかっていった。

　毎回夢に出てくるこの男が、清夏は大好きだった。長い睫毛もきりりとした眉まゆも白く、神こう々ごうしささえ感じられる。綺麗な髪かみや蒼あおい瞳ひとみを見ているだけでドキドキした。口くち振ぶりこそそっけないが、この男は優やさしくて、まとわりついてくる清夏をうるさがったりしない。

　魁かい偉いな体たい軀くに跨またがり、さらさらと流れる長い髪で一人遊びをしていると、男が不意に起き上がった。ぴたりと静止し、じいっと遠くを見つめる。清夏も息を詰つめ、男の視線の先を見つめた。

　──なに？

　男はしばらくそうしていたが、やがて呪じゆ縛ばくが解けたように動き出すと、清夏をひょいと持ち上げ被衣かずきの下に押し込んだ。

「静かにしておれよ」

　男が言い終わるか終わらないかのうちに、ばさりと鳥の羽ばたくような音が聞こえてくる。

「俐り星せい殿どの」

　低い男の声に清夏がぴくりと肩かたを揺らすと、ごつい手が被衣越ごしに清夏の背を撫でた。

「何用だ」

「調ちよう伏ぶくの儀ぎが近づいているのを御ご存ぞん知じか」

「……妙みように浮かれた気が流れていると思ったら、そういう事か」

　清夏を隠かくした男──俐星はうんざりしたような溜息をつく。

「東の一族の者がこの地に参る。俐星殿は──」

「私には関係のない事だ」

　冷たい声こわ音ねに、清夏はぎゅっと俐星の着物を握にぎり締めた。

「東の一族を疎うとんじているのは存じておるが、力を貸していただきたい。徹てつ心しん殿が此こ度たびの式神の選定について殊ことの外神経を尖らせておるのだ」

「私に、たかが人の為ために動けと？」

　ぐるる、と獣けものの唸り声のようなものが聞こえた。またぱさりと鳥の翼つばさの音がする。

　なおも身を硬かたくしていると、俐星が被衣を持ち上げ、清夏に外に出るよう促うながした。よたよたと這い出してきた清夏はぐるりを見回してみたが、低い声の主らしき姿はどこにもない。

「折せつ角かく午睡を楽しんでおったというのに、とんだ邪じや魔まが入った」

　いつものように被衣を頭から被かぶったままあぐらをかいた俐星が後ろに手を突つき空を見上げる。

　きらきらと七色に輝かがやく長い髪を見ているうちに哀かなしくなってしまい、清夏は眉まゆ毛げをハの字にした。

　低い男の声は言った。俐星は東の一族を疎んじていると。何者か知られたなら、清夏も嫌きらわれてしまうのではなかろうか？

　泣きそうになって唇を嚙かんでいると、俐星がひょいと身を屈かがめ清夏の顔を覗のぞき込む。

「どうした、情けない顔をして」

　小さな軀が持ち上げられ、あぐらの上に乗せられる。ぽんぽんと背中を叩たたかれ、清夏はぎゅっと俐星の着物にしがみついた。

「烏からすの気にあてられたか。怖こわかったなら、もうここへは来ぬ方がよい。愚おろかな式のせいで、三十六禽きんの多くが人の世に興味を抱いだいておる。私の術がかかっているとはいえ危険であるし、結界を越こえるのには大きな霊れい力りよくがいるのであろう？　いかなおぬしが強くとも、こんな事を続けていれば現うつし身に障さわりがでる」

　俐星の諭さとす言葉は難しくて、幼くなった清夏にはよくわからない。焚たきしめられた香こうのいい匂においを嗅かぎながらリズミカルに背中を叩かれているうちに眠ねむくなってきてしまい、清夏はうとうとと微睡まどろみ始めた。

　惜おしみなく降り注ぐ陽ひの光の下、俐星の手のあたたかさを幸せに感じながら。
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　鳥の声がする。

　瞼まぶたの裏が白い。

　目を覚ました清夏は、寝ぼけ眼まなこのままふわふわした感かん触しよくに顔を擦すり寄せた。

「──あの人、俐星っていう名前だったのか」

　口元に堪こらえきれない笑みが浮かぶ。

　優しく背中を抱だき寄せる掌てのひらの感触が、まだ膚の上に残っているような気がした。

　幼い頃から週に一度は見ているあの夢を清夏は秘ひそかに楽しみにしていた。現実でどんなに厭いやな事があっても夢の中で俐星と呼ばれていたあの男に構ってもらえば幸せな気分になれる。

　今日も清夏はすっきりした気分で抱き枕を押しのけ起きあがった。

　雨戸の縁ふちが白く光っている。もう朝なのだ。だが皆まだ寝ているらしく、何の音もしない。

　三月二十一日、今日は清夏の誕生日だった。渡月の儀がこの後に控ひかえている。

　寝ね間ま着き代わりにしているジャージとＴシャツの上にパーカーを引っかけ、清夏は静かに部屋を出た。洗面所に行って顔を洗う。

　タオルで拭ふきながら座ざ敷しきを覗いてみるがやはり人気はなく、締しめ切った板戸を通して、やかましく鳴き交かわす鳥の声だけが聞こえた。

　だだっ広い座敷には衣い桁こうが出され、真新しい着物がかかっている。神事を手伝う際身につけるのと同じような袴はかまだ。清夏の儀ぎ式しき用の衣い装しようなのだろう。いつもは蔵にしまわれている三方や膳ぜんなども座敷の隅すみに出されている。

　ぐるりを見回した清夏は見慣れないものがあるのに気が付き、裸足はだしでぺたぺたと座敷に入っていった。

　緑がかった鈍にび色いろの円えん盤ばんが真新しい木のスタンドに立ててある。しゃがんで裏側を覗き込んでみると、複雑な文様が浮うきでているのが見えた。これは銅鏡というものではないだろうか。

　とても大事なものだから見せてもらった事はないが、表の神社の御ご神しん体たいが古い銅鏡だった筈はずだ。

　こんな物まで持ち出すのかと思いつつ、清夏は何気なくつるりとした表面に触ふれてみる。

　──鳥の声が絶えた。

　耳が痛い程ほどの沈ちん黙もくの最さ中なか、磨みがき上げられた鏡面に光が走る。

「────あ？　な、何だ────？」

　光はみるみるうちに強くなり、清夏は思わず片腕で目元を庇かばった。

　何かが大気に満ちてゆく。目には見えない、けれどとても力のあるものが、座敷の中でみるみるうちに密度を高め、臨界点を突とつ破ぱしようとしている。

　それまで妖あやかしだの怨おん霊りようだのといったものに懐かい疑ぎ的だった清夏にも、はっきりとわかった。異常な事態が生じつつある事が。

「────どうしよう」

　触さわってはいけなかったのだろうか。

　銅鏡から溢あふれる光が強まり、何も見えなくなる。ぎゅっと目を瞑つぶってしまった清夏を、覚えのある浮ふ遊ゆう感かんが襲おそった。

「ちょ、誰だれか──」

　清夏は大声で家族に助けを求めようとしたが、言葉は途と中ちゆうで途と絶だえてしまった。

　しばらく後、目が眩くらむ程の光が絶えた時には、座敷のどこにも清夏の姿はなかった。

　まるで神かみ隠かくしのように忽こつ然ぜんと清夏は消えてしまった。




　　　　＋　　＋　　＋




　つんつん、と何かひやっこくて硬かたいものが頰ほおをつついている。

　まだ眠かったが手で払はらっても払ってもしつこくつきまとうそれに根負けし、清夏は重い瞼を開いた。

「何だ、ここは────」

　目の前に青い空が広がっている。そこにひょこりと割り込んできたのは子供の顔だ。

　とても可愛かわいらしい顔立ちの子供だった。ふっくらとした頰は林りん檎ごのように色づき、艶つや々つやとしている。

　清夏はのろのろと起き上がって、周囲を見回した。そうしてあっと声を上げる。

　清夏がいたのは、緩ゆるやかな丘おかの斜しや面めんだった。緑の絨じゆう毯たんの上に、点々と白い花が咲さいている。

　──ここ、知ってる。ついさっき夢で見た場所だ。

　だが七色の光を帯びる白い髪かみを背に垂らした偉い丈じよう夫ふの姿はない。

　清夏も小さな子供の姿になっていなかった。銅鏡の前に立った時と同じ、ジャージにＴシャツ姿だ。

「そなた、人か？」

　舌足らずに問われ見下ろすと、子供が偉えらそうに胸を張り、あぐらをかいた清夏を見上げていた。

「人？」

　変な事を聞く子供だなと清夏は首を傾かしげる。

「東の一族の者であろう？」

　今度は姓せいを言い当てられ、清夏は驚おどろいた。

「そうだが、なぜ知っているんだ？」

「今日、調伏の儀が執とり行われると伝え聞いておる」

「調伏の儀ってなんだ？　大体、ここはどこなんだ？」

　子供がつぶらな瞳ひとみを眇すがめた。

　その瞬しゆん間かん、丸かった瞳どう孔こうが縦長に形状を変え、清夏は目を瞠みはる。

「──ここは鏡の裏側の世界よ。そなた、何も知らずに来たのか？　そなたがなすべき事も、ここがどういう場所なのかも」

　鏡の裏側の世界？

　清夏ははっとした。

　古来、鏡は月になぞらえられる。そして今日清夏が執り行う筈だった儀式の名は『渡月』だ。

　──これは儀式の一部なのか？

「早起きは三文の得というのは本当だのう。我は運がいい。では儀式を済ませてしまおうか。──我のものになれ、人の子よ」

「──え？　ええ!?」

　薄うすく開いた唇くちびるの隙すき間まからちろりと先が割れた舌が覗のぞいた。

　足首に何かが巻き付いてくる。青みがかった白い鱗うろこに覆おおわれた蛇へびの尻尾しつぽだ。その先は子供の着物の裾すそに消えている。

「おまえ、妖あやかしか!?　それとも────怨霊!?」

　これがそうなのかと気が付いた清夏はとっさに九字を切ってみたが、子供はうるさそうに眉まゆ根ねを寄せただけだった。

「そなた、東の一族とは思えぬ程力が弱い上、無知だな。我は怨霊などではない。そなたの式となる者ぞ」

　稚いとけない子供の手が、捕とらえた獲え物ものを愛めでるように清夏の胸を撫なでる。

　ちろりと閃ひらめく舌が、清夏の膚はだを擽くすぐった。

「俺を食う気なのか？」

「むろんだ」

「……おまえには無理だろ？」

　子供は小さい。とても清夏を一ひと吞のみにできるとは思えないが──妖なら、できるのだろうか。

「馬ば鹿かにするでない」

　いきなり小さな子供の手に尻しりを摑つかまれ、清夏はひゃあと間の抜ぬけた悲鳴を上げた。

「ここに我のを突つっ込めばよいのであろう？」

　おまけに服の上から指先でぐりぐりと後ろの入り口を探さぐられ、清夏は蒼あお褪ざめる。

「食うってそっちの意味かよ！」

「そなたはほんに無知過ぎる」

　ジャージが下へと引っ張られた。この子供はどうやら清夏の服を脱ぬがして尻を掘ほろうとしているらしい。

　幼児に強ごう姦かんされる己おのれの姿を想像してしまい、清夏は遠い目になった。

「……ないな。ないない」

「何をぶつぶつ言っておる。ほれ、足を開け」

　ぱしんと尻をぶたれ、清夏は半ケツ状態になっているジャージが脱げてしまわないよう、ぐいと摑んで立ち上がった。子供は慌あわてて蛇軀に力を込め締め上げようとする。

　清夏は片足を持ち上げると、容よう赦しやなく尻尾の半ばを踏ふみつけた。

「ぎゃー！」

　子供が大声を上げ、胸むな元もとに尻尾を抱だきしめる。その間に清夏は一散に駆かけだした。ませた子供の戯たわ言ごとに付き合ってなどいられない。

「何と非道な事をするのだ！　我は怒おこったぞ。そなたを呪のろってやる。誰を式に狙ねらってきたのかは知らぬが、そなたは決してこの世界で望みのものを見いだす事はできぬであろう。下級霊れいでも式にして、さっさと現うつし世よへ去いね！」

　甲かん高だかい声は徐じよ々じよに遠くなってゆく。野原を囲む森に達した清夏はほっとして足取りを緩めた。

　辺りを見回してみると、ここかしこに見覚えがある。

「あれは、夢じゃなかったのか……」

　もしここが夢で見たのと同じ場所なら、俐星もいるはずだ。

　なんだかドキドキしてきてしまい、清夏は足を速めた。

　俐星を探そう。俐星ならきっと力を貸してくれる。

　朧おぼろではあるが、俐星の屋や敷しきの場所は覚えている。

　清夏は下生えをざかざかと搔かき分け進んでゆく。裸足はだしであるせいで足の裏が痛い上、生おい茂しげる木々が行く手を遮さえぎろうとするが、田舎いなか育ちの清夏は山歩きに慣れている。

　──俺はあの夢をいつから見ていたんだっけ。

　森は、妙みように静かだった。

　かといって生き物がいないようには感じられない。逆に息を殺し、じっと身を潜ひそめているものでひしめいているような──そんな気配がある。

　──物心ついた時にはもう、あの夢を見ていた。夢と現実の見分けがつかなかった幼い頃ころは、俐星の屋敷を探してよく山をうろついたものだ。

　どこの子かも知れぬ幼い子供にまとわりつかれてさぞ鬱うつ陶とうしかっただろうに、俐星はぶっきらぼうながらもよく面めん倒どうを見てくれた。ぐずると力強い腕うでで抱だき上げて軀からだを揺ゆすり、頭を撫でてくれる。

　そうされると小さな清夏はマシュマロみたいにふわふわになってしまう。清夏は俐星が大好きだから、触ふれられると喜びではちきれそうになってしまうのだ。

　俐星と共にいる時だけは、清夏は彼女がいない劣れつ等とう感も鬼おに子ごである疎そ外がい感も忘れられた。清夏は単なる清夏として、ただただ幸せな時を過ごせた。

　静まりかえった森に、小枝が折れる音がやけに大きく響ひびく。はっとして目を上げると、茶ちや髪ぱつの若い男が清夏の行く手を遮っていた。

　獣けもののように無む駄だなく絞しぼられた体たい軀くに、油断のならない目つき。

　和装で、脚あしには脚きや絆はんを巻いている。おまけにこの男の頭の上には一いつ対ついの獣の耳がついていた。

　ぴんと立った三角形の耳は、髪かみよりも幾いく分ぶん明るい茶色の柔やわらかそうな毛で覆われている。よくよく見れば尻に太い尻尾もついているようだ。先刻の子供も可愛かわいらしかったが、この男も極きわめて整った顔の持ち主だった。

　清夏はぎりりと奥歯を嚙かみ締しめる。

「なんでウチの外でまでイケメンばっか見なきゃいけねーんだ。むかつく」

「ああ？」

　清夏の呟つぶやきに、男は顎あごを反らした恫どう喝かつで応こたえた。

　関かかわりたくない清夏は、男を避さけてゆこうと軀の向きを変え、ぎょっとする。全く同じ顔をした男がもう一人、清夏の行こうとする方向に立ちはだかっていたからだ。

「なんだ、おまえら……」

「三さん乃の介すけ、そのちっちゃいの、逃にがすなよ」

「……今なんつった、こら」

　思わず拳こぶしを握にぎり締めると、にやにやしながら近づいてきた男がひょいと腰こしを折って清夏と目線を合わせた。

「だーって本当にちっちゃいじゃねーか。おまけにおまえ、術を使えないのか？」

「？」

　からかうように耳たぶを引っ張られ、清夏はきっと男を睨にらみつけた。

「おい大だい丈じよう夫ぶか、壱いち之の丞じよう」

「ああ、おとなしいもんだ。冬芽の時は即そく座ざに片かた腕うで落とされたってのに……」

「姉さんの事を知ってるのか!?」

　壱之丞は面おも白しろそうに片眉まゆを上げた。

「そりゃあ二年前、あんたと同じように調伏の儀の為ためにこっちへ来たからな」

「調伏の儀……？」

　二年前といえば、冬芽が渡月の儀を受けた年だ。

「渡月の儀と何か関係あるのか？」

「知らないのか？　同じ事だ。こっちでは調伏の儀と呼ぶものをおまえたちは渡月の儀という」

「じゃあ、うちの連中は皆みんなここへ来てんのか……？」

「そうだ。式を得るためにな」

「式……？」

　式とはおそらく式神の事だと清夏は察した。

　由羅に習った呪じゆ術じゆつの大きなものは、式神を使し役えきしなければ成立しない。神格でさえも調伏すれば式神となせるという漠ばく然ぜんとした知識はあったが、どうすれば式神を得られるか、清夏は知らなかった。──まだ早いからと言って教えてもらえなかったのだ。

　もしかしたら渡月の儀というのは、式神を得る為の儀ぎ式しきなのだろうか。

　ぐるぐる考えている清夏の顎を、壱之丞がすくい上げる。

「東の一族は俺たちの中から式を選ぶ。俺たちは式になる事によってここから自由に出られるようになる。それが調伏の儀だ」

「外の世界ってのは、最近じゃ随ずい分ぶん面白い事になってんだろ？　甘い菓か子しにうまい酒。それからフーゾク！」

「────は？」

「キャバクラとかイメクラとか！　泡あわ姫ひめってのにも会ってみてえ」

　ぺろりと頰ほおを舐なめられ、清夏は後ろに飛び退のいた。パーカーの袖そででごしごしと頰を拭ふく。

「だからって、何すんだ……っ！」

「何ってナニに決まってんだろ。東家の者は契ちぎりをもって誓せい約やくとなす。普ふ通つうは俺たちレベルじゃ近づく事も許されねーんだが、どうやらおまえは随分と弱いらしい」

　──母さんたちが俺の弱さに青くなったのは、このせいか！

　どうやら霊れい力りよくのない清夏は妖あやかしから身を守る事もできないらしい。修しゆ行ぎようをちゃんとするんだったと清夏は後こう悔かいしたが、もう遅おそい。

　恐きよう怖ふが足元から這はい上ってくる。

　壱之丞と三乃介から逃のがれようと清夏は身を翻ひるがえしたが、一歩踏み出した途と端たん三人目の男に抱き留められてしまった。

「よくやった二に太た郎ろう！」

「他ほかの奴やつらに気付かれる前にさっさと済ませるぞ」

　手足を摑つかまれ、地面に引き倒たおされる。二人がかりで押さえつけられては抵てい抗こうのしようもない。必死にもがく清夏の服を、壱之丞が悠ゆう々ゆうと脱ぬがしてゆく。

「普通、契る相手は一人だけなんだが、別に複数の式を得ちゃいけないなんて決まりはねえ。それに俺たちは三つ子だ。きっとうまくゆく」

　清夏は真っ青になった。

　もしかして、三人がかりで犯おかす気なんだろうか。

「厭いやだ、放せ！」

　Ｔシャツがめくりあげられたせいで、へこんだ腹が、薄うすっぺらな胸が露あらわになる。ぐいとジャージが引き下ろされ下腹が露わになると、三つ子が小さな笑えみを浮うかべた。

「はは、可愛いな、おまえ」

　清夏は半泣きで足をばたつかせた。

「ふ、ふざけてんじゃねーぞ、てめーら！　馬ば鹿かにしてんのかっ!?」

「そんなに暴れるな。乱暴な事はしたくない」

　まるで清夏が悪いかのように、三乃介が困ったような顔をする。

「まあ、前向きに考えろ。おまえの力じゃ、十二神将レベルを式にするのは無理だ。冬芽のような顔ならなんとでもなっただろうが、おまえはちょっと可愛い程度だし、男だしな。俺たちはそう格は高くないが、三人いるしお得だぞ。まあ、やり方が強ごう引いんなのはすまないと思うが、式になったらちゃんと優やさしくしてやる。後悔させねーから。な？」

「な？　じゃねー！」

　清夏が裏返った声で叫さけんだ時だった。

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうに大気が震ふるえた。

　何か──獰どう猛もうな獣が近くにいる。

「やべっ」

　一いつ瞬しゆんで三つ子が散る。取り残された清夏は慌あわてて身を起こそうとして、ぎょっとした。

　いつの間に忍しのび寄ったのか、一メートルも離はなれていないところに大きな虎とらがいた。

　薄うす墨ずみを刷はいたような縞しまの入った純白の毛並み。

　澄すんだ青い瞳ひとみは賢そうな光をたたえ、清夏を見つめている。　>>>♥

「……シロ……？」

　そんな事がある訳がなかった。

　抱だき枕まくらとはまるで違ちがう、王者の風格を備えた美しい獣けものが、優美な足取りで清夏の横まで進み出る。

　ちろりと見下ろされ、清夏は慌てて太ふと腿ももまで下がっていたジャージを引き上げた。服装を整え終わると、ホワイトタイガーがのっそり立ち上がり歩き始める。

　ぼうっと見ていると、つと歩みを止めて肩かた越ごしに振ふり返り、長い尻尾しつぽでぴしゃりと清夏の足を打った。

「え？　な……なんだ？　付いて来いって言いたいのか？」

　ぐるる、とホワイトタイガーが唸うなる。

「あ、うん。わかった。うん……」

　虎が獰猛な生き物である事は知識では知っている。だが清夏は犬に嚙まれた経験すらなかった。動物園で猛もう獣じゆうを眺ながめた時も畏い怖ふなど欠片かけらも感じず、『カッコイイ触さわってみたい』と手をうずうずさせていたくらいだ。

　それにこのホワイトタイガーに清夏を襲おそおうとする様子はない。

　どうにも力の入らない足で歩きだすと、ホワイトタイガーもまた歩き始めた。さして進まぬ裡うちに、見覚えのある屋や敷しきが木々の向こうに見えてくる。

　俐星の屋敷だ。

「俐星……っ！」

　──ここにあの人がいる。

　そう思ったらじっとしていられなくなり、清夏はホワイトタイガーを追い越こし走り出した。

　裸足はだしなので屋敷の外を回り、外から俐星がいる事が多い座ざ敷しきを覗のぞく。

「……いない」

　庭にも回ってみるが、池の上に張り出した釣つり殿どのにも誰だれもいない。

　そのまま勝手口に入ると、清夏は水みず瓶がめの水を拝借してパーカーを雑ぞう巾きん代わりに足の裏を拭き、屋敷に上がり込んだ。

「俐星……」

　片かたっ端ぱしから戸を開け部屋を覗いて回るが、やはり誰の姿もない。玄げん関かんに辿たどりついた清夏が座り込んでしまうと、ホワイトタイガーが外からのっそり入ってきた。土間の中央に腰こしを下ろし、清夏と向かい合う。

　他に頼たよれそうな人もおらず、清夏は馬鹿みたいだと思いつつホワイトタイガーに話しかけた。

「なあ。ここって、俐星の家、だよな……？」

　埃ほこり一つなく掃はき清められた地面を、白い尻尾の先がぱたりと叩たたく。

「ここに俺を連れてきたって事は、おまえ、俐星に飼われてるんだろ？　ご主人様がどこにいるか知らないか？」

　またぱたりと尻尾の先が動いた。

「すぐ帰ってくんのか？　それとも長い事留守にすんのか？　俺、何がどうなってんのかよくわからねーんだ……ずっといないようだったら、誰か探さないと……いや、そんな事したらまた襲われちまうのか……？」

　圧あつ倒とう的な力を持つ男たちに、為なす術すべもなく押さえつけられた恐きよう怖ふが蘇よみがえり、清夏はおどおどと視線をさまよわせた。

　最初に出会った子供も清夏とのセックスを望んでいた。次出会った者にも襲われないとも限らない。だが清夏はここがどこなのかも、どうやったら帰れるのかも知らない。

　──そもそも俺、帰れんのか？

　冬芽も来たらしいから帰る方法が何かしらあるのだろうとは思う。だが由羅たちが言うには、清夏はどの東家の人間と比べても話にならない弱さらしい。冬芽が使った方法が、清夏にも使えるとは限らない。

「どうしよう……俺、どうしたらいいんだろう……」

　鼓こ動どうが速い。狂くるったように拍はく動どうする心臓のせいで、全身が脈打っているようにすら感じられる。

　じっとしていられず、清夏は震える指でＴシャツの胸むな元もとを鷲わし摑づかみにして背中を丸めた。こつ、と音を立て額が床ゆかにあたる。

「俐星なら助けてくれると思ったのに──」

　擦すり寄れば、面めん倒どうそうな顔をしつつも抱き上げてくれた男の事を清夏は思う。どんなに厭な事があっても、俐星にぽんぽんと背中を叩いてもらえれば幸せな気持ちになれたのに──。

　その刹せつ那な、何かが清夏の背を叩いた。

「────俐星っ!?」

　清夏は弾はじかれたように顔を上げた。だが目の前にいたのは、期待した人物ではなく、ホワイトタイガーだった。

　清夏の顔を覗き込んでいたのだろう、いつの間にか土間から板の間に半分乗り上がって前足を折っている。背中を叩いたのは、長い尻尾だ。

　すり、と頰ほおに鼻先を擦り付けられ、清夏は硬こう直ちよくした。

　──さすがにこの距きよ離りで見ると、怖こわい。

　今いま更さら襲われる事はないだろうとは思うが、間近で見ると猛獣らしい迫はく力りよくに圧倒される。ホワイトタイガーの頭は清夏以上に大きかった。大きな牙きばが覗くこの口に頭から齧かじりつかれたら、清夏などひとたまりもなさそうだ。

　大きな肉球の下で、板の間がぎしりと軋きしむ。閉じられていた口が大きく開き──清夏は悲鳴を上げた。

「ちょ、わぷ……っ、ヤメろ、……わーっ！」

　ざらりとした舌で顔を舐なめられ、清夏が仰け反る。だが清夏が後ろに下がった分、ホワイトタイガーも前に身を乗り出してきた。のしかかってきた優美な獣にそこらじゅう唾だ液えきまみれにされる。

「きたねーなっ、もう……」

　大きな鼻はな面づらを押し戻もどし、清夏は袖そでで顔を拭ぬぐう。ホワイトタイガーは乱暴な扱あつかいをされても怒おこる事なく後あと退ずさり、清夏を解放した。

　たし、たし、と尻尾の先が板の間を叩く。

　ある程度顔が綺き麗れいになると、清夏は肘ひじをついて上半身を起こした。真顔になり、澄んだ蒼あおい瞳を覗き込む。

「ありがとな」

　ホワイトタイガーは明らかに清夏を食くらおうとはしていなかった。かといって自分勝手に遊んでもらおうとした訳でもない。多分、清夏を慰なぐさめようとしてくれたのだ。

　────へこんでなんか、いられねえ。

　そっと手を伸のばし、喉のどの下を搔かいてやると、猛獣は気持ちよさそうに目を細め、ぐるぐると喉を鳴らした。

　柔やわらかな毛皮は、俐星が焚たきしめていたのと同じ香こうの匂においがする。

　やはりこのホワイトタイガーは、俐星に飼われているのだ。

　──きっと、なんとかなる。

　清夏が顔を上げると、ホワイトタイガーは今度は清夏の足に鼻先を寄せた。足の裏をぺろりと舐める。

「────あ」

　寝ね起おきのまま裸足でこの地に来てしまった清夏の足裏は、石や木の根を踏ふみつけたせいで傷だらけになっていた。あちこちに血が滲にじんでいる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、大して痛くない」

　心配そうに寄せられた頭を撫なでてやると、ホワイトタイガーは鼻に皺しわを寄せ屋敷の奥へと歩き出した。清夏も立ち上がり、後をついて行く。

　庭に面した部屋に入ると、壁かべ際ぎわの薬簞だん笥すに歩み寄る。爪つめで器用に鐶かんを引いて引き出しを開け、見ろとばかりに場所を空けたので清夏が覗き込むと、蛤はまぐりのような二枚貝が入っていた。閉じられていた殻からを開くと、身のかわりに軟なん膏こうのようなものが入っている。

「もしかして傷薬か？」

　ホワイトタイガーは更さらに別の引き出しから清潔な端は切ぎれをくわえて引っ張り出し、縁えん側がわへと向かう。小こ手で毬まりや沈じん丁ちよう花げがぽつりぽつりと植えられている狭せまい庭の向こうには、湖と言ってもいいほど広い池が広がっていた。その上に誰もいない釣殿が張り出している。──よく俐星が長なが煙管ぎせるをふかしていた場所だ。

　縁側に端切れを置くと、ホワイトタイガーは軒のき下したに置かれていた桶おけをくわえて水際へと運んでいった。水を汲くもうとするがうまくできず、困ったように清夏を振り返る。

「はは。いくらおまえが器用でもそれは無理だろ」

　清夏はやはり軒下においてあった草履ぞうりを引っかけると、ホワイトタイガーに歩み寄り、桶に水を汲んでやった。

「これ、どうするんだ？」

　物言えぬホワイトタイガーが縁側に置いてあった端切れをくわえて差し出す。どうやら清夏の足の手当てに使えという事らしい。

「──サンキュ」

　清夏は縁側に腰こし掛かけると、丁てい寧ねいに傷ついた足を洗い、傷薬を塗ぬった。端切れでしっかり患かん部ぶを保護する。

「おまえ、いい奴やつだな。名前はなんていうんだ？　──って、答えられる訳ないか。虎とらって呼ぶのもなんか変だしな。シロ──いや、ハクって呼んでもいいか？」

　清夏の横、日当たりのいい縁側に寝ねそべっているホワイトタイガーの尻尾しつぽの先がぱたりと動く。

「じゃあとりあえず、ハク、な。本当の名で呼んでやれなくて、ごめんな」

　清夏の処置が終わると、ホワイトタイガーはうっそりと起き上がった。尻尾の先をゆらゆら揺ゆらしながら別の部屋へと清夏を連れて行く。

　促うながされるまま襖ふすまを開けると、不思議な事にあたたかな食べ物が並んだ膳ぜんが用意されていた。

「──食べていいのか？」

　朝食を食べていない清夏の腹が空腹を訴うつたえ始める。

　ホワイトタイガーはごろりと巨きよ軀くを陽ひの当たる場所に横たえた。

　止められないという事はいいという事なのだろう。まだ湯気の立っている味み噌そ汁しるに熱々の白飯、それから漬つけ物が乗っている膳の前に正座し、清夏は両手をあわせる。

「いただきます」

　がつがつと食事を平らげ腹がくちくなると、早朝から起きていたせいだろう、眠ねむ気けが襲おそってきた。

　ホワイトタイガーが今度は寝ね間まへと案内してくれる。誰だれの気配も感じないのに、またしてもきちんと寝しん具ぐが調ととのえられており、清夏は首を傾かしげた。

　一体誰がこれらのものを用意してくれたのだろう？

　気にはなったが、眠ねむすぎて頭が回らない。

　清夏は汚よごれたシャツとジャージを脱ぬぎ捨て、ホワイトタイガーがどこかからくわえて引きずってきた浴衣ゆかたに着き替がえた。布ふ団とんに潜もぐり込むと次々に信じられない事態に襲われて疲つかれ果てていたらしい、すとんと眠りに落ちる。
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　大きな獣けものは無防備に眠り込んだ清夏をしばらく眺ながめていたが、ふと何かに気付いたように鼻先を上げ、ぶるりと身を震ふるわせた。

　その姿が変わってゆく。

　しばらく後、奥おく座ざ敷しきには白い虎ではなく、白い髪かみを背に垂らした偉い丈じよう夫ふの姿があった。

　先刻清夏がどれだけ探しても見つけ出せなかった俐星だ。

　俐星は被かぶっていた被衣かずきを持ち上げ、己おのれの姿を確かめるように眺め回した。

「ようやく元に戻れたか。──この子はまた随ずい分ぶん妙みような呪じゆをかけられてきたものだな」

　俐星が掌てのひらを翳かざすと、清夏の額にぼんやりと印いんのようなものが浮うかび上がる。

　これは初めて遭そう遇ぐうした時に俐星が赤子に刻んだ印しるしだ。

　ここはただ人びとが簡単に来られるような場所ではないが、万一また誰も知らぬ裡うちにこの世界に迷い込み死なれでもしたら寝ね覚ざめが悪い。念ねんの為ために術をかけたのだが、これほどまで頻ひん々ぴんと赤子と邂かい逅こうする事になろうとは、この時の俐星は思ってもみなかった。

「いつまで経たっても大きくならぬと思っていたが、既すでに調伏の儀を迎むかえる程ほどに成長していたとはな。しかし言葉を交かわせないとは難なん儀ぎすぎる。さてどうするか。──もう東の一族に関かかわるつもりはなかったのだが──」

　横向きに軀からだを丸め、時々何かを探すように辺りをまさぐる清夏を、俐星は苦々しい声こわ音ねと共に見下ろす。

　清夏は何も気付かぬまま、薄うすく唇くちびるを開き寝ね入いっている。赤子の姿の時とまるで変わらない、無防備で無む垢くな寝顔に、俐星は溜ため息いきをついた。

「大きくなってもちんまいのだな、おぬしは」

　あまり高くない鼻を摘つまむと、清夏は小さな声を漏もらし寝返りを打った。
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　さらさらと水の流れる音がする。可愛かわいらしい鳥の声に交じって聞こえてくるのは粗そ野やな烏からすのしゃがれ声だ。耳みみ障ざわりな声に起こされ目覚めた清夏は、物足りない気分で何もない敷しき布ふの上を探さぐり、眉まゆを顰ひそめた。

「やっぱり抱だき枕まくらがないとよく眠れねー」

　寝足りないが、これ以上寝られる気もせず、清夏はあたたかな布団の中から這はい出した。

　座ざ敷しきには誰もいない。ハクもどこかへ行ってしまった。

　幾いくつかの部屋を横切り障子を開けると、視界いっぱいに穏おだやかな水面みなもが広がる。

　縁側の下に揃そろえて置いてあった草履を引っかけ、清夏は水際まで歩みを進めた。岩の上に立つと影かげが映ったせいだろう、怖こわくなるくらい大きな鯉こいが集まってきて、子供の頭なら簡単に飲み込めそうな大きさの口を競きそって開き餌えさをねだり始める。

　騒さわぐ水面を見下ろし、清夏はその場にしゃがみ込んだ。乱れた裾すそから白く細い脛すねが露あらわになる。

「本当にここは、俺がいた世界とは違ちがうんだな──」

　鯉が、大きい。マグロくらいの大きさがある。

　おまけに彼方かなたの空を何かがうねりながら横切ってゆく。目を凝こらしてみると、長細いものにはたてがみと短い四し肢しがついていた。

　あれは、龍りゆうだ。

　家の近所ではないにせよ、歩いていけばいつかは人家に辿たどりつくんじゃないか──そう思ったりもしていたのだが、あんなものがいる世界が現実に繫つながっている訳がなかった。

　清夏は小さな背中を丸め、寝ね癖ぐせのついた金茶の髪を搔かき回す。

　ふと後ろを振ふり向くと、いつ来たのか、ホワイトタイガーが後ろで寝そべっていた。

「ハク、俐星はまだ帰ってこねーのか？」

　ハクは丸っこい耳を小さく動かしただけだった。もし帰宅していたら、もう少し何か反応するだろうと判断し、清夏は消しよう沈ちんする。

「まだ、か……」

　そのまま清夏は押し合いへし合いする鯉を眺めていたが、ふと目をきらめかせると、くるりと軀の向きを変えた。そのまま岩の上を這ってハクに近付く。

「なあ、随ずい分ぶん静かだが、俐星は一人暮らしなのか？　奥さんがいてもおかしくない年なのに、いつも一人でごろごろしてるよな？　すげえ男前だからモテまくりそうなのに」

　ハクの耳がひょこんと立ち上がった。尻尾の先がそわそわと動く。

　清夏は、いやまてよ、とハクの目の前に座り込んだ。

「男前なだけに遊び人て可能性もあるよな。一人に決めると色々面めん倒どうくさいからふらふらしてるだけ──とか。はは、美人を山程食い散らかしてそうだ」

　ハクが勢いよく前足に乗せていた頭を持ち上げた。何か言いたげにがうがう吠ほえるが、清夏は首を傾げるばかりだ。のそのそ移動してハクの横腹に寄り掛かかる。

「ま、こんな山奥で遊び人も何もないか」

　眼前に広がるのは端はしが霞かすんで見える程ほどの大きな池、そして木々、峻しゆん厳げんな山々だ。俐星の屋や敷しき以外人家は見あたらない。野原からこの屋敷に移動してくる間も見かけなかった。

　もし俐星が帰ってこなかったら、一体どうしたらいいのだろう。

　清夏は溜息をつき、岩の間から伸のびていた猫ねこじゃらしを一本引き抜ぬいた。

　まだ早春なのにこんなのがあるのは変だが、ここは現うつし世よとは色々ずれているらしい。シャツ一枚でも寒くないし、山の頂も白くない。

　時の流れまで違っていたらどうしようと思いつつ何気なく猫じゃらしを揺ゆらすと、横から大きな前足が伸びてきて穂ほ先さきを叩たたき潰つぶした。

「え」

　枕にしていたハクは何事もなかったかのようなしれっとした顔をしている。もう一本猫じゃらしを引き抜いて揺らしてみると、また前足が伸びてきた。ひょいと避よけると、ハクが素す早ばやく起きあがる。

　背もたれがなくなった清夏もしゃがみ込み、猫じゃらしを構えた。

「……はは」

　頭を低くし、真しん剣けんに穂先を睨にらみつけているハクの目の前で、清夏はひょいひょいと猫じゃらしを振る。数度の空から振ぶりの後、ハクは見事、穂先を押さえつける事に成功した。しっかりと押さえつけたままぐいと身を乗り出し、もう一方の前足で清夏のあまり高くない鼻を潰す。

「わぷ！」

　肉球に押され尻しり餅もちを突ついた清夏が見上げた先では、ハクが下らぬ事をさせるなと言わんばかりに偉えらそうな顔で見下ろしていた。

「今の今まで夢中になってたくせに」

　肩かたを竦すくめ、清夏は後ろに手を突く。

「俐星、早く帰ってこないかな……」

　虚むなしい独り言に応こたえる者はいない。
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　その二日後の夜半過ぎ。

　俐星の屋敷の一室において行あん灯どんのぼんやりとした光の中、二人の男が向かい合って座っていた。

　白い虎とらの姿をとった俐星と、山やま伏ぶしのような黒い装しよう束ぞくに身を包んだ男だ。

　客人の方が居住まいを正し、深々と俐星に頭を下げる。

「俐星殿どのも人が悪い。清夏殿を保護したならそうと知らせてくださればよかったのに。──ともあれ、清夏殿に力を貸してくださった事、恩に着る」

「礼には及およばぬ。私の屋敷の近くで不ふ埒らちな振る舞まいに及ぼうとした痴しれ者がいた故ゆえ、排はい除じよしただけの事。──あの者の名は、清夏というのか」

　喉のどをぐるぐる鳴らすのにも似た割れた声が夜に響ひびく。

「ああ、そうだ。ところでその、俐星殿は何なに故ゆえそのような姿をとられておるのだ？　清夏殿と何か関係があるのか？」

　白い虎は疲つかれの滲にじむ溜息をついた。

「誰だれかに呪じゆをかけられたらしい。清夏が眠ねむらぬうちは元の姿に戻もどれぬのだ。清夏の前では人語を話す事すらできぬ」

「それはまた……どのような理ことわりに基もとづいた呪なのだろうか」

「わからぬ。あの者とは口が利きけぬ故」

　男は重々しく頷うなずいた。

「ふむ。では俺が調べてみよう。俐星殿にはこれ以上迷めい惑わくはかけぬ。清夏殿の事は俺が徹心殿からようく頼たのまれているからな。すぐ社やしろに連れ帰ろうと思うのだが」

　俐星が物もの憂うげに呟つぶやく。

「……あの者はもう床とこに入っておる。連れ帰るなら明日改めての方がよい」

「そう言うのであれば、ひとまず暇いとま乞ごいをして、明日支し度たくを整えて出直そう。しかし、俺も清夏殿の前に出れば、本ほん性しようを現してしまうのだろうか。人語もわからなくなりはしまいか？」

「わからぬが、今その姿を保てているのであれば大だい丈じよう夫ぶであろうよ。私はあの者と顔を合わせる前から変へん化げを解かれてしまったからな。この姿であるから、今こ宵よいはおぬしをもてなす事もできぬ」

「そんな事は構わないが……不思議な事だ」

　黒装束の男は立ち上がると、障子を開けて縁えん側がわに出た。揃えておいてあった下げ駄たを履はき、頭を仰け反らせて月を見上げる。

　重い羽音と共に、その背に黒い翼つばさが生えた。

「夜だが大丈夫か？」

「月が明るい故、障さわりない。──では、明日」

　男が羽ばたくと同時に風が起こり白い毛並みを乱した。黒装束の男は危なげもなく黒いシルエットと化した峰みねへと飛び去ってゆく。

　男の姿が見えなくなると、俐星は猫科の獣けもの特有の優美な動きで軀からだの向きを変えた。

「──さて。あれはまだ寝ね付つけぬのか」

　獰どう猛もうな巨きよ軀くが暗い廊ろう下かを音もなく進んでゆく。

　寝間を覗のぞき込むと、清夏は布ふ団とんの上で半身を起こし、眠そうな顔でぼーっとしていた。俐星に気付くと両手を伸ばしてくる。

「……？」

　手が届く位置まで近づくと、清夏は両手でしっかりと俐星を捕つかまえ、布団の中に引きずり込もうとした。

　不意を突かれた俐星が慌あわてて爪つめを出す。

　ばりばりと厭いやな音があがった。

　しまったと俐星は思う。鋭するどい爪が敷しき布ふや畳たたみをずたずたに切り裂さいてしまったのだ。

　慌てて爪を引っ込めると今度は踏ふん張りが利かなくなり、俐星は布団の中にごろんと転がり込んでしまった。

「ん、暴れんな。一いつ緒しよに寝ようぜ」

　一緒に寝よう、だと？

　狼ろう狽ばいし清夏を引き剝はがそうとして、俐星は動きを止める。本性を現した俐星の力は強い。蹴けったら、骨の一本や二本、折ってしまいかねない。力を入れた拍ひよう子しに爪など出してしまおうものなら、血の海ができる。

「俺、抱だき枕まくらがないと眠れねーんだ……」

　そう呟くと、清夏は柔やわらかな毛並みに顔を押しつけ、幸せな溜ため息いきをついた。すぐすうすうと健すこやかな寝息が聞こえ始める。それと同時に俐星は人の姿に戻っていた。

　──なんなんだ、この子は。

　見れば動いたせいで腹の方まで掛かけ布団がめくれ上がっている。俐星が布団を引き上げてやると、清夏は、ん、と小さな声を上げ、俐星の胸むな元もとに顔を擦すり寄せてきた。

　俐星はまじまじと清夏を見下ろした。

　清夏は東の一族の中では非常に地味な顔立ちではあるが、膚はだのきめが細かく、薄うすい唇くちびるが初うい々ういしい。小こ柄がらな軀はあっけない程ほど軽く、簡単に腕うでの中に収まってしまう。

　──愛うい、な。

　ふとそんな事を考えてしまい、俐星は眉まゆを顰ひそめた。　>>>♥

　今、私は何を考えた？

　これは幼な子ではない。東家の者だ。添そい寝して欲しいなどという馬ば鹿か馬ば鹿かしい望みをきいてやる義理はない。

　──だが多分この子に他意はないのだ。赤子の時のように俐星に甘えているだけ。

　そしてまた俐星も、赤子に対していた時と同じ庇ひ護ご欲よくを抱いだいたままでいる？

　──だが幼な子と思っているなら、こんな風に困こん惑わくすまい。

　くだらない事を考えるのは止やめようと俐星は思う。東家の者に懸け想そうしたら、式にならねばならない。下げ僕ぼくとなって汚きたない仕事を片付け──いいように使われて──。

　そんな存在に、なり下がるつもりはない。

　俐星はそろそろと布団から抜け出ようとした。だが思いの外しっかりとしがみつかれているせいで細い腕を振ふり解ほどけない。力ちから尽ずくで剝がそうとすると、清夏がたちまちぱちりと目を開け、俐星は再びホワイトタイガーへと変化してしまった。

「ん、ハク──どっか行っちまうのか？」

　寝ぼけて子供返りしているのか、哀かなしそうに言われてしまえば心が痛む。

　ついいつもの習慣で赤子にするように薄い背中を桃もも色いろの肉球で叩たたいてやると、清夏はほやんと満足げな笑えみを浮うかべ、また俐星に抱きついて寝息を立て始めた。

　──本当に、こやつは赤子の頃ころと何も変わらぬ。

　自らの意志でなくても変化を繰くり返せば消しよう耗もうする。

　寝ぼけた子供と格かく闘とうするのは面めん倒どうだ。

　俐星は軀の力を抜ぬいた。天てん井じようを見上げ、くたびれた溜息を一つつく。




　　　　＋　　＋　　＋




「今日は建設的に一日を過ごそうと思うんだよな。こないだ出会った三つ子と蛇へびは、俺の家や渡月の儀について知っていた。なら儀ぎ式しきのあらましや帰り方が記された何かが存在してもいい筈だ。まずはこの家を家や捜さがししようと思うんだが、いいか？」

　朝あさ陽ひの差し込む居間でハクと差し向かいの席に座り、清夏は朝あさ餉げを取っていた。

　身に付けているのは、朝起きたら枕まくら元もとに置かれていた水すい干かんだ。サイズがあっておらず、袖そでが長いのを時々引っ張り上げながら清夏は箸はしを使う。

　食事の膳ぜんは昨日と同じく、忽こつ然ぜんと現れた。ここには様々な不可解があるが、清夏に説明してくれそうな人は誰一人見あたらない。

　──ハクが話せたらよかったのにな。

　泰たい然ぜんと構えているホワイトタイガーを見つめ、清夏は何度繰り返したかわからない繰り言を胸の裡うちで呟く。

　綺き麗れいに平らげた茶ちや碗わんを膳に戻しごちそうさまと両手を合わせると、ハクが頭を擡もたげて鳴いた。

「失礼」

　待っていたかのように聞こえてきた声に、清夏はひくりと軀を緊きん張ちようさせる。

　──誰だ!?

　静かに襖ふすまが開き、黒い装しよう束ぞくを纏まとった男が姿を現した。

　その者はまだ若く、男にしては長い黒くろ髪かみを無造作に後ろで一つに束ねていた。顔立ちは精せい悍かんで、覇は気きに溢あふれている。

　十人が見たら十人がいい男だと評するだろう。だが清夏は思わず腰こしを浮かせ、ハクに身を寄せた。

　──食い入るような眼まな差ざしが、怖こわい。

　男たちに襲おそわれた時の恐きよう怖ふが蘇よみがえる。

　両手で縋すがるようにハクの毛を握にぎり締しめ睨にらみつけると、清夏を凝ぎよう視ししていた男ははっとし、深々と頭を下げた。

「驚おどろかせて申し訳ない。俺は真しん行ぎようと申す。ご両親から清夏殿どのの事を頼たのまれているのだが……聞いていないか？」

「知らねー。おまえ、本当に母さんたちの事を知ってんのか？」

「颯そう子こ殿は六日前もこちらへ来て、清夏殿の事をよろしくと言いおいていった。日にち没ぼつ後に調伏の儀が始まると聞き待っていたのだが、随ずい分ぶん早い時間に結界を渡わたられたそうだな。何かあったのか？」

　母の名前をあげた男に清夏は少し警けい戒かいを緩ゆるめ、中ちゆう途と半はん端ぱに浮かせていた腰を下ろした。ハクの軀からは手を離はなさぬまま、ぽつりぽつりと語り始める。

「朝起きて……座ざ敷しきにあった銅鏡に触さわったら、視界が真っ白になって……気が付いたらここにいた」

　真行はちらりとハクの顔に視線を走らせた。

「では儀式についての説明は何も聞いていない……？」

　清夏がこくりと頷うなずくと、真行は顔を強こわ張ばらせ、溜息をついた。

「清夏殿はあまり術が得意ではないと聞いている。無事でよかった」

　何もかも察したような真行の言葉を聞いた途と端たん、熱いものがこみ上げてきてしまい、清夏は唇を嚙かんだ。

「俺は家に帰りたいんだ。だが帰り方がわからない。真行さん、どうしたら帰れるか、知ってたら教えてくれ」

「真行、とお呼びください。東はこの世界の主、妖あやかしに敬けい称しようをつける必要はない。まずは一族の方から伝えられる筈だった儀式の概がい要ようを説明しよう。なに、簡単な事だ。東の一族で成人まで純潔を保った者は皆みな、ここへ送り込まれる。そして式を得て帰って行く。儀式に失敗した者はこれまで一人もいない。だから心配はいらない」

　清夏はぎゅっとハクの毛を握りしめた。

「ここはどこなんだ？　俺が住んでいた世界とは違ちがうみたいだが」

「ここは大昔、清夏殿の先祖が銅鏡を礎いしずえに作り上げた世界だ。この清せい浄じような地には東の一族に迎むかえ入れられた神格や異い形ぎようなど多くの者が棲すむ。何かの折りに侵しん入にゆうしてきたものもいるが、それはごく僅わずかだ。東の一族は、ここで力を蓄たくわえた者の中から式を選び、連れ帰る。──それが渡月の儀、俺たちが調伏の儀と呼ぶものだ」

　随分と壮そう大だいな話に清夏はぎょっとした。

　一つの世界を作り上げ、それを秘ひ匿とくしてきたとはまた無む茶ちや苦く茶ちやな話である。

「……俺はそんな話、聞いた事がないが……」

「この鏡の裏側の世界は、他ほかの術師たちにとっても魅み力りよく的な狩かり場。銅鏡を奪うばわんとする者を避さける為ため、分別がつく年ねん齢れいまで一族の者にも秘すべしと清夏殿の先祖が定めたのだ。清浄な身でなくなり、式を得られなくなった者にもな」

　色々引っかかったが、それより先にと、清夏はこの世界に来てからずっと気になっていた事を聞いてみた。

「あー、それとここに来る前に会った奴やつらに、誓せい約やくをなすにはそいつと、ち、契ちぎらなきゃいけないと聞いたんだが……」

「左様」

　真ま面じ目めな顔で頷かれ、清夏は身み震ぶるいした。

「噓うそだろ。式神を得るにはセックスしなきゃならないのか？　なら俺は式神なんていらねえ。手ぶらで帰る！」

　清夏は童どう貞ていである。セックスに興味はあるが、様々に夢も抱いだいている。そんな清夏にとって使し役えきしたいが為に女の子といたすなど、許されざる仕し儀ぎだ。

「それはできませぬ。調伏する事によって封ふう印いんが解け、東の一族は新たな力を得る。その力がなければ、結界を渡る事はかなわない」

　──しかし、帰れないとなれば話は別だ。真行に沈ちん痛つうな面おも持もちで宣告され、清夏はあっさり妥だ協きようした。

「う……じゃあ、その、あんまりそういう事にこだわりなさそうな女の子を紹しよう介かいしてくれ。そうすれば、なんとか……」

　元々清夏は東家に伝わる呪じゆ術じゆつには懐かい疑ぎ的であったし、よりよい式神を得たいとも思っていない。こんな状じよう況きようでは末永く付き合えそうな彼女を探す余よ裕ゆうもない。とりあえず貞てい操そう観念が緩そうな相手を見み繕つくろってもらって一回だけいたせばいいだろうと思ったのだが、甘い考えはあっさり打ち砕くだかれた。

「この世界に女によ人にんはおらぬ。人の手によって生まれたからか、この世界は狭せまい上に歪いびつなのだ」

「えええ噓だろ。じゃあどうやって子供を作るんだ？」

「ここで暮らす分には子などいらぬ。俺たちはそもそも自然な生き物ではない。俺はこの世界ができる前から存在するし、稀まれに新しく生まれるものも森しん羅ら万ばん象しようから生じたり獣けものから変じたりする」

「女がいないって事は、男とヤらないとならないって事か？　そうしないと帰れないのか？」

「そういう事になるな」

　清夏は呆ぼう然ぜんとした。

　──俺が欲しかったのは、可愛かわいい彼女だ。男じゃない。

「そのヤるってのは、やっぱり最後までヤるって事、か？」

「左様。妖の精をその身に受けねばならない」

「俺がつっこまれる方って事か!?　かけたりとかそーゆーので受けた事には」

「ならぬな」

　清夏は震ふるえ上がった。

「無理だ。無理無理無理っ。男となんか、絶対に無理っ」

　涙なみだ目めでハクの背に顔を伏ふせる。ハクはびくりと軀からだを揺ゆらし、困ったように清夏を見み遣やった。

「厭いやな話をして申し訳ない。だがこれがこの儀の理ことわり、曲げる事はできぬ。清夏殿が望まれる通りの式を得られるよう、俺も手を貸そう。まずは俺の社やしろに移り、ゆっくり今後の事を考えられよ」

「は？　厭だよ」

　考えるより早く清夏は拒きよ絶ぜつの言葉を吐はいていた。

　両親を知っているとはいえ、真行は清夏にしてみれば初対面の相手である。それにこの屋敷を離れるのは心細い。

「なあ、ここは俐星の屋敷なんだよな？　俺はまだ俐星に会えてないんだ。どこに行ったら俐星に会えるか教えてくれないか？」

「どこにとは異な──！」

　突とつ然ぜん言葉を詰つまらせると、真行は妙みような顔をした。何か言おうと口を動かすが、言葉にならない。諦あきらめたように一つ溜ため息いきをつき、真行は独りごちる。

「なるほど、これが呪じゆか」

「呪？」

　軽く咳せき払ばらいをし、真行は話を続けた。

「俐星殿どのの事については語れぬが、大だい丈じよう夫ぶだ。あの方は何もかもわかっておられる」

「……なんで語れねーんだ？」

　清夏の中に、真行に対する疑念が生じる。どこにいるかも言えない、会わせる事もできないなんて、おかしいのではないだろうか。

「どうやら変わった呪がかけられているようなのだ」

「その証しよう拠こは？」

「……証拠と言われても、りせ……ぐ……っ」

　真行がまた言葉を詰まらせる。

　呪のせいなのだろうか？　いや真行の演技にすぎない可能性もなくはないと清夏は疑うたぐる。

「俐星と会って、俐星がそうした方がいいと言うなら行く。だがそれまではハクと一いつ緒しよにここにいる」

　清夏がきっぱり言い放つと、ハクがぎょっとして振ふり返った。真行もまた声を上げる。

「清夏殿……！」

　清夏が素す直なおに従わないのが気に入らないのか、張りのある声に苛いら立だちが混じった。途端に清夏は全身を緊きん張ちようさせ、ハクへと身を寄せる。警けい戒かいする清夏に、真行がしまったという顔をした。

「その、申し訳ない。脅おどす気はなかったのだが、清夏殿があまり無茶を申されるから」

「この地に来てすぐ、俺はあっちの世界に行きたいっていう男たちに襲おそわれかけたんだ。警戒くらいする」

「俺が無む理り矢や理りあなたと誓せい約やくを結ぼうとすると……？」

　真行が清夏を凝ぎよう視しする。その目つきに清夏は胸むな騒さわぎを覚えたが、真行はすぐ目を逸そらし話を続けた。

「──実は颯子殿たちには、もし適当な相手が見つからぬようなら清夏殿の式になってやって欲しいと言われている。俺は烏からす天てん狗ぐ、力ある妖だからな」

　ハクが大きく目を見開く。喉のどから剣けん吞のんな唸うなり声が漏もれ始める。

「とはいえ、別に無む理り強じいするつもりはない。ここにいたいと言うなら好きにすればよいだろう。明日また来る。それまでに俺の言った事をようく考えておいてくれ」

　真行が荒あら々あらしい顔立ちに暗い笑えみを浮うかべ立ち上がると、清夏はまたびくりと軀を竦すくませた。

　寝ねそべっていたハクも起き上がり、全身を緊張させ真行を睨にらんでいる。

　真行は妙に迫はく力りよくのある笑みをうっすらと浮かべると、大おお股またに部屋を出て行った。

　襖ふすまが閉められると張りつめていたものが緩ゆるみ、清夏はへたりと床ゆかに座り込んだ。

「俺、失礼だったかな」

　床にあぐらをかいた清夏がぼそりと呟つぶやくと、ハクが気にするなとばかりに尻尾しつぽで背中を叩たたく。清夏はハクに向かって身を乗り出した。

「ハクは真行をどう思ってるんだ？　信用できる奴だと思うか？」

　少し首を傾かたむけたハクの鼻先が清夏の額をつつく。ひやっこい感かん触しよくに、清夏は小さく笑った。

「どういう意味だかわかんねーよ」

　そのままハクの横腹に寄り掛かかり、清夏は今真行に教えられた事について反はん芻すうした。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だった。だがもし噓なら、ハクが黙だまって喋しやべらせておく訳がない。これまでのやりとりでハクが人間並みに頭がいいのはわかっている。

　それにと、清夏は二年前の事を思い返した。冬芽が渡月の儀を迎えた時、清夏は兄弟だというのに他の未成年の子供たちと一緒に親しん戚せきの小父おじの家に預けられた。しょっちゅう屋敷に顔を出すから知らなかったが、小父は成人前に彼女とデキてしまい、二十歳はたちになると同時に勘かん当どうされ屋敷から出された身だったらしい。渡月の儀についてこの小父は何も知らなかった。

　一週間もの間小父の家に留め置かれ、清夏は屋敷で一体何が行われているのだろうと不思議に思った。その間何回メールをしても冬芽からの返事はなかった。今の清夏と同じように、冬芽はここで己おのれが使役する式神を選んでいたのかもしれない。

　その後、ようやく帰宅を許され久しぶりに会った冬芽は、以前より美しく艶あでやかになったように思われた。

　あれは──そういう事だったのだろうか。

　あらぬ事を考えてしまい、清夏は耳まで赤くする。

　一族の者、全員が渡月の儀を受けるのだと真行は言っていた。という事は、冬芽だけでなく由羅や橙弥も誰だれかとヤって帰ってきたという事になる。──おそらくは、男と。

「おおお、考えたくねー……」

　清夏は両手で顔を覆おおった。

　生々しくて涙が出そうだった。

　だが、もし真行の言う事が本当で、式神を得なければ帰れないのであれば。

「式神を得ず、ずっとここにいるってのは論外だよな」

　またいつあの三つ子や他ほかの連中に襲われないとも限らない。そもそも訳の分からない世界に居続けたいとは思わないし、必死に受験勉強をして合格した大学に行けなくなるのも厭だ。

　何より苦労して手に入れたライブチケットを無む駄だにしたくなかった。森泉と東京に行くのを清夏はとても楽しみにしていたのだ。

　清夏の誕生日は三月二十一日の金曜日、大学の入学式は四月七日、ライブは五日にある。という事は猶ゆう予よは一週間余り。その間に他に帰き還かんの方法を探すか、男とヤるかしないとならない訳なのだが──。

「真行となんか、できんのかな、俺」

　無意識に口にした途と端たん、背もたれになっていたハクの軀からだが大きく揺れた。

「ハク？　重いのか？」

　清夏が尋たずねると、目を逸そらしたまま大きな頭を左右に振って平気だと主張する。薄うす墨ずみで描えがいたような美しい文様の浮く毛並みを、清夏はそっと掌てのひらで撫なでた。

「俐星とならできそうな気がすんだけどな……」

　今度は巨きよ軀くをよじり、ハクが清夏の顔をまじまじと見つめる。蒼あおい瞳ひとみが綺き麗れいだなと清夏はのんきに思った。

「冗じよう談だんだ。おまえのご主人様にそんな身の程ほど知らずなおねだりをするつもりはねーよ」

　他に選せん択たく肢しがないのであれば、見ず知らずの男より優やさしいとわかっている俐星に身を任せる方が余程気持ちの上で楽なのは確かだった。

　俐星は決して清夏を傷つけるような事はしないだろう。同性でも見み惚とれる程の美び貌ぼうの持ち主だから、抵てい抗こう感もない。

　だがそれは俐星を、都合よく利用しようとする事に他ならなかった。それも単にちょうどいい相手だからという理由でだ。そんなのは俐星に対して失礼だ。

「大体、あんな綺麗な人が俺のものになってくれる訳がねえしな……」

　一族の他の者のように美しく生まれついていれば可能性もあったのかもしれないが、清夏は哀かなしい程に凡ぼん庸ようだった。

　清夏はハクの横腹にぐりぐりと顔を押しつける。ハクはそわそわと尻尾を揺ゆらしながら軀をねじって清夏を見つめた。

　なんだか無む性しように切ない気分だった。

　──そうだ。あの人を我が物にしようだなんて、そんな大それた事、俺は考えてはいない。

　誕生日前夜見た夢を清夏は思い出す。清夏は聞いた。俐星は東の家の者を疎うとんじていると。

　俐星は清夏が東の一族だと知らなかったから優しくしてくれたのだ。帰ってきて正体を知ったら、もう清夏になど構ってくれなくなるかもしれない。──それどころか押し掛かけてくるなんて迷めい惑わくだと、怒おこるかも。

「──やめだやめ！　とりあえずハク、飯食ってる時言ったように、家や捜さがしするぞ。真行の言った事が本当なのか、男とヤる以外帰る方法がないのか確かめないとな」

　もたれかかるのをやめると、ハクはのっそり立ち上がった。書庫へと案内してくれる。

　それから清夏は古い書き付けを読み漁あさった。どれもミミズののたくったような達筆で記されていたが、東家では普ふ段だんから古い書物をテキストに使っている。判読はそう難しくない。

　書き付けや巻物の中には調伏の儀に関するものが幾いくつもあったが、そのどれもが真行の言葉を裏付ける内容だった。噓うそはなかったとわかったのは残念だったが、清夏は更さらに新たな知識をいくつも得る事ができた。

　式となった妖あやかしは、此方こなたと彼方かなたを自在に行き来できるようになるらしい。式を使し役えきするためには、術師は定期的に霊れい力りよくを与あたえねば──つまり契ちぎらねばならない。そして誓約は死ぬまで維い持じされる。

「死ぬまで、か……」

　目を通し終わった巻物を文ふ机づくえに放ほうり出し、清夏は思い切り軀を伸のばした。凝こり固まった肩かたや背中がめきめきと小さな音を立てる。

　ハクは退たい屈くつしたのだろう、途と中ちゆうでどこかに行ってしまった。清夏も少し軀をほぐそうと、書庫を出る事にした。明るい方へと廊ろう下かを歩いてゆくとすぐ池に面した縁えん側がわに抜ぬける。

　夢の記き憶おくは曖あい昧まいだ。印象的なものしか覚えていないし、それも正確ではない。現に清夏はこの池を漠ばく然ぜんと広いと思っていたがここまで広いとは思っていなかった。

　記憶を補完すべく、清夏はゆっくり屋や敷しきにそって歩き出す。角を曲がると、生け垣がきがすぐ目の前に迫せまる森をせき止めていた。次の角を曲がれば玄げん関かんに出るのだろうなどと思いながら進んでいたら、くんと足首を引っ張られる。

「ん？」

　生け垣の下から、紐ひものようなものが伸び、清夏の足首に巻き付いていた。また蛇へびかと思ったのだが、紐のようなものの表面はタールのような黒いもので覆われ、てらてらと光っている。よく見るとどく、どく、と一定の間かん隔かくを空けて脈打っているようだ。

　──気持ち悪い。

　清夏はもう一方の足で踏ふみ、紐を外そうとした。だが逆に強く引っ張られ、足を取られてしまう。

「わああ！」

　仰あお向むけに倒たおれた軀が、すごい速さで草の上を引きずられてゆく。

　突とつ然ぜんの出来事に、声を上げる事すらできなかった。

　あっと思った瞬しゆん間かんには生け垣の下をすり抜け、清夏は鬱うつ蒼そうとした森の中に吞のみ込まれてしまっていた。

　茂しげみの向こうに見える明るい陽ひの光がひどく遠く見える。摑つかまるものを求めて手を伸ばすものの、触ふれるのは湿しめってひんやりとした落ち葉ばかり。足首に巻き付いたものを外そうとしてみたが、いつの間にか幾いく重えにも枝分かれして蜘蛛くもの巣のようにべっとり膚はだに張り付いており剝はがれない。

　一体どこまで行くんだろうと思った時、動きが止まった。

　昼間なのに闇やみ夜よのようにくらい影かげの中、清夏は大おお慌あわてで起きあがり屋敷へと戻もどろうとする。その背を何かが抱だき竦すくめた。

「だ────誰、だ──…？」

　ひどい匂においがした。

　どうやら人の形をしてはいるようだが、清夏を捕つかまえたものは冷たく、ぶよぶよした皮ひ膚ふを持っていた。

　着物の襟えりを割り、冷たい手が入ってくる。胸むな元もとに強く掌を押し当てられ、清夏は呻うめいた。

　──熱い……？

　弱い光に目を遣やれば、自分の胸に見た事もない文様が浮うかび上がっている。

「なんだ、これ！」

　もがく清夏の頰ほおを濡ぬれた舌が舐なめた。背後にいる妖は、人ではありえない長い舌を持っているようだ。

「や……噓……っ」

　ねろりと喉のど元もとを舐め上げられ、清夏は軀を震ふるわせる。

　信じられない事に、妖の愛あい撫ぶに下腹が反応しようとしていた。舐められると鳥とり肌はだが立つほど気持ち悪いのに、ぞくぞくする。

　ずるりと着物が引っ張られ、肩まで冷たい空気に晒さらされる。同時にはだけられた胸の粒つぶを、冷たいものが挟はさみ込む。きゅ、と摘つままれた瞬間、腰こしが砕くだけそうになり、清夏は愕がく然ぜんとした。

　なんで？　なんで俺、こんな薄うす気き味み悪わるい奴やつ相手に欲よく情じようしてんだ？

　股こ間かんのモノが勃ぼつ起きしている。

　軀が熱くて。

　足に力が入らない。

　いつの間にか緩ゆるめられた袴はかまが、ずるずると太ふと腿ももを滑すべり落ちてゆく。抵抗する事もできず喘あえぐ清夏の蕾つぼみに、何かが触れた。手ではない。拍はく動どうしている、何かとても穢けがらわしいもの────。

　格好悪いとか、恥はずかしいとか、考えている余よ裕ゆうもなかった。嫌けん悪おと恐きよう怖ふでおかしくなりそうになりながら、清夏は叫さけんだ。

「厭いやだ……！　俐星！　俐星──────、ハク──！」




　　　　＋　　＋　　＋




「真行、随ずい分ぶんと話が違ちがうではないか」

　真行は鏡の裏側の世界で最も高い峰みねに棲すんでいた。こころなしかひんやりとした空気に満たされた社やしろの中でふんぞり返っている真行の横では、影の薄うすい眷けん属ぞくがいそいそと立ち働いている。

　ちなみに俐星の屋敷にも眷属がいて細かな用を片付けているのだが、清夏には見えていない。

「これは異な事を申される。俺は何一つ噓など言っておらぬぞ。徹心殿どのや颯子殿に清夏殿をよろしくと頼たのまれたのは本当の事。不ふ審しんなら確かめてみればよい」

　しゃあしゃあと答える真行に俐星は歯は嚙がみした。

　儀ぎが終わるまで外の世界とこの鏡の裏側の世界は遮しや断だんされる。東の家の者に真しん偽ぎをただす事はできない。

「おぬし、本気であの者の式となる気か」

「はて、それのどこが気に入らぬのだ。俐星殿は、人などと関かかわりあいたくないのであろう？」

「もちろん、関わりあいになぞなりたくないが──」

　板の間に座った白い虎とらは、苛いら立だたしげに尻尾しつぽを揺らす。

「そもそも俐星殿は東の家の者を毛け嫌ぎらいしているという話であるのに、なぜ清夏殿を保護しただけでなく、式の選定まで気にされる」

「……それは」

「噂うわさとは存外あてにならぬ。清夏殿も懐なついておられたようであったし、もしや俐星殿はあれを手て懐なずけて、自ら式になられるおつもりか？」

「そんな事がある訳なかろう」

「おお、それならよかった。式になる気がないなら屋敷に置いていたとて仕方なかろう。俺が引き取る。清夏殿を引き渡わたしてくれ」

　ぎしり、と小さな音がした。

　いつの間にか肉の狭はざ間まから押し出された爪つめが、白木の床ゆかに食い入っている。

「おぬし、なぜそうも清夏を欲しがる」

「別に欲しがってなどおらぬ。あれは男である上、冬芽殿のように美しくもないからな」

　真行が清夏をけなした途と端たん、俐星の全身から殺気が放たれた。

「そうか。なら無理に連れてゆく事もあるまい。本人も行きたくないと言っているのだからな」

「俐星殿！」

　今度は真行の目が殺気立つ。

　しばらく真行と俐星は睨にらみ合っていたが、このままでは埒らちがあかないと気が付いたのだろう、真行が咳せき払ばらいをした。

「仕方がない、白状しよう。俺は清夏殿に一目惚ぼれしたのだ。小さくて愛らしい故ゆえ」

　照れたような笑えみを浮かべ告白する。だが俐星は目を細めただけだった。

「信じられぬな。ならなぜすぐそう言わぬ。おまけにおぬしの清夏を見る目と来たら、まるでとって食おうとしているかのようだった」

　思案するような間の後、真行が溜ため息いきをつく。取り繕つくろうのも面めん倒どうになったのだろう、顎あごを反らし、挑ちよう発はつ的に俐星を見下ろした。

「俺がどう思おうが俐星殿には関係ない」

「なら清夏は渡せぬ。あのような幼き者が傷つけられるのを見過ごす訳にはいかぬからな」

「俺の邪じや魔まをする気か？」

　傍そばにあった刀を手に、真行が立ち上がる。

　俐星も傲ごう然ぜんと頭を擡もたげ、歯を剝むき出した。

「清夏には私の眼鏡に適かなった者を式につける。おぬしは清夏に近づくな」

「そんな横暴な命令は聞けぬな。われらには等しく式になる機会が与あたえられている。邪魔をするなら──屋や敷しきから盗ぬすみ出してやる」

「おぬしは────！」

　不意に俐星が言葉を切り、動きを止めた。耳だけがひくひくと動き、じいっと何かに聞き入る。

「俐星殿？」

　真行が訝いぶかしげに首を傾かしげる。

　遠く微かすかにではあるが、悲痛な声が聞こえた。屋敷でおとなしく調べ物をしている筈の清夏の声が。

　────俐星！

　流れるようなしなやかな動きで俐星が立ち上がる。もう真行には興味などないかのように一いち瞥べつもせず、社を出て行く。最初は迷うような足取りであったが、徐じよ々じよに速さを増し、俐星はいつしか飛ぶように木々の間を駆かけていた。

　──まるで疾風はやてのようだった。周囲の景色が背後へと溶とけ流れてゆく。人の足なら何時間かかるかわからぬ距きよ離りを駆け抜ぬけ屋敷へと戻もどった俐星は、そのまま森の中へと飛び込み、尋じん常じようではない暗さに鼻に皺しわを寄せた。

　獣けものの目をもってしても闇やみで塗ぬり潰つぶされたかのように何も見えない。遥か遠くに小さく切り取られた空が望めるのみだ。

　俐星は頭を擡げ、空気の匂においを嗅かいだ。

　何か、いる。

　降り積もった落ち葉の上を音もなく進む。距離が詰つまると、俐星は頭を低くし、力を溜ためた。

　呪じゆ力りよくを乗せ、咆ほう哮こうする。

　空気が震ふるえた。森の中に充じゆう満まんしていた悪あしき力は打ち払はらわれ──結界の奥深くに隠かくされていた清夏の姿が現れた。

「う────う──…」

　清夏は、酷ひどい有様だった。

　袴は膝ひざ近くまでずり下ろされ、着物もはだけている。桜色に上気した膚はだは粘ねん液えきのようなものでてらてらと光り、股間のモノは硬かたく勃起していた。

　鴇とき色いろに色づいた可愛かわいらしいソレに、俐星はあからさまに狼狽うろたえ目を逸そらす。

　結界の崩ほう壊かいと共に不ふ埒らち者は逃にげ去ってしまったのか、辺りにそれらしい気配はない。

「う……ハク……」

　顔をくしゃくしゃにした清夏が手を伸のばす。俐星は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、放ほうっておく事もできず清夏に近づいた。

　怖こわいほど華きや奢しやな手が俐星に縋すがりつく。

　俐星は、凍こおり付いた。

　清夏はやけにいい匂いがした。──清夏の、体たい臭しゆうだ。普ふ段だんはごく薄いのに、汗あせを搔かいたせいかひどく魅み惑わく的に鼻を刺し激げきする。

　泣く清夏は式を従えられる年ねん齢れいになったとは思えない程ほど弱々しかった。

　俐星はおずおずと清夏の目元を舐なめてやる。

　清夏が顔を上げると、どきりとする程大きく潤うるんだ瞳ひとみに白い虎の姿が映った。

「サ、サンキュ、ハク。俺は大だい丈じよう夫ぶだ。ハクが来てくれたおかげで、ぶ、無事だったし。これはちょっと──びっくりしただけ、だ。すぐ止まる」

　頰ほおを伝う大おお粒つぶの涙なみだを清夏は拳こぶしでごしごし擦こする。だがすぐまた顔を歪ゆがめ、えく、と喉を鳴らす様を、俐星は魅み入いられたように見つめた。

「すぐ、止める、から、ちょっと待ってくれ。はは、みっともねーな。男のくせに、襲おそわれて、な、泣いたりなんかして。くそ。俺は、大丈夫なのに──」

　俐星は牙きばを使い、肘ひじまで下りてしまっていた着物を引き上げてやった。

　さらりと膚の上を滑すべる布の感かん触しよくに、清夏がまた震える。

　────？

　ふと妙みようなものに気付いた俐星が、清夏の肩かたを押した。密着していた軀からだが離はなれ、首筋から太ふと腿ももまでが露あらわになる。

　蒼あおい瞳に剣けん吞のんな光が点ともった。

　先刻は発情した性器に気を取られていたせいで気付かなかったが、清夏の胸にろくでもない呪じゆが込められた印が刻まれていた。

　鼻で印をつつくと、清夏が、あ、と小さな声を漏もらし尻しり餅もちを突つく。ふる、と震えた性器の先から蜜みつが滲にじんだ。

　──これは、雄おすを軀の奥に迎むかえ入れるまで物もの狂ぐるおしい欲よくに苛さいなまれ続ける呪だ。

　早く消してやらねば。

　念を込め、俐星は印の上を舐める。

　途端に清夏が妙な声を上げ、後ろに逃げようとした。

「や……っ」

　折せつ角かく呪を解いてやろうというのにと、俐星が不満に思って目を上げれば、清夏は恥はじ入り俯うつむいていた。顔と言わず軀と言わず、真っ赤に上気してしまっている。もじもじと引き上げられた袴はかまの下では、きっと小枝のようなモノがはしたなく蜜を漏らしているのだろう。

　そう思ったら、俐星の下腹までがどくんと拍はく動どうした。

　──なんだ、これは。

　目の前にいるのは、あの幼な子だ。なりこそ少し大きくなったが、俐星の庇ひ護ごを必要としている事には変わりない。おまけに酷い目にあったばかり。こんな子に劣れつ情じようを抱いだくなど、最低だ。

　そう思うのに、軀がざわめく。

　──ともかく、呪をなんとかせねば。この子が狂くるい死んでしまうかもしれぬ。

　俐星は爪つめを出さないよう注意しながら清夏の肩を踏ふみつけた。仰あお向むけに固定し印の上を舐めれば、清夏が身み悶もだえ膝を擦こすり合わせる。

「やあ……っ」

　ざりざりと舌を擦なすり付ける度たび、清夏は悲痛な声を上げた。変な声を出すまいと必死に我が慢まんしようとしているようだが、無理に押し殺すせいで喉声に一層色が乗っている。

　いつの間にか俐星は清夏の胸を舐める事に夢中になっていた。　>>>♥

　しゃくりあげながらもがいていた清夏の目から理性の色が消えてゆく。ついに小さな手が袴を放し、己おのれの性器を握にぎり込んだ。煽あおられるだけ煽られて、我慢できなくなってしまったのだろう。

　清夏の手が上下に動いている。すんなりとした肢し体たいが快楽に震える光景はとてつもなく淫みだらで、見てはならないと思っても目を離せない。

「うう……っふ……っ、俐星……っ、俐星……っ」

　とぷりと溢あふれた蜜が清夏の手を淫いん猥わいに光らせる。清夏の目め尻じりからまたほろりと一筋涙が零こぼれ──俐星はいきなり頭をもたげ、咆哮した。それまでちまちまと舐めていた印に浅く牙を立てる。

　膚を裂さく痛みに清夏の背が浮うく。反らされた薄うすい胸の中央にうっすらと浮かんだ文様が、砂を散らすように消えてゆく。

「あ……あ、ひう……っ」

　獰どう猛もうに唸うなった獣の目がぎらりと光った。標的を変え、今度はつんと尖とがった小さな胸の粒つぶを舌で押し潰す。発情し敏びん感かんになったそこにざらついた舌での刺激は強すぎたらしい。清夏はふるふると頭を振ふった。

「や……や……っ」

　粗そ野やな口調も乱暴な仕草も消えてしまっていた。

　多分、これが清夏の本質なのだろう。決して強くなどなく、傷つきやすい。だが、そんな己を誰だれにも知られるまいと、必死に虚きよ勢せいを張っている。

　──愛うい、な……。

　またそんな事を考えてしまい、俐星は狼ろう狽ばいした。だが己を偽いつわっても仕方がない。初めて与あたえられる愛あい撫ぶに脅おびえ泣く、弱々しい風ふ情ぜいにどうしようもなく心が揺ゆさぶられる。触れるのをやめられない。

　厭いやがって身を竦すくめる清夏を思うさま舐め回す。

　顔も胸も唾だ液えきでべたべたにし、手の中から覗のぞく充じゆう血けつした先せん端たんをも虐いじめてやると、いたいけな軀がわなないた。

　腹の上に白はく濁だくが撒まき散らされる。泣きながら小さな軀を震わせる清夏はとても痛ましく──それなのに息を吞のむほど艶なまめかしかった。

　清夏はしゃくりあげながら喘あえいでいたが、少し落ち着き理性が戻もどってくると、濡ぬれた目で俐星を見上げた。

　不安そうな声が静かな森に響ひびく。

「ハ……ハク？　まさかハクも、俺の式神になりたいと思っている訳じゃないよな……？」

　冷水を浴びせられた気がした。

　違ちがう、と思った。自分はこの幼な子を助けてやっただけ。下心などない──と。

　──だがそういう問題ではない。

　印を消す以上の事を俐星はした。物言わぬ獣けものに無む理り矢や理り押さえつけられ、怖こわくない筈はずがない。清夏にとっては、己もいきなり襲ってきた他ほかの妖あやかしたちと変わりないのだ。

　丸い耳がぺそりと倒たおれる。しおしおと頭を垂れた俐星に、清夏は強こわばった笑えみを向けた。

「あー、悪い、ハク。俺、ハクの事は好きだが、その、ジューカンはちょっと無理。ほら、軀の大きさも違うからさ……」

　清夏が肩に載せられたままだった前足をさりげなくどかそうとする。

　俐星は哀かなしい気分で清夏を見下ろした。

　ふざけたような口調で誤ご魔ま化かしたつもりなのだろうが、清夏は明らかに脅えていた。

　俐星は前足を下ろし、後ろに退ひいた。

「あ、あ、ありがと……」

　清夏が慌あわてて着物の前を搔きあわせ、身だしなみを整える。まだ不安なのか、常に俐星が視界に入るようにはしているが、まっすぐ見ようとはしない。

　身み支じ度たくが終わると俐星は清夏の着物をくわえ、己の背の上に引き上げた。

「わ、わ……？」

　清夏がしっかりと毛皮に摑つかまったのを確かく認にんし、屋や敷しきへと歩みを進める。術を破られた森に先刻程ほどの暗さはない。落ち葉の上で木こ漏もれ日がちらちらと揺ゆれている。

　縁えん側がわから屋敷に入ると、俐星はそのまま湯ゆ殿どのへと向かった。

　既すでに湯船には眷けん属ぞくによって湯が張られ、檜ひのき造りの湯殿はほっとするようなぬくもりに満ちている。

　洗い場に下ろしてやると、清夏はへたりと座り込んでしまった。俐星は隅すみに置いてあった桶おけを鼻先で清夏の前に押しやり、糠ぬか袋ぶくろや手て拭ぬぐいも運んでやる。だが清夏は糠袋など見た事もない。

「ありがとう、ハク。でもこれはなんだ？　どうやって使うんだ？　それから石せつ鹼けんはねーのか？」

　ぐるる、と俐星は唸り、太い前足を見下ろした。

　呪にかけられたこの姿では、言葉で説明してやる事も、実演して洗ってやる事もできない。

　不意に凄すさまじい憤ふん怒ぬが込み上げてきて、俐星は前足で床ゆかを殴なぐりつけた。
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　洗い場の表面をざあざあと湯が流れてゆく。清夏は機械的に湯をすくい、べたついたもので汚よごれた軀からだを流した。

　洗い場の床には深い引っかき傷が刻まれている。ハクが暴れた跡あとだ。

　──何をあんなに怒おこっていたんだろ。虫にでも刺さされたんだろうか。

　清夏はたっぷりと時間をかけて何度も軀を清めると、ようやく湯船に浸つかった。縁ふちに頭を乗せ、ぼんやりと天てん井じようを見上げる。

「──はあ」

　得体のしれない妖に襲おそわれた記き憶おくが蘇よみがえる。

　吐はき気を催もよおすほど気持ち悪かった。うなじに吹ふきかけられる息はなまぐさく、背中に触ふれる肉体は煮に凝こごりのように柔やわらかい。

　どうやら鏡の裏側の世界に棲すんでいるのは神格霊れい獣じゆうばかりではないらしい。あれは穢けがれに満ちたおぞましいもの──不ふ浄じようの輩やからだ。

　それなのに。

　汚お物ぶつのようにしか感じられないそれの一部が膚はだを這はいずる度たび、清夏はおかしくなりそうな程ほどの快感に襲われた。

　強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんを覚える一方で、長い舌で舐なめ上げられる度腰こしが震ふるえ、蜜みつを零こぼす。

　──あんな化け物に陵りよう辱じよくされそうになって悦よろこぶ自分の軀に、反吐へどが出そうだった。

　それだけじゃない。

　ハクが現れても清夏の熱は冷めなかった。

　獣の舌に煽られあられもない声を上げた清夏は、自ら陰いん茎けいを握り込み恥はじ知しらずにもハクの眼前で己を慰なぐさめた。

　獣とは思えぬ、冴さえ冴ざえとした蒼あおい瞳ひとみに全すべてを見られ、心と軀がわななく。

　悦よかった。

　すごく。

　病やみつきになりそうな程に。

　そうして。

「俺、どっかおかしいのかな」

　露ろ出しゆつ狂きようのような真似まねをした挙げ句、猛もう獣じゆうに舐められてイってしまうなんて。

　ざりりと敏感な部位を舐めたハクの舌の感かん触しよくを思い出し、清夏は濡れた頭をぐしゃぐしゃと搔かき回す。

　──ハクが式神になるというのは、アリなんだろうか？

「いやもちろん虎とらとセックスする気なんてねーけど！」

　だが、獣とはいえハクは賢かしこく、忠実だ。

　……そしてざらついた舌で舐められるのは、痺しびれる程気持ちよかった。

「……って、いやそれはどうでもいいから！」

　どれだけそうしていただろう。湯がぬるくなり手足がすっかりふやけてしまってから湯殿を出ると、籐とうの籠かごに綺き麗れいに洗せん濯たくされたジャージとＴシャツが置かれていた。

　家業柄がら和服には慣れているが、着慣れた服に身を包むとなんだか落ち着く。手拭いで汗あせを押さえながら廊ろう下かへと繫つながる引き戸を開け、清夏は外が暗くなってきている事に気が付いた。

　裸足はだしのままぺたぺたと歩いてゆき、開け放たれた襖ふすまの向こうにハクの姿を発見する。先刻己が晒さらしてしまった嬌きよう態たいを思えば気まずいものがあったが、縁側に腹はら這ばいになったハクのしょげっぷりを見たら、ふっと気が楽になった。

　いつもぴくぴく動いている尻尾しつぽの先はくるんと丸くなったまま、丸い耳も情けなく倒れ、顎あごまでぺったり床ゆか板いたにつけてしまっている。

「よう」

　ハクがちろりと清夏を見る。

「変な化け物から助けてくれてありがとうな、ハク。つか、助けてくれたんだよな？　おまえが来たら消えたって事は」

　清夏が膝ひざを突ついて手を伸のばすと、ハクは後ろめたそうに身を引いた。落ち着きなく耳を動かしている。

　清夏は構わず純白に薄うす墨ずみを刷はいたような毛皮を搔き回した。ハクは軀を強こわ張ばらせたものの、清夏に逆らおうとはしない。

　賢く従順な獣けもの。

　鋭するどい爪つめと牙きばを持っているが、この獣が清夏の脅きよう威いになる事は多分ない。

　清夏は小さく息を吐くと、ハクの背中に凭もたれた。

　ハクの傍かたわらには、団子が三方に載のせられ置いてある。彼方かなたへと目を遣やれば、昼と夜の狭はざ間ま色の空に見事な満月が昇のぼろうとしていた。

「すげえ綺麗な満月だな。あっちの世界でも満月なのかな？」

　もし東の屋敷にいたのなら、本ほん殿でんで夜のお勤めをしている頃ころ合あいだった。一族の者は朝と夕に必ず本殿に集まらねばならない。そういうしきたりが東家にはある。遊びに夢中になって遅おくれたりしようものなら、それはもう叱しかられたものだ。

　冬芽などは一度叱られたら二度と同じ失態を演じなかったが、清夏は一時期、半ば意地になって禁を破っていた。納なつ得とくできなかったのだ。意味などないように思われる神事の為ために、様々な事を我が慢まんしなければならないのが。

「きっと皆みんな、いきなり俺が消えてびっくりしてんだろうな。ああでも、この世界に来てるって事くらいはわかってるのか」

　どこかで蛙かえるが鳴き始める。

　湯であたたまった軀の熱がゆっくりと散ってゆく。

「なあ、狐きつねも蛇へびも人の姿をとってたのに、なぜおまえはならねーんだ？」

　暮れてゆく空。池を囲む黒々とした森には灯あかり一つない。

「もしかして、なれないのか？」

　物言えぬホワイトタイガーは微び動どうだにしなかった。

　その反応を肯こう定ていととった清夏はハクの首元に頰ほおを擦すりつけた。

「そうか……」

　獣は人と違ちがって毎晩シャンプーしたりはしない。脂あぶらと汚れでごわついていて当たり前の筈はずなのに、ハクの毛は柔らかくて指通りがよく、気持ちがよかった。

「俺も皆にはできるのに自分だけできない事がいっぱいあったな。霊れい力りよくはからっけつ。モテねーしいつまで経たってもチビのままだし、誇ほこれるものなんてなんにもないみそっかす。だが」

　ハクに預けていた軀を起こすと、清夏はほぼ同じ高さにある蒼い瞳を見つめた。

　気のせいだろうか、冷ややかな冬空のようなハクの瞳が優やさしげに緩ゆるんでいる気がする。

「多分運は悪くねえ。夢の中では俐星と出会えたし、現実ではここに来た早々におまえに助けてもらえたし。おまえがいなければ俺は多分……」

　化け物や自分勝手な男たちに蹂じゆう躙りんされる様を想像してしまい、清夏はぶんぶんと頭を振ふった。

　──そうだ、ハクは恩人だ。

「なあ、ハク。俺はおまえと会えて幸いだったと、心から思ってんだ」

　目を細めたハクが鼻先で軽く頰をつつく。清夏はくすぐったそうに首を竦すくめ、三方へと目を遣やった。

「あー、そうだこれ、食っていいのか？」

　甘あま酸ずっぱい空気が照れくさくて朗ほがらかな声を上げると、ハクが尻尾で団子の載った三方を清夏の前まで押しやる。

「じゃ、遠えん慮りよなくいただく。ハクも食う？」

　一つ齧かじりながらもう一つをハクの口元に運ぶ。掌てのひらに載せて差し出すと、大きな口には小さすぎるように見える団子にハクは食いつき、うまそうに目を細めた。
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　行あん灯どんの光がちらちらと揺ゆれている。子供の頃ころ清夏たちが勉強部屋として使っていた座ざ敷しきには墨すみの匂においが漂ただよっていた。まだ十にもならないように見える冬芽が文ふ机づくえの前に座り、一心に筆を動かしている。

　何枚も同じ文様を書き付けていた冬芽がふと背後を振り返った。

　──お父さん。

　いつの間にやってきたのか、着流しをだらしなく着き崩くずした由羅がいて、ん、と顎をしゃくった。

　そういえばこの頃はまだ、冬芽はこの男の事を『由羅』ではなく『お父さん』と呼んでいたんだっけ。

　見ていると、冬芽が文机の上に積んであった半紙を抱かかえ、運んでゆく。半紙をぱらぱらとめくって見た由羅が面めん倒どう臭くさそうに頷うなずいた。

　──ご苦労。颯子んところに持って行って蔵に納めとけ。

　──わかった。

　冬芽が嬉うれしそうに駆かけだしてゆく。薄うす暗ぐらい座敷の中ジャンパースカートの鮮あざやかな赤がやけに目に残った。

　冬芽を見送った由羅が今度はこちらへと手を差し伸べる。

　──清夏。おまえもできた分だけでも見せてみろ。

　え？　と思った次の瞬しゆん間かんには由羅は紙束を手にしていた。ぱらぱらとめくり、うんざりした顔をする。

　──綺麗に書けてはいるが、これは使えんな。

　清夏が一いつ生しよう懸けん命めい書いたらしい紙束が無造作に屑くず籠かごに放ほうり込まれる。墨で硬かたくなった半紙がぱさりかさりと耳みみ障ざわりな音を立てた。

　ぱさり、かさり。

　違う、半紙の音じゃない。これはカラカラに乾かん燥そうした枯かれ葉の音だ。

　厳しい顔をした叔父おじが、庭先に立っている。季節は秋らしい。ごう、と風が鳴る度たび、赤や黄色の落ち葉が視界を埋うめ尽つくす勢いで落ちてくる。

　──橙弥、冬芽。今すぐ手伝ってくれ。ああ、清夏はいい。奥で遊んでいなさい。

　何か危急の用が生じたらしい。数人の大人とともに、幼い冬芽と橙弥が屋や敷しきから走り出す。──置き去りにされた清夏の事など振り返りもせずに。

　風が吹ふく。風が吹く。清夏の虚うつろな胸の裡うちをつむじ風が通り過ぎる。

　きん、と陶とう器きが打ち合わされる音がして、細く開いた板戸の隙すき間まから漏もれ入る光が激しく揺れた。薪まきが弾はじける音がする。

　寒い冬の夜。底冷えする廊ろう下かで、何か用を言いつけられて板戸を開けようとしていた清夏の耳に男たちの語らいが飛び込んできた。

　──あいつは訳がわからんな。只ただ人びとかと思えばそこそこ霊力をまとっている日もある。まあ、制せい御ぎよどころか感知もできていないようだからどうにもしようがないが──。

　そう、清夏はどうにもしようがない奴やつで。

　何の役にも立たない。

　──清夏、それをこっちに入れないで！

　悲鳴めいた声に、清夏は反射的に背筋を伸ばした。中学生くらいの冬芽が何かを胸に抱だき、きっとこちらを睨にらみつけている。だが清夏には何を言われているのかわからない。辺りを見回しても、冬芽が止めて欲しいのであろうものなどみあたらない。

　それなのに、冬芽はなおもヒステリックな非難を清夏に浴びせる。

　──ひどい、清夏！　入れないでって言ったのに！

　泣きながら腕うでの中を見る冬芽の視線を追い、清夏は息を吞のんだ。

　死んだ子犬がそこにいた。

　激高し、子犬が死んだのはおまえのせいだとばかりに責め立てる冬芽の肩かたを橙弥が抱く。

　──やめろ。仕方がないだろう。清夏にはわからないんだ。

　そうだ、わからない。

　ずぶずぶと、足あし下もとが沈しずんでゆく。はっとして見下ろすと、冷たい泥どろが凍こおり付いたように動けずにいる清夏を吞み込もうとしていた。

　──いや、泥じゃない。皮ひ膚ふの表面を何かがずるりと這はいずっている。

　あいつだ。

　ハクが追い払はらってくれた化け物。あれがまた清夏を捕とらえようとしている。

　逃にげだそうと手足に力を込めるが、動けば動くだけ軀からだが泥に沈み込む。

　鳥とり肌はだが立つくらい気持ちが悪いのに、敏びん感かんな部位を撫なでられる度背筋が震ふるえた。

　うなじになまぐさい息が吹きかけられると、陰いん茎けいがひくりと頭をもたげる。

　──俺は、おかしい。

　化け物に陵りよう辱じよくされようとしているのに、感じてしまうなんて。

　太ふと腿ももを何かが這い上がってくる。きゅ、と胸の尖とがりを摘つままれ、清夏は絶望的な気分で目を瞑つぶった。

　胸から顎あご、鼻まで真っ黒な泥に──化け物の中へと沈んでゆく。窒ちつ息そくすると思った刹せつ那な、誰だれかが襟えり首くびを摑つかみ清夏を引っ張り上げた。

「──心臓が止まるかと思ったぞ。これではうかうか午睡ひるねもできぬな」

　真っ青な青空を背景に、俐星が立っていた。魁かい偉いな体たい軀くは太腿まで泥に埋まっている。

　ぶらんとぶら下げられたまま、清夏はぱちぱちと目を瞬またたかせた。己おのれの両手を目の前に翳かざして見ると、泥に塗まみれたちんまりとした手は幼な子のものだった。どうやらまた夢を見ているらしい。

「ああ、泣くでない」

　ぐいと目の下を拭ぬぐわれて、清夏は自分が涙なみだを零こぼしていた事に気付いた。また俐星に助けられたのだと思ったら、熱いものがこみあげてくる。清夏は大きく息を吸い込み、幼い顔をくしゃくしゃにした。

「うええ」

「これ」

　泣きながら両手を伸のばし、清夏はいつものように俐星に抱きつこうとする。だがその両手は泥だらけで、とてもだっこをねだれる状態ではない。はっとして見れば、俐星の着物も頭から被かぶった被衣かずきも泥で汚よごれてしまっている。清夏を助ける為ため、泥に踏ふみ込んだせいだ。

　伸ばされた手がおずおずと引っ込められる。

　幼な子らしくもない躊躇ためらいに気付いたのだろう、俐星の冷たい蒼あおい瞳ひとみが柔やわらかく緩ゆるんだ。

「これくらい構わぬ。装しよう束ぞくなどいくらでも代わりはあるのだからな。それよりも」

　俐星はもう一方の腕うでで清夏を抱くと、襟首を摑んでいた手を放した。広い胸に小さな軀を包み込み、目を細める。

「おぬしが無事でよかった」

　──心臓が、止まるかと思った。

　冷え切っていた軀が、あたたかいもので満たされてゆく。

　他ほかの誰にも感じた事のない感情が小さな身の裡に満ち、清夏は破は裂れつしてしまいそうになった。

　──俐星が、好きだ。好き──大好き。

　ぽろぽろと涙を零す清夏を軽く揺すりつつ、俐星が彼方かなたへと視線を投げる。

「見てみよ」

　促うながされるまま、辺りを見回した清夏は息を吞んだ。

　先刻まで必死で周りなど見えていなかったが、清夏が飲み込まれそうになった泥どろ沼ぬまからは無数の太い茎くきが伸び丸い葉を広げていた。それから現在の清夏では抱えられない程ほど大きな蓮はすの花が。

　見み渡わたす限かぎり続く蓮の花はな園ぞのは、天上の楽土を思わせた。

　泣くのも忘れ清夏は美しい景色を眺ながめる。俐星の胸のぬくもりを感じながら。

　俐星と、呟つぶやく己の声が遠く聞こえた。

　俐星の両腕は清夏の尻しりと背中の後ろにあるのに、誰かに頰ほおを撫でられる。

　──早く安全な現うつし世よに戻もどしてやった方がよいのだろうが、滅めつ多たな奴にはおぬしをやれぬ。はて、どうしたものか。

　俐星の声だ。

　そう思った次の瞬間には清夏は身を起こしていた。美しい蓮園は搔かき消え、寝ね間まにとって代わる。清夏は寝間着姿で、布ふ団とんの上に半身を起こしていた。動どう悸きが激しく、息が切れている。俐星の姿を探してきょろきょろと辺りを見回す清夏を、添そい寝ねしていたハクが迷めい惑わくそうに見上げた。

「ハク、俐星がいなかったか？」

　切せつ迫ぱくした声こわ音ねで尋たずねる清夏に、ハクは太い鳴き声を発するが、何を言いたいのかさっぱりわからない。

　屋敷はしんと静まり返っている。主が戻ってきた気配はない。

「っかしーな。あれは夢じゃないと思ったのに……」

　清夏は再び布団の上に寝転がると、頭の下で両腕を組んだ。

　天てん井じように張り付いたやもりがちちっと鳴く。
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　鏡の裏の世界に来てから六日目。

　ジャージとＴシャツの上に羽織をひっかけ朝食を済ますと、清夏はまた書庫に籠こもった。書き付けの中には鏡の裏側の世界に棲すむ妖あやかしたちに触ふれたものもあったからだ。

　親の言う通り真行を選ぶにしても、他にどんな選せん択たく肢しがあるか知っておくべきだろう。

　大きすぎる羽織の袖そでをしょっちゅう引っ張り上げ引っ張り上げしながら清夏は書き付けに目を通してゆく。妖については現し世でも学んでいたが、鏡の裏の世界には清夏が知らぬものも多かった。あやふやにしか覚えていないものも多いので、復習は大切だ。

　真行──烏からす天てん狗ぐはかなり強い分類に入る妖のようだった。他にも様々な強い妖がいる。たとえば、白びやつ虎こ。

「んん？」

　──ホワイトタイガーって、つまり白虎の事だよな？

　白虎は、青せい龍りゆう、朱雀すざく、玄げん武ぶと並ぶ聖せい獣じゆうだった。この四神でこの世の動物たちを統すべていると言われている。

　──つまり、ハクを調ちよう伏ぶくすれば比類なく強い式神が手に入る……？

「いや、人の道を踏み外しちゃだめだろ。強くてもハクは獣なんだし」

　ふう、と溜ため息いきをつくと、清夏は書き付けを放ほうり出した。草履ぞうりをつっかけ外に出る。屋や敷しきの中にいた方が安全だとわかってはいたが、一日中家の中に閉じこもっていると気が滅め入いる。

　これくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうと、玄げん関かんの前に出て大きく伸びをする。

　ストレッチをしていると、どこからか声が聞こえてきた。

「清夏殿どの……清夏殿」

　清夏は慌あわてて玄関の中に戻ると、格こう子し戸の隙すき間まから恐おそる恐る外を覗のぞいた。きょろきょろと見回せば、少し離はなれた大きな木の梢こずえに黒くろ尽ずくめの男がいる。真行だ。

　少し安心した清夏は、格子戸に隠かくれるのを止やめた。

「真行？　どうしてそんなとこにいるんだ？」

　真行が苦い笑えみを浮うかべた。

「実はそちらの大きな獣の機き嫌げんを損そこねてしまってな」

「ハクを怒おこらせた？　一体何をしたんだ」

　精せい悍かんな顔立ちに人の悪そうな笑みが浮かんだ。

「うむ、実は秘蔵の美酒を盗ぬすみ吞のもうとしたところを見つかってしまってな」

　真行は清夏の小こ柄がらな軀からだを舐なめるように見ている。秘蔵の美酒が何の暗あん喩ゆかまるで気付かぬまま、清夏は陽気に笑った。

「なんだ、じゃあ真行が悪いんじゃないか」

　真行が肩かたを竦すくめる。

「だが、目の前で己はこんなにいいものを手に入れたのだと自じ慢まんされたら、味見してみたくもなると思わぬか？　ともあれ、今屋敷に入ったらあの獣に食いつかれかねぬ。清夏殿がこちらに来てくれぬか？」

　清夏は少し頭を傾かたむけた。思し慮りよ深い瞳が精せい一いつ杯ぱい親切げな顔をしてみせる男を映す。

「悪いが、やめとく。俺がこの屋敷から出るとろくな事にならねーみたいだしな。で、何の用だ？　俐星ならまだいないぜ」

　手をすっぽり覆おおう袖をぱたぱたさせながら尋ねると、真行はちろりと唇くちびるを舐めた。

「清夏殿に変わりはないかと思ってな。様子を見に来ただけだ」

「今んところ変わりはない。ハクがよくしてくれている」

「……式を選ぶ覚かく悟ごはまだ決まらぬか」

　ようやく本題らしきものを切り出した男に、清夏はにっと笑った。

「早く決めないととは思ってるんだがな。まだ俐星も帰ってきてねーし」

「いくら待っても俐星殿は帰ってこぬぞ」

　結構な距きよ離りがあるのに、真行の声はまるで耳元で囁ささやいたかのように明めい瞭りように聞こえた。

　清夏が顔色を変える。

「なぜだ？　この間はそんな事言ってなかったろ」

　真行の唇の両りよう端たんが吊つり上げられた。不ふ穏おんな笑みに、清夏の膚はだがちりちりとそそけだつ。

「おい、知ってんなら教えろよ。俐星はなんで帰ってこねーんだよ」

　真行は両りよう膝ひざの上に肘ひじを載のせると、印を結ぼうとするかのように両手を組み合わせた。

「とにもかくにも、清夏殿がここにいる限り俐星殿は帰ってくる事ができぬのだ」

「なんだよそれ。俺のせいだってのか？」

　噓うそだと思いたかったが、真行は俐星の知り合いだ。ハクも警けい戒かいする事なくこの男を屋敷に上げていた。

　──また俺の知らないところで、俺の知らない理ことわりが回っているんだろうか。

　かつて存在する訳がないと思っていた妖は本当にいた。

　無意味だと馬ば鹿かにしていたしきたりにはちゃんと意味があった。

　これまでの経験が、清夏に真行の言葉を信じさせる。

　どうしてかはわからないが、清夏がここにいるせいで、俐星は帰ってこられないのかもしれないと。

　真行が身を乗り出し、ここぞとばかりに畳たたみかける。

「俐星殿を待つのはやめ、俺と契ちぎりを結んでくれぬか、清夏殿。俺は強い。貴き殿でんのご両親もそれを望んでいる。何より俺も清夏殿の式になりたい」

「──はあ？」

　いきなり何を言い出すのだろうと、清夏は吊り気味の目を見開いた。

　真行が自信たっぷりに流し目を送り、甘い言葉を吐はく。

「初めて会った時に、俺は清夏殿に心を奪うばわれたのだ。その小さな手も、日ひ陰かげに咲さく露つゆ草くさのような顔かんばせも愛いとおしい。──清夏殿、俺を式に選んでくれ」

　清夏は眉まゆを顰ひそめた。

「ざけんな。そういう事は女に言え」

　木々の間から小鳥たちが飛び立ってゆく。

　全くいい雰ふん囲い気きにならない。

　真行は憮ぶ然ぜんとし、梢の上に立ち上がった。

「清夏殿は俐星殿を選ぶ気か？」

「まだそういう事は考えてない」

　清夏の声が硬かたい。真行はいささかの躊ちゆう躇ちよも見せず言葉のナイフを突つき立てようとする。

「俐星殿は清夏殿の式には決してならぬぞ。何がきっかけでそうなったのかは知らぬが、あの方の東嫌ぎらいは昔から有名だ」

　袖の中で清夏は小さな拳こぶしを握にぎりしめ、地面を睨にらみつけた。

「──知ってる」

　夢でおまえたちの会話を聞いていたから。だから──そんな変な期待を抱いだいてはいない。

「俺はただ、相談に乗ってもらおうと思ってるだけだ」

　真行が揶や揄ゆするように片眉だけを上げる。

「本当にそれだけか？」

「たりめーだろ」

　乱暴に断じ、清夏は強気に顎あごを反らした。

「それより一つ気になってる事があるんだ。教えてくれ」

「なんだ」

「ハクって式神になれるのか？」

　風が吹ふき、木々がざわりと揺ゆれた。

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情を見せた真行が、呆あきれたように胸の前で腕うでを組む。

「清夏殿どのはなかなか面おも白しろい趣しゆ味みをしているな。獣と契る気か？」

「そうじゃない。ただ、ハクはホワイトタイガー──つまり白虎だろ？　四神の一柱がなぜ誰だれの式神にもならずここにいるのかと思って」

　涼すずしい顔で真行は断じた。

「あれは物言えぬ獣だ。そんな大層な神性はもたぬ」

「そ……か。そうだよな……」

　ほっとしたのかがっかりしたのか自分でもわからず清夏は視線をさまよわせる。

　その背を誰かがぽんと叩たたいた。

　はっとした清夏が振ふり返ると、ハクがいた。

　何の音もしなかったので気付かなかった。

　変な質問をしたのを聞いていたのだろうか。

　焦あせる清夏には一いち瞥べつもくれず、ハクは真行を睨み、唸うなる。

　真行もまたハクを睨みつけにっと笑った。

「だがハク殿には気をつけられよ。賢かしこそうに見えても所しよ詮せんは獣。いつ理性を失くすかわからない。もし契ったりしたら清夏殿も畜生道に落ちるやもしれぬぞ」

　真行の言い様には悪意が感じられた。

　ハクが凄すさまじい咆ほう哮こうを放ち、外へと躍おどり出る。

　風が勢いを増し、真行のいる梢こずえを大きく揺らした。真行の背にはいつの間にか大きな黒い翼つばさが広げられている。

　己おのれの目を疑う程ほどにハクの動きは速かった。

　あっという間に真行のいる木に飛びつく。めきめきと音がし、爪つめでえぐられた木こっ端ぱが散った。ハクはかなりの重量があるであろう巨きよ軀くを力ちから業わざで引き上げてゆく。瞬またたくほどの間に肉にく薄はくしたホワイトタイガーに真行は焦り羽ばたいた。

　強い風に巻かれ、黒い羽根が散る。

「おお、怖こわい。清夏殿も気をつけられよ。そのような小さな軀では一ひと嚙かみで昇しよう天てんしてしまいかねぬからな。俺と添そうと心を決めたならこの屋や敷しきの結界から出て真行と呼べ。さすれば迎むかえにきてやろう」

　哄こう笑しようを上げた真行がみるみるうちに小さくなってゆくのを、清夏は唇を嚙んで見つめた。

「あいつ、見た目と違ちがっておとなげねーな」

　気が収まらない様子で真行の消えた空を睨んでいたハクが、地上へと飛び降りる。

　苛いら立だたしげな足取りで歩み寄ってきたハクを、清夏は地面に膝ひざを突いて迎えた。太い首を抱けば、ハクが清夏の肩かたに顎を載せてくる。

「真行と喧けん嘩かしてんだって？　酒を盗ぬすまれそうになったくらいであんま怒おこんな、ハク」

　頭を撫なでてやったのに、肩の上に載せられていた顎がずしりと重たくなった。全体重をかけのしかかられ、清夏はあっけなく潰つぶれてしまう。

「重い！　重いって、ハク！　乗んなよ！」

　清夏を踏ふまないよう四し肢しを突き、ハクが頭を擡もたげる。あたたかな重みがなくなってからも清夏はすぐには起きようとしなかった。巨軀の下に寝ね転ころがったまま、ハクを見上げる。

「なあ、俺がいるせいで俐星が帰ってこられないってのは本当か？」

　いつの間にか強かった風は止やんでいた。散った落ち葉が屋敷を中心に円を描えがいている。まるで真行が止まった木の手前に壁かべでもあるかのようだ。

「知らない事ばかりで厭いやになっちまうな。俺はやっぱり、あいつのところに行った方がいいのか？　そうしたら俐星は帰ってこられる？　よく考えたら俐星も困るよな、話をした事もない奴やつに家に押し掛かけられて居座られちゃ。でも俺には俐星以外の誰を頼たよったらいいのかわからないんだ」

　すり、と頰ほおを擦すり寄せると、ハクが鼻先で触ふれてきた。まるで頭を撫でるかのように、髪かみの毛の流れに沿って鼻先を滑すべらせる。

「俺、本当にちっちゃな頃ころから俐星と会ってたんだ。噓じゃねーぞ。夢の中だったがな」

　遠くでさらさらと水が流れる音がする。俐星の屋敷の庭に広がる池に流れ込む川の音だ。清夏はその上流に清らかな泉がある事を知っている。シロツメクサが咲く野原がある事も、この世界では時々空から光の欠片かけらが落ちてくる事も、夢で知った。

「夢の中ではどういう訳だか俺は幼児──つーか赤子だった。時々崖がけの上とか、泉の中とか、とんでもないところにいたりするんだが、危ない目に遭あいそうになるといつも俐星が飛んできて助けてくれる。俺は俐星が大好きだった。子供が苦手なのか不ぶ愛あい想そなんだが、怖こわ々ごわ抱だき上げてくれる腕がすげえ優やさしくて……」

　幼くなった清夏は魂たましいが求めるまま、俐星に甘えまくった。

　現うつし世よの家族や友人たちが見たら驚おどろいた事だろう。無能な清夏は彼らの前ではひねた子供だったから。

「俺、鬼おに子ごなんだ。まず、霊れい力りよくがろくにない。おまけに父さんも母さんも一族の皆みんなもとんでもない美形ばかりなのに、俺だけすげー地味な顔をしてる。皆が俺より綺き麗れいで優ゆう秀しゆうな姉さんばっかひいきしてるような気がした。俺の事なんて、誰も好きじゃないんだと感じてたし、俺も俺が嫌きらいだった」

　でも俐星は他ほかの誰とも清夏を比べなかった。

　ただ清夏だけを見て、無骨な愛情を示し、抱きしめてくれた。

「多分俐星にとっちゃ危なっかしい幼児を放ほうっておけなかっただけなんだろうが、俺にとって俐星は──すごく大事な存在だったんだ。ずっと」

　俐星の腕の中から眺ながめた一面に咲さき誇ほこる蓮はすの花。

　頭上に広がるどこまでも高く青い空。

　着物に焚たきしめられた香こうの匂においを吸い込む度たび、幸せな気分になれた。

「あの人が実在するとわかっただけでも重ちよう畳じようなのかもしれねーな」

　おとなしく謹きん聴ちようしているハクの毛並みを、清夏はなんとはなしに撫でる。

「ずっと会ってみたかったけど、よく考えてみたら会ってどうなる訳でもないんだよな。別に俐星に式神になってもらえる訳でもなし」

　誰よりも綺麗で優しくて、清夏の孤こ独どくを埋うめてくれた人。現し世では満たされなかったものを俐星が満たしてくれたから、清夏は淋さびしい子供にならずに済んだ。多くの悪夢から救われた。

　その俐星にこれ以上助けてもらおうなんて、図ずう々ずうし過ぎる。

「俺のせいで帰ってこられないんなら、これ以上ここにいるわけにはいかないよな。一応明日まで待ってみてもし俐星が帰ってこないようだったら、俺は真行のところに行こうと思う。あいつ、強いみたいだし、親もそうして欲しいみたいだし、──俺にとっては俐星以外は誰でも同じだしな」

　腕の中にいる獣けものが低い唸り声を上げた。

　太い前足がのし、と膝に乗せられる。──まるで行くなと言おうとしているかのように。

「おまえが人の形を取れて、喋しやべれたならよかったのにな。そうしたら──」

　言葉が途と切ぎれる。

　不ふ浄じようの輩やからに襲おそわれた後に訪おとずれた淫いん靡びな時間が頭を過よぎった。ハクに舐なめられる度覚えた快感を、射精した瞬しゆん間かんの悦えつの深さを。

　本当に人の姿になれたなら──そして式神になれたならよかったのに。そうしたらきっと──。

「いや、なんでもない」

　ぽんぽんと前足を叩き、清夏は立ち上がる。

　時間は無限にある訳ではない。さっさと片を付けねばならない。

　一族の者は皆同じ試練を乗り越こえて来ている。自分にできない訳がない。一時痛いのを我が慢まんすればいいだけの事だ。それで全部終わる。問題ない。大だい丈じよう夫ぶだ。

「だ……だいじょうぶ……。うん、だいじょうぶ……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら屋敷へと入ってゆく清夏の足取りはふらつき、見るからに力がなかった。







　ふと誰だれかの気配を感じ、清夏は顔を上げた。半分ほど開いていた戸を更さらに開き廊ろう下かを覗のぞいてみるが誰の姿もない。

「──なんか、変だな……」

　既すでに陽ひは沈しずみ、廊下の先は闇やみに沈んでいる。

　首を捻ひねりつつも戸を閉めて戻もどると、清夏は棚たなの埃ほこりを払はらい、読み散らした書き付けを元の場所にきちんと並べ始めた。

　書庫は大して広くないのに、ハクも無む理り矢や理り入ってきて居座っている。

「ちょっ、ハク、やめろって」

　書き付けの束を両手に抱かかえ立ち上がろうとすると、ハクの前足が羽織の裾すそに乗っていた。足自体が重い上爪まで出ていて、無理に引き抜ぬこうとすると布地を破いてしまいそうだ。

　一いつ旦たん書き付けを置き、両手で前足を退どける。改めて部屋の反対側にある棚に書き付けを運ぼうとするが、床ゆかは三分の一程が寝ねそべったハクの巨軀で埋まってしまっており、動きにくい事この上ない。

　清夏にここに留とどまって欲しいが故ゆえの意地悪だと思えば可愛かわいく思えなくもないが、物事には限度というものがある。しつこく何度も繰くり返されると苛いら々いらしてくるし、視覚的に暑苦しい。

「ハク、おまえ、邪じや魔ま」

　低い位置にある棚の中が見たくて、掌てのひらで大きな頭を押しのけながらぼやくと、拗すねたハクはそのままごろんと転がり仰あお向むけになってしまった。大の字に手足を広げ、動こうとしない。

「嫌いやがらせすんな。書庫は狭せまいんだ、邪じや険けんにされたくなければ入ってくんなよ。ここでなければ俺はハクが大好きだぞ。手て触ざわりはいいし、抱だき枕まくらとしても最高だし」

　晒さらされた腹を掌でさすってやると、尻尾しつぽがぶるぶるっと震ふるえた。だが起きあがろうとする様子はない。ますます狭くなった床面積に、清夏は溜ため息いきをつく。

　酒を巡めぐっての喧けん嘩かに、自分を巻き込まないで欲しい。

　ハクに構っているといつまで経たっても作業が終わらない。清夏は再び手を動かし始めたが、動きにくくて仕方がない。

「まあ、いいか。片付けはほとんど終わったしな。縁えん側がわに行くぞ」

　清夏が背を向けると、ハクはくるりと軀からだを回転させ起きあがった。清夏の後を音もなくついてゆく。

　廊下の途と中ちゆうでまた清夏が立ち止まり、周囲を見回した。

「っかしーな。なんか聞こえたような気がしたんだが……」

　屋や敷しきの中はどこもかしこもしんと静まりかえっている。だが秘ひそやかな気配を感じた。膚はだがざわめく。

　だが何食わぬ顔で後をついてきているハクに変わった様子はない。

　首を捻りつつも庭に面した座ざ敷しきに出ると、清夏は縁側に文ふ机づくえを持ち出した。

　月は欠け始めたばかり。行あん灯どんを灯ともさずとも充じゆう分ぶん明るい。広大な池が月の光を受け、白々と光っている。

　清夏が見つけだした硯すずりで墨すみをすり、筆をとると、ハクが背後から覗き込んできた。

「結局会えずに終わりそうだからな。俐星に文ふみを書いておこうと思ってさ」

　俐星様、と一行目に記すと、清夏は一度筆を止めた。考え考え、少しずつ紙面を埋めてゆく。

　留守なのに上がり込んで申し訳なかったという謝罪、ハクにとても世話になった事──それから自分はよく、夢の中で俐星に会っていたという事を。

「あの時は赤子の姿で、礼を言う事すらできなかったけど、なにくれとなく気にかけてくださった事、とても感謝しております。いつかまた改めてお礼に伺うかがいたいと存じます──と。よし」

　最後に自分の名を記すと清夏は筆を置いた。

「これでいつでもここを出てゆけるな」

　ストレッチでもしながら墨が乾かわくのを待とうと文机の前から立ち上がる。池を眺めながらうんと両りよう腕うでを頭上に伸のばした時だった。何かが引き裂さかれる音がした。

「ハク!?」

　できあがったばかりの文をハクがくわえ、前足で搔かき毟むしっている。余波で文机は傷だらけ、ホワイトタイガーの口の周りも真っ黒だ。

「馬ば鹿か、何してんだ！」

　少しでも取り戻そうと清夏が和紙の端はしを摑つかむと、ハクは頭を振ふって後あと退ずさった。畳たたみの上に黒い肉球の跡あとが押される。文はもうずたぼろで見る影かげもない。

　清夏は溜息をつくと、習字道具一式を閂かんぬきのある湯ゆ殿どのに持ち込み、文を書き直した。




　　　　＋　　＋　　＋




　翌日。

　朝早く起きた清夏は身み支じ度たくを整え──といってもＴシャツとジャージだが──俐星の帰りを待った。

　昨日感じた気配は更に強まり屋敷は無音のざわめきに満ちている。だが清夏はそれどころではなかった。今日俐星が現れなければ、清夏はここを出て行かねばならない。それはつまり、真行と寝るという事だ。

　自分で決めた事ではあるが、想像するだに恐おそろしく、清夏は気が付くと悲ひ愴そうな顔で涙なみだぐんでいた。

　男に組み敷しかれるなんて、人生終わったも同然な気がした。

　昨日の言葉を反ほ故ごにしたいのはやまやまだったが、もし一日でも延ばしたらずるずるとここに居続けてしまいそうだ。

　だがそんな事は許されない。清夏がここにいる限り、俐星は帰ってこられないらしい。それが本当なら、清夏はもう何日も俐星の時間を奪うばってしまったという事になる。

「はあ……」

　遠くで巨きよ大だいな鯉こいが跳はね、水みず飛沫しぶきがきらきらと輝かがやく。

　清夏の気持ちも知らず、空は青い。時々白い雲が池の面おもてに歪いびつな影を落としてゆく。

　ハクはずっと清夏の傍そばでそわそわしていた。

　朝が過ぎ、昼が過ぎ、空が茜あかね色いろに染まり始めても、屋敷はしんと静まりかえったまま、俐星は帰ってこない。

　やがて清夏は意を決し立ち上がった。

「そろそろ行かないとな。いつまでも粘ねばってても仕方ねーし」

　わざと軽い口調で呟き玄げん関かんに向かおうとすると、ハクが清夏の前に立ちはだかった。

「どけよ、ハク」

　清夏が回り込もうとすればハクも動いて妨ぼう害がいする。

「邪魔すんな。俺だって行きたくなんかねーんだ」

　ぐいとハクの頭を押してどかそうとしたら、逆に頭ず突つきをくらわされた。

「ハク！」

　走って強きよう行こう突とつ破ぱしようとしたものの、後ろから襲おそってきた衝しよう撃げきに膝ひざが崩くずれてしまう。ハクが前足で軽く膝裏を突ついたのだ。

　後で思えば、その拍ひよう子しに出た爪つめが引っかかってしまったのだろう、がくんと膝が折れたのと同時にジャージが引き下ろされた。

　ジャージに引きずられたトランクスまで下がってしまい、清夏は思わず悲鳴を上げる。

「ぎゃー！　おまえ、やっぱり俺の事を……!?」

　目の前に半分だけ現れたゆで卵の剝むき身のような尻しりに、ハクは固まった。

　自分のしでかした事に茫ぼう然ぜんとしているようだった。

　その隙すきに清夏はジャージを引っ張り上げつつ玄関へと逃にげ出した。

　夕ゆう陽ひに赤く染まりつつある景色の中を走り、昨日真行が止まっていた木を越こえたところで叫さけぶ。

「────真行！」

　ばさり、と。

　鳥が羽ばたく大きな音がした。

　それなりに時間がかかるだろうと思っていたのに、真行は待っていたかのように清夏を背後から抱かかえ上げ、さらっていった。

　清夏の足が空を搔く。

　耳元で風がごうごうと鳴る。

　我に返ったハクの咆ほう哮こうが空気を揺ゆさぶった。

　空中で清夏を抱え直し横よこ抱だきにした真行が悦えつに入った笑えみを浮うかべる。

「こんなに早く決意してくれるとは思わなかったが──嬉うれしいぞ、清夏殿どの」

　清夏は、ちっとも嬉しくなかった。本当は逃げ帰りたくて仕方がない。

　ただただ怖こわかった。

　なんで俺はこんな事をしているんだろうと思った。










　高い山の峰みねに真行の棲すむ社やしろはあった。

　地面に下ろされた清夏は、爪つま先さき立だちになって社の中を窺のぞき、ぎょっとする。

　黒い靄もやのようなものがいくつも社の中を蠢うごめいている。

「何だあれ。妖あやかしか……？」

　さりげなく下がって真行を盾たてにすると、真行は声を上げて笑った。

「怖がる事はない。俺の眷けん属ぞくだ。この峰は俐星殿の屋や敷しきより霊れい気きが濃こいからな。清夏殿にも微かすかに見えるのであろう。俺と契ちぎりを結べばはっきりと見えるようになるぞ」

「へえ……ああいうのが本当は俐星の屋敷にもいたんだ……」

　昨日から妙みように感じていた気配、あれがそうだったのだろうかと清夏は思案する。だが、だとすれば、どうして昨日まで全く感知できなかったのだろう。

「ここ、高いから景色がよさそうだな。海とか見えたりするのか？」

　雲は社より少し低い場所を漂ただよっている。雲の絨じゆう毯たんの上にぽかりと浮かんだこの峰は島のようだ。

「いいや。晴れていてもないものは見えぬ。この世界には海などないのだ。まっすぐ飛んでいけば元の場所に戻もどってしまう。鏡の裏側の世界はとても小さい」

「海もない小さな世界……か。退たい屈くつじゃないか？　だから皆みな、式神になりたがるのか？」

　この世界は現うつし世よに比べ、狭せますぎる。妖たちが外への憧あこがれを抱いだくのも当然なのかもしれないと清夏は思った。

「いや。俺たちはもう何百年もここで暮らしている。日々の営みは単調かも知れぬが、退屈とは思わぬ。式になりたいと思う者が増えたのは、春画を集めた書物やでーぶいでーのせいだろう」

「……どうしてＤＶＤがこの世界にあるんだ？」

「現し世では主に怒おこられる故ゆえ見れぬと、大量に持ち込んでいる式がいる。冬芽殿の式だ」

「ええー」

　ではやはり冬芽もここで式神を得て帰ったのだ。そうなのであろうとは思っていたのだが、改めて聞くとやはりショックで清夏はよろめいた。

　おまけにその式神が妙な情報を流したせいで清夏は襲われまくる事になったらしい。

　翼つばさを畳たたんだ真行が社へと上る階段に足を掛かける。

「来い」

「……わ！」

　手首を引かれ、清夏は真行の思わぬ強ごう引いんさに戸と惑まどった。転びそうになりつつも階きざはしを上り、開放的な板の間──おそらく拝はい殿でん──を突っ切る。

　表からはごく普ふ通つうの社に見えたが、裏手へ抜ぬけると、建物は思わぬ広がりを見せていた。険しい峰のあちこちに小さな建物が点在し、渡わたり廊ろう下かによって繫つながれている。

　渡り廊下を早足にゆきながら、真行が居い丈たけ高だかに命じた。

「調伏の儀の準備をしろ！　その前に禊みそぎをしてもらう。清夏殿、こっちに来い」

「あ……え？　ええ!?」

　ぱたぱたと不ふ揃ぞろいな足音を立てながら懸けん命めいに真行に追いつこうとしていた清夏が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「も、もうするのか？　俐星の屋敷から移ってきたばかりじゃねえか」

「何か問題あるか？」

　真行が全く歩調を緩ゆるめないまま、蒼あお褪ざめた清夏の顔を見下ろす。

「あー、こ、心の準備がだな……っ」

「はは、何を言う。そのためにここへ来たのだろう、清夏殿は。今いま更さらどんな心の準備が必要だ」

　豪ごう快かいに笑い飛ばされ、清夏は俯うつむいてしまった。

　そうだ。そのために清夏はここへ来た。早く現し世に戻って、森泉とライブに行くのだ。厭いやな事はさっさと終わらせた方がいい。

　必死に気持ちを切り替かえようとする清夏の肩かたを、真行が無造作に抱く。

「清夏殿と契るのが楽しみだ」

　ぞくり、と何かが背筋を駆かけ上った。

「……っ！」

　気が付けば清夏は真行から飛び退のいてしまっていた。全身に鳥とり肌はだが立っている。

「清夏殿どの？」

　自信満々の笑みを浮かべつつ首を傾かしげた真行がまた手首を摑つかもうとした。清夏は慌あわてて更さらに後ろに下がる。

　渡り廊下の屋根を支える廊下の柱の一つに手を添そえると、清夏は真行に疑心に満ちた目を向けた。

「それ、噓うそだろ」

　真行は悠ゆう然ぜんと胸の前で腕うでを組んだ。

「なぜそんな風に思うのだ？」

「噓臭くさいんだよ。俺はチビだし、ちっとも綺き麗れいじゃないし、所しよ詮せん露つゆ草くさだ。真行も本当はキャバクラとかに行ってみたいから俺の式神になろうとしているんじゃないのか？」

　真行の笑みが深くなる。

　真行はゆっくりと歩み寄ると柱に手を突いて清夏を上から見下ろした。

「露草、か。褒ほめたつもりだったのだが、拗すねさせてしまったようだな。はて、どうしたら機き嫌げんを直してくれるのだ？　冬芽殿のように気き性しようの激しい女おなごは好きではない。多少外見は地味でも、清夏殿のように繊せん細さいな心を持ち俺を頼たよりにしてくれる可愛かわいらしい人の式しもべとなりたいのだ──とでも言えばいいか？　──くだらんな」

　急に冷ややかになった声こわ音ねに、清夏は顔を強こわ張ばらせた。真行が冷れい酷こくに吐はき捨てる。

「美しいものが好まれるのは世の理ことわり。現在のおまえの価値は東の血が流れている、その一事のみだ」

　清夏は唇くちびるを引き結んだ。

　真行の口説き文句は全く心に響ひびかなかった。だから本当に惚ほれられてるとは思っていなかったし、清夏だって現し世に帰る為ため、真行を利用しようとしているのだ。向こうが同じ事をしようとしていたからって傷つくのは馬ば鹿かげていると、頭ではわかっていたがショックだった。

　──俺は好きでもない、好かれてもいない相手と、これから寝ねるのか。

　初めてにふさわしい甘あま酸ずっぱさもときめきもない、単なるやらねばならない作業として。

「おまえは式神になりたかっただけで、最初から俺に関心なんてなかったんだな」

　真行が口元を歪ゆがめる。

「全く関心がない訳ではないぞ。美しさでは大分劣おとるとはいえ、清夏殿は颯子殿によく似ているからな」

「……母さん？」

「颯子殿は滅めつ多たにこの鏡の裏側の世界には来てくださらぬが、おまえの式となれば俺はいつでも現し世に行けるようになる。──颯子殿のお傍そばに」

　清夏は呆あつ気けにとられた。

「おまえ、母さんを好きなのか？　そのために俺を利用しようとしている？」

　清夏の言外の非難を、真行は鼻で笑い飛ばした。

「貴様等に怒る資格などない。貴様等とて、我々を利用するためにこの箱庭のような世界を作ったのではないか。我々を調ちよう伏ぶくし、子種を得るためにな」

「子種……？」

　廊下の半ばで立ち止まると、真行はそんな事も知らないのかと言いたげに清夏を見下ろした。

「葛くずの葉はの話くらいは知っているであろう？」

「御お伽とぎ噺ばなし、だよな。母親が実は狐きつねだったっていう……。子は高名な陰おん陽みよう師じだっけか」

「そうだ。狐は信しの田だの明みよう神じん、その血が混じっただけで、晴せい明めいは子々孫々まで優すぐれた陰陽師として帝みかどに仕える事ができた。これがどういう事かわかるか？」

　清夏はまるでわかっていないのが丸わかりの間抜けた顔で首を傾げた。

「──人と人非あらざる者の間に生まれた子は、強大な力を持つのだ」

　清夏はぽかんと口を開け、真行を見上げる。

　こいつ、一体何を言い始めたんだ？

「清夏殿どのは実の父の顔を知らぬのであろう？」

「そうだが、由羅が──」

「そう、東の家では近親の男が父親として仮かり初そめの婚こん姻いんを結ぶ。だがそれは体てい裁さいを整える為だけで、真まことに夫ふう婦ふとなる訳ではない。それぞれに式がいるからな。子には真の父が誰だれであるか、調伏の儀が終わるまでは明らかにされない。──その時まで、見えぬからだ」

　見えない？

　それではまるで──。

　真行が片手で周囲を──この世界を示す。

「東の一族の女は鏡の裏側の世界で得た力ある妖あやかしと契ちぎって子を生なすのだ。それ故ゆえ東は、一族の者、全すべてが強大な力を持つ」

　あんまりにも突とつ拍ぴよう子しもない話に、清夏は首を振る事しかできなかった。

「だ、だけど、俺には強大な力なんて、ない……」

　真行が目をぎらつかせて身を乗り出す。

「そうだ。清夏殿があの徹心殿の息子むすことは思えぬ。きっと颯子殿は他ほかの者と契ったのだ。ただの──人と。ならば次の子の父親に俺がなってもいい筈はずだ」

　徹心？　それが母の式神の──そして自分の真の父の名なのか？

「心配しなくてもよい。清夏殿の事もたっぷり愛めでてやる。楽しみにしていろ」

　ぐいと腕を引かれ、清夏はつんのめった。清夏の意志などおかまいなしに、真行は廊下の奥へと足を進める。

　さらさらと水の流れる音がする。

　二人が辿たどってきた渡わたり廊ろう下かは、荒あら々あらしい岩場に囲まれた水場へと抜ぬけていた。細い滝たきが一筋、遥か頭上から落ちてくる。

　水中へと降りてゆく短い階段の半ばで乱暴に突つき飛ばされ、清夏は浅い水の中に倒たおれ込んだ。

「服を脱ぬげ。あの忌いま々いましい獣けものの臭においを落とすのだ」

「……！　ハクは臭くさくなんかねー！」

　両手を水底に突き勢いよく顔を上げると、髪かみから滴しずくが滴したたった。濡ぬれたＴシャツが膚はだに張り付き、つんと尖とがった胸むな元もとの桃もも色いろが透すける。

　無言で清夏を見下ろすと、真行はいきなり身を屈かがめた。シャツの裾すそを摑んで上に引き上げる。

「ぎゃっ、触さわんな……！」

「ほう、これはなんともえげつない印を刻まれたものだな。不ふ浄じような輩やからに襲おそわれたとみえる」

「い、印……？」

　剝むき出しになった薄うすっぺらな胸に真行が掌てのひらを押し当てると、うっすらと光の文様が浮ういた。

　不浄の輩に森の中に引きずり込まれた時、生じたものだ。

「軀奥に男おのこの精を受けるまで、物もの狂ぐるおしい熱に苛さいなまれる呪じゆだ。解呪されるまで、さぞかしつらかったであろう」

　清夏は瞬またたいた。

　今胸にある印はかすれ消えかけている。だが森の中でハクに助けられた時、この印はひどく熱かった。あの時、清夏はハクの目の前だというのに淫みだらな痴ち態たいを晒さらし、吐と精せいした。

　あれは──呪のせいだったのか？

　清夏は記き憶おくを辿る。

　そういえば普ふ段だんは利口で聞き分けのいいハクが、清夏が厭いやがったにもかかわらずしつこく印の上を舐なめてきた。あれが解呪だったのではないだろうか。

　すうっと血の気が引いてゆくような感覚があった。清夏は茫ぼう然ぜんとして真行の顔を見返した。

　どうしよう。

　ハクは助けてくれようとしただけだったのに、清夏は式神になりたいのではないかと疑った。それだけならまだいい。

　じゅ、獣じゆう姦かんは無理だ、なんて────。

　なんでそんな馬鹿な事を言ってしまったんだ？　俺は！

　そこらじゅう転げ回って、岩に頭を打ち付けたい。

　ハクは勝手に押しかけてきた清夏を助けてくれただけなのに。

　屋や敷しきを出る際ハクが見せた、獣らしからぬ茫然とした表情を清夏は思い出す。

　きっとジャージを引き下ろしたのも、わざとではなかったのだ。その気なら清夏などいくらでも好きなようにできたのに、そうはしなかったのだから。

　──ハクは真行の許もとに行こうとする清夏を必死に引き留めようとした。

　美酒を巡めぐる争い故ゆえだろうと深く考えなかったが、真行の本質を知っていたから──こうなるのがわかっていたからだったのかもしれない。

　それなのに清夏はハクを疑い、真行のような男を信じたのだ。

「これに着き替がえて禊みそぎをしろ」

　項うな垂だれてしまっていた清夏の前に、白装しよう束ぞくが突き出される。だが清夏は受け取ろうとはせず、振り払はらった。

「厭だ」

　水面に落ちた布が、ゆらゆらと揺ゆれる。

「なんだと？」

「おまえなんかと誰がヤるか。俺は帰る、ハクのところへ」

「ほう、どうやってだ？　俐星殿の屋敷までは遠い。一人で社やしろから出たら途と中ちゆうでまた妖あやかしに襲われるぞ」

　池の底に敷しき詰つめられた石は丸みがなく、足裏に刺ささるようだった。へっぴり腰ごしで立ち上がった清夏は挑いどむように真行を睨にらみつける。

「どうやってもだ！」

「弱い犬程ほどよく吠ほえるというのは本当だな。きゃんきゃん鳴かれると余計きつく躾しつけてやりたくなる」

「犬だと!?」

「そう。それもちっぽけな子犬だ、清夏殿は。ハクの許へ帰るだと？　それでどうするつもりだ。あのケダモノと契るのか？　それとも現うつし世よに戻もどるのはやめ、永遠にここで暮らす？　そんな事をしたら俐星殿がさぞかし困るであろうな。屋敷に戻れなくて」

「ぐ……っ」

　思考が停止する。

　そうだった。真行を拒きよ絶ぜつしても清夏は誰かと契らねばならない。

「ガタガタうるせーんだよ！　そんなのハクのところへ戻ってから考える！　とにかくおまえとヤるのだけはナシだ！」

「ならば力ちから尽ずくで俺に縛しばり付けるまでだ」

　真行の首に掛かけられていた結ゆい袈げ裟さが水面に落とされる。襟えり元もとを緩ゆるめながら近づいてくる男から清夏は逃にげようとしたが、水底の岩は滑すべりやすく足場も悪い。情けなくも転てん倒とうし、あっという間に距きよ離りを詰められてしまう。

「触んな……っ！」

　手てつ甲こうを塡はめた腕うでが水の中に差し入れられ、下か肢しを剝いた。清夏は必死にもがき抵てい抗こうしようとしたが、大おお柄がらな真行にのしかかられてしまえば顔を水面に出すので精せい一いつ杯ぱいだ。

　大きな掌で摑つかまれた清夏の足首は今にも折れそうな程細く見える。ぐっと膝ひざ裏うらを持ち上げられると姿勢を保てなくなってしまい、清夏の顔が水中に沈しずんだ。

　揺らめく水面の向こうで、真行が苦しむ清夏を面おも白しろそうに見下ろしている。いかにも妖らしい非道な姿が、ごぼりと吐はき出された泡あわに搔かき消された。

　失神しそうだと思った瞬しゆん間かん、冷たい水の中に沈んでいた軀が引き上げられる。咳せき込みながらも必死に酸素を取り込もうと喘あえぐ清夏に、真行は恍こう惚こつと目を細めた。

　濡れて肌はだ色いろを透かすシャツの表を、熱い掌でなぞる。

「──くく、なかなかに愛らしい……」

「触、んな……っ」

「逆らわなければもうこのような事はせぬ。来い。たっぷりと愛でてやろう」

　うなじに唇くちびるを押し当てられ、清夏は無理だと悟さとった。

　絶対に受け入れられない。この男に抱だかれるなんて事は。

「────厭だ！　ハク！」

　腕を振ふり回し、腹に肘ひじを叩たたき込んでやるが、真行に応こたえた様子はない。それどころか背後から腰こしを引き寄せられ、清夏は慌あわてた。既すでに腰から下は裸はだかになっている。うっかりすると突っ込まれかねない。

「ぎゃー！」

　その時だった。

　どこか遠くで硝子ガラスが砕くだけるような、澄すんだ音が響ひびいた。

　一いつ瞬しゆんで空気の色が変わる。

　物理的に何かが変わって見えた訳ではない。ただそう感じたのだ。

「しつこい男だ」

　真行が清夏を放し立ち上がる。

　ぐるる、と聞き覚えのある低い威い嚇かく音が響いた。

　弾はじかれたように顔を上げた清夏の視線の先に、ハクがいた。細い滝が落ちてくる大岩の上で身構え、真行を睨みつけている。

「ハク────！」

　大きく目を見開き、清夏はハクを見つめた。

　気高い獣はいつも以上に大きく、美しく見えた。

　純白の毛並みが夕刻の光を浴び、真しん珠じゆのように柔やわらかな七色の光を帯びる。猫ねこ科の獣特有のしなやかな動きから目を離せない。

「社に張ってあった結界を破は壊かいしたな。本気で俺とやりあう気か？　そのような姿に封ふうじられては力も十分に振るえなかろうに」

　嘲あざけるような言葉にハクは猛たけ々だけしい咆ほう哮こうで応えた。

　大気が震ふるえ、水面にさざなみが立つ。数日前は風としか感じられなかったものが、今の清夏には気の塊かたまりに見えた。目に見えない力が周囲に漲みなぎり、膚はだをぴりぴりとそそけだたせる。

　真行の背に黒い翼つばさが発現する。

　ハクがしなやかな身のこなしで跳ちよう躍やくするのと同時に真行も羽ばたいた。

　二つの軀からだがぶつかりあう。

　その瞬間何かが爆散した。

　清夏はとっさに腕で顔を庇かばったが霊れい圧あつに耐たえきれず、池の中を転がってしまう。

　──これが妖同士の戦い……？　>>>♥

　顔を上げると水の中に脱ぬがされたジャージが漂ただよっていたので、慌てて摑まえて足を通しながら清夏は戦いの様子を窺うかがった。

　双そう方ほうがぶつかり合う度たびに、空気が揺れる。

　時々気を飛ばしているようだが、お互たがいにその程度ではダメージを負わないようだ。

　自在に宙を舞まう烏からす天てん狗ぐに、ハクが俊しゆん敏びんに岩を蹴けり攻こう撃げきを仕し掛かけてゆく。

　まるで体重などないかのように軽い身のこなし。だがその一いち撃げきは重い。ハクの攻撃を受ける度に真行の顔が歪ゆがんでいる事からもハクの強さが窺い知れる。

　多分ハクが烏天狗を捕とらえれば勝負は決まる。だが真行もうまく攻撃を受け流し、そうはさせない。おまけに主の加勢をするつもりなのだろう、どこからともなく現れた眷けん属ぞくがハクに飛びつき軀の自由を奪うばおうとし始めた。

「ずるいぞ、真行！　正々堂々一対一で勝負しろよ！」

　清夏の非難を意に介かいする様子もない。真行は長い錫しやく杖じようまで出してきて、強したたかにハクを殴なぐりつける。黒い靄もやをいくつも軀に張り付けたハクは攻撃を避さけきれず、岩に叩きつけられた。

「ハクっ！」

　新たな眷属が更さらに現れる。廊ろう下かの奥からも幾いくつか靄がやってこようとしているのに気が付いた清夏は、水底の石を拾った。

「来んな、おまえらっ！」

　拳こぶし大の石を投げつける。

　そう大きな期待はしていなかった。清夏はチビの落ちこぼれ、きっと今度も何の役にも立てない。そう、思っていたのに。

　石が何の抵抗もなく通り過ぎるのと同時に頭の中にぞっとするような叫さけび声が響いた。いくつも迫せまり来つつあった靄が搔き消える。

「────えっ？」

「貴様、何という事をっ！」

　ざわりと鳥とり肌はだが立った。

　反射的に振り返ると、真行がすぐ背後に降り立ったところだった。

　怒いかりに我を忘れているのだろう、錫杖を振り下ろそうとする。

　──あんなもので殴られたら頭が割れる。

　避けなければ、と思うのに軀が動かない。

　もう駄だ目めだと思った瞬間、錫杖は何か硬かたいものにぶつかりでもしたかのように跳はね返された。

　真行も予期していなかったのだろう、錫杖を取り落とし、痺しびれてしまった右手を左手で押さえる。その背にいつの間にか肉にく薄はくしていたハクがのしかかった。

　膚に食い込んだ牙きばが真行の肩かたを砕く厭いやな音が聞こえた。

　噴ふき出した血が、ハクの白い毛皮を汚よごす。

　真行は何の抵抗も示さず、そのまま水の中に俯うつぶせに倒たおれ伏ふした。

　ハクの軀から一いつ斉せいに剝はがれた靄が、大おお慌あわてで真行に群がってゆく。

　ハクはもう真行など一いち瞥べつもせず清夏に歩み寄った。

　腰を落とし、清夏のシャツをくわえて引っ張る。

「もしかして背中に乗れって言ってんのか？　そんな事して大だい丈じよう夫ぶか？　さっきあんなに酷ひどく殴られたのに……」

　心配する清夏に、ハクが苛いら立だたしげに唸うなる。おまけにシャツが破れそうな勢いでぐいぐい引っ張られ、清夏はおそるおそるハクの背に跨またがった。

　両手で長い毛を握にぎりしめると、ハクが渡わたり廊下の屋根へと跳躍する。そうしてハクは一気に走りだした。

　──尋じん常じようでない速さだった。

　景色があっという間に背後へと流れてゆき、風が耳元でごうごう唸る。力いっぱいハクの毛を握っていても、風に引き剝がされてしまいそうで怖こわい。

　真行に運ばれてきた時とほとんど同じくらいの時間で俐星の屋や敷しきが見えてきた。ハクが速度を落としたのと同時に、帰宅に気付いたのだろう、屋敷の中から向こうが透すけて見えるくらい朧おぼろな人々がわらわらと出てくる。

　玄げん関かんの前で足を止めたハクの背から下りると、ジェットコースターから下りた時のようにくらくらした。清夏はなんとか数歩進むと、一番近くの木に縋すがり、眩暈めまいが去るのを待とうとした。

　──背後で何かがどうと倒れる音が聞こえた。

「────え？」

　眷属たちの悲鳴が頭の中に響く。振り返るとハクが血を吐き、地面に倒れ伏していた。

「──ハ、ハク!?　ハク!?」

　清夏の顔から血の気が引いた。

　何をやってんだ、俺は！

　やはりハクの背に乗って運んでもらったりしてはいけなかったのだ。ハクが怪け我がをしているのは明白だったのに──！

　いくら後こう悔かいしても時を巻き戻もどす事などできない。

　眷属たちが戸板を運んできてハクを乗せる。朧ではあったが、彼らはしっかりとハクを持ち上げ、屋敷の中へと運んでいった。寝ね間まの布ふ団とんに寝かせ、薬湯らしき飲み物を飲ませる。

「なあ、何を飲ませたんだ？　ハクは大丈夫なのか？　俺に何かできる事はあるか？　ここに医者はいるのか？」

　急せかされるようにまくし立てつつも、清夏にはわかっていた。医者なんかいる訳がない。鏡の裏の世界は妖あやかしの世。妖は病気になったりしない。

　傷つけられれば弱るが、医者に見せれば治せるような性質のものではない。充じゆう分ぶん力があればやがて快かい癒ゆするが、酷く傷つけられれば消えゆくのみだ。

　──全部俺のせいだ。俺がハクの言う事を聞かずに真行のところへ行ったりしたから、だからこんな事になったのだ。しなくてもいい戦いをハクはする事になり──しなくてもいい怪我を負った。

　泣きそうになっていると、老ろう爺やのような小さな人ひと影かげが清夏の傍そばに膝ひざを突き、何か言った。頭の中に声らしきものが反はん響きようするが、何を言っているのかまではわからない。

「じいちゃん、俺には何を言ってるのかわからない」

　清夏が眉まゆ尻じりを下げ首を振ふると、老爺はにっこりと微笑ほほえんだ。元気づけるように背を撫なでる。

　大丈夫だって言いたいのかな？

　清夏がおずおずと強こわ張ばった笑えみを返そうとした時、またハクが咳せき込み血を吐はき出した。床とこを囲む眷属たちの動きが慌あわただしくなるが、老爺は相変わらずにこにこと笑っている。

　──全然大丈夫じゃないじゃないか！

　ハクが前足を突つっ張ぱって頭を浮うかせる。

「え……？」

　清夏のシャツをくわえて、引っ張る。老爺に背を押され前に出ると、清夏はハクの頭を膝の上に抱だいた。

　ハクが呼吸を引き攣つらせる度に、ジャージに血が吐き出される。

　どうしよう。こんなに血を吐いて、ハクは大丈夫なんだろうか。

　もしハクが死んだりしたら。

　清夏は震えた。

　いつの間にか清夏の中で、あんなに慕したっていた俐星よりもハクの存在の方が大きくなっていた。

　母や冬芽はそれなりに自分を愛してくれていたし、俐星も優やさしかった。だがハクは己おのれの身を危険に晒さらしてまで清夏を守ろうとしてくれた。ハクほど清夏を大切にしてくれた存在はない。

　ハク。死ぬな。

　あたたかな毛並みに額を押しつけ清夏は祈いのる。

　清夏の小さな腕うでの中、ハクの巨きよ軀くが震ふるえ出す。苦しげな咆ほう哮こうが響ひびき、どろりとした血が布団を紅くれないに染めてゆく。
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　姦かしましい鳥の声が聞こえる。

　秘ひそやかな人の気配。獣が喉のどを鳴らす地鳴りのような音──。

「────ハク!?」

　覚かく醒せいするなり、俯せに寝ていた清夏は勢いよく顔を上げた。

　ハクを膝の上に抱いていた筈はずなのに、気が付けば清夏は図ずう々ずうしくも布団の中で一いつ緒しよに寝ていた。

　ハクは頭をもたげ、眷けん属ぞくが差し出す薬湯を舐なめている。

「大丈夫なのか、ハク」

　茶ちや碗わんを支えていた老爺がにっこりと微笑んだ。

『ご安心召めされよ』

「……じいちゃんの声が聞こえた……！」

『力が満ちてきたのでございましょう。さて、朝あさ餉げの支し度たくを調ととのえてきましょうか』

　よくよく見てみればその軀からだはもう透けていない。確かな存在感をそなえている。

　老爺が空になった茶碗を盆ぼんに載のせて出てゆくと、二人だけしかいない寝間に穏おだやかな静せい寂じやくが満ちた。

　くあ、とハクが大きな口を開けてあくびをし、前足の上に顎あごを乗せる。まだ本調子ではないのだろう、眠ねむそうだ。

　眠ってしまう前にと清夏は、布団から抜ぬけ出てハクの前へと回り、両手を突いて深々と頭を下げた。

「悪かった、ハク」

　尻尾しつぽの先がぴくんと跳ね上がった。

「おまえはあいつが厭な奴やつだと知ってたから俺の事を止めようとしてくれたんだよな？　言う事をきかなくて、すまなかった。それなのに助けに来てくれてありがとう」

　ぽてっと、あたたかなものが頭の上に載せられる。ハクの前足だ。

「ハク……許してくれるのか？」

　這はいつくばったまま顔だけを上げ確かく認にんすると、ハクが柔やわらかく喉を鳴らす。

　ほっとした清夏の顔がくしゃくしゃになった。

「サンキュ、ハク……」

　礼代わりに頭を撫でると、ハクは気持ちよさそうに目を細める。

　清夏はどこにあるかすらもよくわからない傷に触さわらないよう、そっと豊かな毛を梳すいた。

「なあ、ハク。真行が酒を盗ぬすみ吞のもうとしてハクの機き嫌げんを損そこねたと言っていたが、本当なのか？」

　布団の上に長々と寝そべりリラックスしていたハクが、いきなりふんすと荒あらっぽい鼻息を吐いた。

「噓うそなんだな？　やっぱり！　て事は初めて会った時に聞いた、えっちして式神を得なければ帰れないってのも……」

　一いち縷るの望みを抱いたものの、ハクに憐あわれみに満ちた目を向けられた上、前足でぽんぽんと頭を撫でられ、清夏は唇くちびるをへの字にひん曲げた。

「……はは、そうだよな。あの時はハクもいたし、噓なんかつける訳ねーよな。書き付けにも色々書いてあったし。……それじゃあ、俺の真まことの父は母さんの式神で、妖だって話はどうなんだろう……」

　また鼻息で否定してくれるかと思ったのだが、ハクは耳を数度動かしただけだった。

　予想できた反応だった。

　荒こう唐とう無む稽けいな話ではあったが、清夏には思い当たる事が幾いくつもあった。父と母はちっとも夫ふう婦ふらしくない。祖父と祖母も、親族の夫婦という夫婦が同じような感じだった。冬芽も全く恋れん愛あい感情などないようなのに橙弥と婚こん約やくをしている。

「契ちぎるっていうのは、ただセックスをするだけではなく、伴はん侶りよになるって事でもあったんだな。そりゃそうか。えっちなんてそうそう簡単にできる事じゃない。でも男の場合はどうなんだ？　単に式神として使し役えきするだけか……？」

　清夏が首をひねっていると、ハクが小さく唸うなった。障子の向こうを影かげが横切り、老爺が顔を覗のぞかせる。

『お呼びでございますか』

　ハクが太い声で鳴くと、老爺はまるで言葉が聞こえたかのように頷うなずいた。

『東家の男衆の事をお話しすればよろしいのですね？』

「じいちゃん、ハクが何を言っているのかわかるのか!?」

　老爺は上品に笑む。

『もちろんですとも、私はこの方の眷属でございますから。──東家の男衆と、式との関係でございますが、女衆と同じように仲なか睦むつまじゅうございますよ。皆みな、現うつし世よについていってしまいますから滅めつ多たにお会いする事はありませんが、たまに東家の方がいらっしゃると必ず付き添そっていらして、その仲の良い事ときたら、目の毒となる程ほど』

「マジで!?　由羅とか橙弥とか、うちのじいちゃんとかもそうなのか!?」

『はい』

「なんでだ……？　うちはゲイの家系なのか……？」

　清夏の目が遠くなる。

『清夏様、ここは妖あやかしにとって居い心地ごこちのいい霊れい気きで満ちております。このような地はもう外にはございません。だから力ある多くのものが棲すみついているのです。ですがこの世界は東の一族とその式とで朝夕莫ばく大だいな力を注ぎ込まねば維い持じできません』

「朝夕──？」

　何かが頭の中に引っかかる。

「本ほん殿でんでしていたお勤めか！」

『はい。式や一族の者の数が減ればそれだけこの世界を支えるのが難しくなります。ですから東の一族は男衆も式を慎しん重ちように選び、つがいのように大切にされるのです』

　清夏が面めん倒どう臭くさいと思っていたお勤めが、この世界を──ハクたちを支えていたらしい。

　清夏は愕がく然ぜんとした。清夏の力などなきに等しいが、お勤めをサボったら力が足りなくなり、この世界が崩ほう壊かいする可能性もあったのだ。そうしたら外に出られない妖たち──ハクや俐星、この老ろう爺やも運命を共にする事になる。

「適当な奴を見み繕つくろってその場しのぎをしては駄だ目めなんだな？」

　老爺は重々しく頷いた。

　清夏が表情を引き締しめる。

「もう一つ。ハクは獣だから式神にはなれないってのは、本当なのか？」

　迷うような間が空いた。

　老爺がどう返事をすべきか窺うかがうようにハクを見る。ハクが、ゆっくりと首を振ふった。

　──ハクを式神にする事は、可能なのだ。

「そう、か。なれんのか……」

　清夏はこくりと唾つばを吞み込んだ。

　それならばと思う一方で、迷いが清夏の心を搔かき乱す。

　そんな事をしていいのだろうか。

　ハクは獣の姿しかとれない。

　獣とつがうなんて、何を考えているのかと一族に呆あきれられるかもしれない。

　でも。

「俺は、さ。今まで女の子とのエッチしか想像してなかったから男にヤられるって事ばかりが気になっちまって、どうやってこの場をしのぐかしか考えられなくなってた。でも、ちゃんと先の事まで考えなきゃいけなかったんだな」

　俺が傍そばにいて欲しいと思うのは誰だれだ？

　一番頼たよりにしているのは、誰？

　清夏は顔を上げ、ハクをまっすぐに見つめた。

「俺は──一生共に役目を果たしてゆくパートナーとして真ま面じ目めに考えるなら──、ハクがいい」

　この優やさしい獣けものと、いつまでもずっと一いつ緒しよにいたい。

　ハクは、微び動どうだにしなかった。

　ただ獣らしからぬ賢そうな眼まな差ざしをひたと清夏の上に据すえている。

「色々無む茶ちやだってのはわかってる。でも真行にヤられそうになった時思ったんだ。ハクのところに帰りたいってな。おかしいかもしれないが、俺にはハクがただの獣とは思えない。俺にとってハクは誰よりも信しん頼らいできる奴だし、俺の全部、ハクになら安心して委ゆだねられる、と思うんだ」

　真行に襲おそわれると思った瞬しゆん間かん、清夏の頭に浮うかんだのは他ほかの誰でもない、ハクだった。

　理り不ふ尽じんな言葉を投げつけ、庇ひ護ごの手を振り払はらって逃にげてきた清夏を敵地のまっただ中まで助けにくる義理などハクにはない。──そう思いつつも、清夏は心のどこかで信じていた。

　ハクは必ずまた助けてくれると。

『清夏様は俐星様を式に望んでおられるのかと思っていたのですが』

　老爺が首を傾かしげる。

　清夏は眉まゆ尻じりを下げ、情けない笑えみを浮かべた。

「俐星の事はもちろん好きだ。あんなに綺き麗れいで優しい人は他にいない。多分この先会う事があったら、ときめいてしまうと思う。でも俐星は俺にとって雲の上にいる神様みたいな人だから」

　俐星とは多分会う事すら叶かなわぬまま現し世に帰る事になるだろう。

　幻まぼろしのように綺麗な人。最初から最後まで夢の中の存在だった。

　淋さびしいが、それが運命だったのだと割り切れるのは、多分ハクがいるからだ。

「正直、おまえとするのは、めっちゃ怖こわいが、頑がん張ばる。だから」

　清夏はハクを抱だきしめた。

「俺の式神になってくれ、ハク────」

　ハクの軀からだがぶるりと震ふるえる。

　強い風が腕うでの中から湧わき起こり、清夏はへたりと尻しり餅もちをついた。

「ハク!?」

　目の前でハクが変へん貌ぼうしてゆく。

　両手で抱かかえきれない程大きかった軀の厚みが減り、柔やわらかな毛並みがざわざわと逆立った。さらりと流れ落ちた長い髪かみが足あし下もとで渦うずを描えがくにつれ、白い膚はだが現れる。まるで全身の毛が頭に流れていっているようだ。

　五つ数える間もなくホワイトタイガーはどこもかしこも白い男性の姿へと変へん化げしていた。顔を覆おおい隠かくしていた髪を搔き上げると、清夏がずっと会いたいと思っていた美び貌ぼうが現れる。

「り……俐星!?」

「……ほう、ようやく呪じゆが解けたか」

　白い指で己おのれの頰に触ふれ、俐星は得心したように頷いた。

『おめでとうござりまする』

　老爺が深々と頭を下げる。

　清夏は呆あつ気けにとられ俐星を見つめていた。嬉うれしい筈はずなのに胃が捻ねじられるような痛みを覚える。

「……え？　どういう事だ？　ハク！　ハクはどうしたんだ……!?」

「動ずるな。あれも私だ。白びやつ虎こが私の本ほん性しよう故ゆえ」

　いつも頭から被かぶっている被衣かずきを俐星が肩かたまで滑すべらせる。美しい白い髪が流れる頭の上には薄うす墨ずみ色いろの縞しまが入った耳が生えていた。

　ハクであった証あかしだ。

　清夏は蒼あお褪ざめた顔で少し後ろへ下がる。

「まさか、ハクは俐星だったのか……？」

「うむ」

　俐星の顔には無む惨ざんな痣あざが浮いている。唇くちびるの端はしには切れた跡あともある。真行と戦った疵きず痕あとだ。

「じゃあ、あの、不ふ浄じようの輩やからから助けてくれたのも、俐星だったのか？」

　にっこりと微笑ほほえまれ、清夏は眩暈めまいを覚えた。

　──という事は俐星は見ていたのだ。呪のせいとはいえ、劣れつ情じように支配された清夏が露ろ出しゆつ狂きようのように自らを慰なぐさめ、達し、身を震わせる姿を──。

　おまけに獣に過ぎないと思っていた清夏は眠ねむれないからと無む理り矢や理りハクを床とこに引きずり込んで抱だき枕まくらにした。うだうだと家族についての泣き言を並べ立て、本人の前で俐星は綺麗だの、好きだの──。

「わ────！」

　清夏は両手で頭を抱え、床に倒たおれ伏ふす。

　俐星はいまだかつて聞いた事もない程晴れやかな笑い声を上げると、幼な子の姿をした清夏によくしたように、小さく丸まってしまった背中をぽんぽんと叩たたいた。

「なかなか新しん鮮せんであったぞ。──もどかしい事の方が多かったがな」

「笑うな。折せつ角かく真しん剣けんにキメたのに！」

　余よ裕ゆうたっぷりの声こわ音ねに泣きたくなる。獣であるハクを選んでいいものかと随ずい分ぶん思い悩なやんだのに、ハクは俐星だったのだ。

　とはいえ、これでめでたしめでたしという訳にはいかない。もしハクが俐星であるならば、別の問題が浮ふ上じようしてくる。

「どうして虎とらの姿をしてたんだ？　わざと……じゃないよな？」

「おぬしにかけられた呪のためだ。覚えがないか？」

「呪？」

　清夏は考え込む。

　白い虎の姿になる呪じゆ詛そが掛かけられたとしたら、随ずい分ぶん前の筈だ。三つ子の狐きつねは邪じや魔まされてハクを恨うらみに思っただろうが、タイミングが合わない。その前に会ったのは、蛇へびだけだ。

　清夏はぽんと膝ひざを打った。

「そういや蛇っ子が言ってたような気がするな。望みのものが見つからない呪のろいをかけてやると」

「ほう。おぬしは最初から私を望んでいたのか」

「……あ」

　そういう事に、なるのか。

　清夏は片手で熱くなった頰を押さえる。

「っ、いやだって他にこっちに知り合いいねーし、俐星、いつも優しくしてくれたから、その……」

　俐星が柔らかな笑みを浮かべる。

「先刻の願いへの返事だが──よいぞ」

「え」

「おぬしの式になってやろうと言っておるのだ」

　あっさりと告げられ、清夏はぽかんと口を開けた。

「……なんでだ？」

「何を驚おどろいておる。私に式になって欲しかったのであろう？」

「だが俺は東の一族だぞ？　ハクならともかく、俐星はウチの血筋のものが嫌きらいなんだろ？」

　──そうだ。嫌いな筈だ。真行もそう言っていた。

　俐星は感かん慨がい深げに目を伏せた。

「そうだな。私はもうおまえたちとは関かかわり合いたくないと、ずっとそう思って生きてきた」

　予期していた通りの返答だった。

　それなのに、ガツンと殴なぐられたかのように頭の芯しんが揺ゆらいだ。

　茫ぼう然ぜんとする清夏の頰を、掌てのひらで愛いとおしげに撫なでながら俐星は遠くを見る。

「おぬしの先祖に、朝とも康やすという男がいたのを知っているか？　人でありながらも妖あやかしを恐おそれぬ、気持ちの良い男だった。私は彼かの者が気に入り、親しく交わっていたのだが──」

　その頃ころ、都で権勢を誇ほこっていた術師たちは、所有する式神の優ゆう劣れつを競きそい合っていた。

　強い式神を得れば、それだけ優すぐれた術師の証となる。あちこちで妖が狩かられ、都へと連れ去られた。一体どうやって知ったのか、俐星の棲まう山にも彼らはやってきて、名高い白虎を力ちから尽ずくで調ちよう伏ぶくせんとした。

　身の程ほど知らずな行いに、俐星は怒おこった。

　だが術師たちの前に躍おどり出て蹴け散ちらそうとする俐星を、朝康が止めた。

　──駄だ目めだ、俐星。奴やつらは悪わる賢がしこい。そなたが強いのは知っているが、真っ向からぶつかっては勝てぬ。逃にげた方がよい。

　だが俐星には敵に背を向けるような真似まねは容いれられなかった。荒あらぶり、聞く耳を持とうとしない俐星に、朝康が哀かなしげに微笑む。

　──どうしてもと言うのなら、俺も共に行こう。だがその前に、取ってこねばならぬものがある。しばらくここで待っていて欲しい。

　友を信じて待っていた俐星は、気が付くと銅鏡の中にいた。

　結界で完全に封ふうじられる間ま際ぎわ、朝康の声が聞こえた。

　──すまぬ、俐星。俺はそなたがあの者たちの傀儡くぐつにされる様を見たくないのだ。

「じゃあこの鏡の裏側の世界は、朝康が俐星の為ために作ったのか」

　清夏の問いに俐星は頷うなずく。

　助けようとしての事だとわかっていても、騙だまされた事に俐星は怒り、この世界から抜ぬけ出そうとした。どうしようもなく厭いやな感じがしたからだ。結界の外で朝康が酷ひどい目に遭あっているに違ちがいない──そんな予感がちくちくと胸を刺さす。

　全力で暴れれば結界を壊こわす事ができただろう。だが鏡の裏側の世界は、朝康の霊れい力りよくでできていた。壊せばその力が朝康をも損そこなう。

　憤いきどおったもののどうにもできぬまま月日は過ぎてゆく。次に朝康の血を引く者がやってきた時には、人の寿じゆ命みようを三人分重ねただけの時が過ぎていた。

「それで……俐星は東の一族に近付こうとしなくなったのか」

　清夏は切なく俐星を見つめる。

「人は弱いのにおせっかいで、共にいると腹が立つ事が多いのだ」

　悪態をつきつつも、俐星は淋さびしそうだった。

「それ、嫌いって言わないよな」

「そうか？」

「俐星は朝康が好きだったんだ」

「さてな」

　ぱた、と。

　視界の隅すみで尻尾しつぽの先が床を叩く。

　どうやら俐星は真に東の一族を嫌きらっていた訳ではないらしい。式神になろうという申し出は本当なのだ。でも、と清夏は躊ちゆう躇ちよする。自分にその資格があるのだろうか。

「けど、俐星は俺のせいで何日も虎から元の姿に戻もどれなかったんだろ？　おまけに勝手に真行のとこに行くって決めた俺を助ける為にこんな怪け我がまでして……その……」

　そうだ。

　全すべての発ほつ端たんは清夏だ。

　清夏さえ来なければ俐星は振ふり回される事なく、穏おだやかに暮らしていられたのだ。

　だが俐星は目を細め微笑んだ。

「項うな垂だれるでない。おぬしは謝るような事などひとつもしてないであろう？　おぬしはただ、もがいていただけ。何も知らぬまま、卵から生まれたばかりの雛ひなのように」

　清夏は床ゆか板いたの表面を見つめた。

　俐星が、眩まぶしくて正視できない。

　あたたかい言葉に余計自分の腑ふ甲が斐い無さが胸に迫せまる。何も知らなかったとはいえ、清夏がハクの行動を軽視しなければ、こんな事にはならなかったのだ。

　唇くちびるを嚙かむ清夏の頰ほおに俐星が掌を添そえる。

「俐星？」

「それに私は、おぬしを私のものにしたいのだ」

「え？」

　あれ？　と思った時には俐星の顔が目前に迫っていた。反射的に目を閉じると、唇に柔やわらかなものが触ふれる。　>>>♥

「──ええ？」

　触れるだけの接せつ吻ぷん。

　ひどく艶つやめいた笑えみを浮うかべた俐星が、驚きのあまり締しまりなく開いたままとなっている唇を指先でなぞる。

「おぬしは────愛うい。もう少し体力が恢かい復ふくしたらゆっくりと愛めでてやる故ゆえ待っておれ」

　えええええ？

「いや……俺、可愛かわいくなんかねえ筈はずなんだけど……」

　ぼそぼそと反論しつつ目を泳がせる清夏の肩かたを老ろう爺やが叩たたく。

『清夏様。あちらに朝あさ餉げの用意が調ととのいましたよ。申し訳ありませぬが、俐星様には休息が必要でございますので』

「あ、ああ……」

　床とこに横になる俐星を手伝ってから清夏は老爺に連れられ寝ね間まを出た。背後で障子がしまった途と端たん、かあっと頰に熱が上がる。

　──何だ、今のは。

　愛い？　愛でる？　なんで俐星の口からそういう言葉が出てくるんだ？

　おまけに俐星にほのめかされたせいで、今後の展開が生々しく胸に迫ってきた。式神になってもらうには、セックスしなければならないのだ。

　──この俺があの綺き麗れいな人に抱だかれるのか？　本当に？

　頭に血が上り過ぎて、くらくらする。

『清夏様』

　廊ろう下かの先で老爺が不思議そうな顔をして振り返っている。清夏は引き攣つった愛あい想そ笑いを浮かべると、足早に老爺を追った。
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　ゆうるりと月が空へと上ってゆく。

　清夏は硬かたくなって、縁えん側がわに正座していた。

　空が茜あかね色いろに染まった頃、清夏は老爺に呼ばれ湯ゆ殿どのへと連れて行かれた。──俐星との初夜の準備をする為である。

　こんな手順を知っているのも年の功の内なのだろうかと思いつつ、脱だつ衣い室に控ひかえている老爺の指示通り軀からだの中も外も綺麗になって出てきた清夏は早くも涙なみだ目めになっていた。死んだような目で項垂れている清夏に、老爺が手早く白装しよう束ぞくを着せかけてゆく。

　妖あやかしだからか、俐星は驚おどろくべき早さで恢復してのけた。

　昼には痣あざが薄うすれ始め、晩には薬湯だけではなく粥かゆが食べられるようになり、翌日の昼には床を上げた。大量の血を吐はいたという事は内臓を損傷したのであろうからそんな簡単に治る筈がない──と清夏は思っていたのだが、俐星は普ふ通つうに昼ひる餉げを平らげ、長なが煙管ぎせるまで嗜たしなんだ。

　おまけに今夜が楽しみだと意味ありげに微笑ほほえまれ、清夏は震しん撼かんした。

　────え、もうスか。

　まだ数日は余よ裕ゆうがあると思っていたのに、崖がけっぷちに追いつめられた気分である。

「真行も今いま頃ごろケロリとしてんのかな…。あ──、逃にげたい……」

　縁側で俐星が来るのを待ちながら、清夏は小さな声で呟つぶやく。いくら好きでも、怖こわいものは怖い。

「つか、楽しみってなんだよ」

　清夏は決して美形ではないチビだ。抱いたってきっと楽しくない。

　鏡の裏の世界には女性がいないとはいえ妖は美形揃ぞろいだ。もしちんまい子が好みなら、最初に会った蛇へびっ子でも捕つかまえてきた方がいい。

「それに『私のものにしたい』ってどういう意味だ？」

　もしドラマでそんな台詞せりふを聞いたなら好きだからだろうと即そく座ざに判ずるところなのだが、ここでその台詞を口にしたのは俐星で相手は清夏だ。

「俐星が俺が好き……なんて事がある訳ないよな……」

　なんて身の程ほど知らずな事を考えるのかと、清夏は自分で自分を殴なぐりたくなる。

　──俐星は清夏の式神になって欲しいという願いを聞き届けるために抱いてくれようとしているだけだ、きっと。俐星は──優やさしいから。

　清夏はしくしく痛む胸を片手で押さえる。

　相手は大好きな俐星でありハクであるのに、怖くてたまらなかった。

　スマートに振る舞まえる自信なんて全然ない。うまくできなかったらどうしよう。不ふ浄じようの輩やからに襲おそわれた時のような醜しゆう態たいを晒さらしたら、今度こそ羞しゆう恥ちで死ねる。

「どうした、清夏。そのような憂ゆう鬱うつそうな顔をして」

　行あん灯どんを一つ灯ともしただけの部屋に俐星の声が響ひびいた。勢いよく振り返り、清夏は吊つり気味の目を瞠みはる。

　風ふ呂ろに入ってきたのだろう、俐星はいつもよりずっと血色が良かった。暑いのか着物の胸むな元もとをくつろげている。真行に付けられた痣は、既すでにどこにも残っていない。匂におい立つような色気にあてられてしまい、清夏は慌あわてて目を逸そらす。

「き、緊きん張ちようしてんだよ。仕方ねえだろ。初めてなんだから」

　しゃちほこばって正座していた足を崩くずすと、清夏はあぐらを搔かき俐星に背を向けた。頰ほお杖づえをつき、池に映る欠けた月を睨にらみつける。

「そうだったな」

　清夏の後ろまできた俐星は膝ひざを突つくと、貧弱な肩に手を置いた。たったそれだけで心臓が跳はねる。いつの間にかガチガチに凝こっていた肩を俐星がゆったりと揉もむ。火ほ照てった掌てのひらの熱が心地ここちよくて、徐じよ々じよに気持ちが解ほぐれてゆく。

「そう硬くならずともよい。そうだな、月を眺ながめながら少し話をせぬか。酒もあるぞ」

「────酒？」

　いつの間にか部屋に入ってきていた老爺がちろりを載のせた盆ぼんを二人の傍そばに置いた。玻は璃りのぐい吞のみが二つと数種類の漬つけ物が盛り合わされた皿もある。

「ありがたいが、俺は酒は」

「そうか。では清夏には甘酒を」

　一いつ旦たん下がった老爺が甘酒を運んでくるのを、清夏は落ち着かない気分で待った。

「その……気を遣つかわせて悪い。俐星は式神になってくれる方なのに」

「構わぬ。気を楽にしているがいい」

　行灯の弱い光に浮かび上がる俐星の横顔は夢のように麗うるわしい。それなのに眺めているうちになんだか哀かなしくなってしまい、清夏は俯うつむいた。

「あの、ごめんな」

「うん？　何を謝っておる」

「いやだって、式神になる事を了りよう承しようしちまったが故ゆえに、俺みたいな綺麗でも可愛くもない男の相手しなきゃならなくなっちまったから……悪いと思って」

　俐星は驚いたように瞬またたいた。穏おだやかだった眼まな差ざしに険が混じる。

「──呆あきれた子だな。私は『愛い』と言った筈だ。楽しみだとも」

　冷ややかな声こわ音ねに心臓が凍こおった。

「あ……っ、あー、そうだったな……ご、ごめん……」

　俯いてしまった清夏の目の前に湯吞みが載った盆が差し出された。まだ熱い甘酒が甘い香かおりを放っている。

　清夏は湯吞みを受け取り、目め尻じりを拭ぬぐった。

　しゃんとしなければと思うのに、気持ちが高ぶっているせいか簡単に涙が浮うかんでくる。

　俐星がぐい吞みに酒を注ぎ、一息に飲み干した。

「逆に聞くが、おぬしはなぜ私を式に選んだのだ。ただ帰るためか？　それとも家族に自じ慢まんできるからか」

「違ちがう！」

　反射的に言ってしまってから清夏は唇くちびるを嚙かんだ。

　──何も違わなかった。

　清夏は、鬼おに子ごだ。

　家族には自分には見えないものが見え、聞こえないものが聞こえる。

　清夏は怨おん霊りようだの調ちよう伏ぶくだのという言葉を大おお真ま面じ目めに口にする家族皆みんなの頭がおかしいんじゃないかと思う事でかろうじて疎そ外がい感に耐たえてきた。

　でも本当はずっとあの輪の中に入りたかった。頭がおかしくなってもいいから、皆が見ているものが見えるようになりたかった。でもどうしてもできなくて、叱しかられるに決まっている色に髪かみを染めて、駄だ目めと言われているのに彼女を作ろうとした。今思えばそうやって、家族の気を引こうとしていたのだ。

　俐星が式神になってくれると言った時、白びやつ虎こを連れ帰ったら、皆が見直してくれるんじゃないかという考えが頭を過よぎった。

　驚く冬芽の顔、すごいわねと手放しで喜んでくれる母の姿、少し悔くやしげに、だがちゃんとこれで清夏も一人前だと認めてくれる由羅の姿が頭に浮かんだ。

　そもそもそうしなければ帰れない状じよう況きようでなければ、清夏は俐星とセックスしようなどとは絶対に考えなかったろう。

「そうじゃないとはいえないけど、でも」

　違う。

　違うんだ。

「俐星が好きだから……だから、俺は……」

　清夏は俯く。

　冬芽のように美しければ胸を張っていられたのだろうが、清夏はそうではない。

　どうやら清夏は自分で思っていた以上に、一族の誰だれより綺き麗れいではなく、術師としても出で来き損そこないである己おのれにコンプレックスを抱いだいていたらしい。

　小さくなってしまった清夏の肩かたを大きな掌が引き寄せる。

　唇に唇が触ふれる。

　柔やわらかく濡ぬれたあたたかなものが、慰い撫ぶするように清夏の唇をなぞる。その動きはとても穏やかで優しい。

　俐星の存在をひどく近くに感じてしまい、清夏は震ふるえる。

　今度は触れるだけでは済まず、唇の隙すき間まに舌が挿さし入れられた。唾だ液えきで濡れた舌で感じやすい粘ねん膜まくをぬるぬるとくすぐられる。

「んん……」

　気持ちいい。

　ただキスされているだけなのに、うっとりと蕩とろけてしまう。

　清夏の全身から力が抜ぬけると、俐星はようやく初うぶな唇を解放した。

「私もおぬしを愛いとしいと思うておる。現うつし世よでも共にありたいから、式となろうと言ったのだ」

「俺……でも、俐星に好かれるようなところなんて、どこにもねーし……」

　いつもいつも心配させて、手を煩わずらわせてばかり。それなのに好きだなんて、おかしい。

　くく、と俐星がおかしそうに笑う。

「馬ば鹿かな子程可愛かわいいと言うであろう？　最初は私もただ、面めん倒どうをみてやるつもりだった。おぬしが良き式を得るまでな。もうおとなになったのだと頭ではわかっていたのだが、おぬしはその、ちんまりとしていてどうにも危なっかしく見えた故」

　チビだからかと、清夏は唇をへの字にひん曲げた。

「まあ、俺はハクの世話になりっぱなしだったし……否定はできねーケド」

　俐星は夢見るような瞳ひとみで月を見上げた。

「おとなになったのにおぬしは実に愛らしくて──」

「いや愛らしくはないと思うぞ！」

　清夏が思わず入れた茶々に、俐星は眉まゆを上げる。

「はて、泣きそうになって屋や敷しき中私を探し回っていた時の顔も、私を抱き枕まくらに安心しきって眠ねむっている時の顔も、私を私と気付かぬまま恋れん情じようを明かしてくれた時の顔も、実に愛らしかったぞ？　おぬしがあまりにも愛らしい故、私はおぬしから目を離はなせなくなってしまったのだ。四神の一柱である私に飼かい猫ねこのように後をついて歩かせ喉のどを鳴らさせるとは、大したものだと思うが？」

　獣けものだと思い、ハクをぞんざいに扱あつかっていた事を思い出し、清夏は赤くなった。好きに撫なでさせてくれたハクの毛皮の柔らかさを、手の下に感じたぐるぐる鳴る喉の振しん動どうを思いだす。

「──朝康にここに封ふうじこめられてから、私は何もかもが厭いやになってしまってな。屋敷に引きこもって暮らしてきた。朝康は私の事を何も一族に伝えておらぬようで、これまで何度も私を調伏せんと東の若者がやってきた。誰も私を従えさせる事などできなかったがな」

　俐星が暗い目をして唇の端はしを引き上げる。

「それなのにどうしてだか、ある日見つけた東の血を持つ赤子を私は放ほうっておく事ができなかった」

「俺の事か？」

　ふわふわした気分で清夏は漬け物を口に放り込んだ。しっかりとした歯は応ごたえがおいしい。甘酒のせいか腹の奥が熱い。

「他ほかの妖あやかしに会うのも億おつ劫くうで避さけていたのに、おぬしがくる度たび私は飛んでいった。幼な子特有の愛くるしさ故と思っていたのだが、驚おどろいた事に、おとなになったおぬしに相対しても私の気持ちは変わらなかった。おぬしが泣いたり笑ったり、生き生きと動き回る姿を見ているだけで心が揺ゆれた。おぬしに触れられるのは心地ここちよかったし、沈しずんだ姿を見せられれば心が痛んだ。──何百年も生きてきたがこんなのは初めてだ」

　俐星が清夏の手の中から湯ゆ吞のみを取る。するりと身を寄せてきた俐星に髪にくちづけられ、清夏は身を強こわばらせた。

「真行がおぬしの式になると言い出した時は、自分でも驚く程ほどに腹が立った。真行などおぬしにはふさわしくない故だと、保護者を自じ認にんするが故の怒いかりだと思っていたのだが、眷けん属ぞくの一人に問われて目が覚めた。──一体どの妖なら私の眼鏡にかなうのかと、な。かなう奴やつなどいる訳がない。私はおぬしを手放したくなかったのだから」

　衣きぬ擦ずれの音が秘ひそやかに響ひびく。

　首筋を吸われ、清夏は声もなく喘あえいだ。俐星の手が、白装束越ごしに清夏の軀からだをまさぐっている。

　これも愛あい撫ぶなのだろうか。

　経験のない清夏はぼんやり思う。

　背や腕うで、腰こしを滑すべってゆく感かん触しよくに、何かが張りつめてゆく。

「私自身の手でおぬしを守ってやりたいと思った。おぬしが他の男のものになるなど、許せる訳がなかった。おぬしに精を注ぎ込む役目は、私のもの。他の誰にも譲ゆずりはしない」

　優やさしい、だが抵てい抗こうを許さぬ腕に押し倒たおされ、清夏は息を詰つめた。俐星がのしかかってくる。

　──雄おすの顔だ。

　人の姿をとっているのに、俐星は虎とらの獰どう猛もうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。獲え物ものをいたぶるように易やす々やすと清夏に言う事を聞かせ、我がものにしようとする。

「り、俐星……っ」

「うん？」

　胸むな元もとがはだけられ、肩まで露ろ出しゆつさせられた。何が楽しいのか貧弱な胸を見下ろし目を細めると、俐星は顔を伏ふせ、普ふ段だん服に隠かくされている場所にくちづけた。

　ぬる、と濡れたあたたかいものが這はってゆく。別の生き物のように蠢うごめく舌に、清夏は震えた。

　──怖こわい。

　俐星の愛撫はとても丁てい寧ねいで、清夏を怖がらせないよう気を遣つかってくれているのがよくわかる。多分ただ身を任せていればいいのだろう。俐星の舌が動く度、下腹までじんわりと快い熱が広がって、滅め茶ちや苦く茶ちや気持ち悦よくなれそうな気がする。

　──それでも。

　無意識に立てた膝ひざを俐星の手が撫で上げ、裾すそを割る。

　思わせぶりに太ふと腿ももの内側を滑っていた指先が足の付け根に達しようとした瞬しゆん間かん、清夏は勢いよく膝を閉じてしまった。

「や、厭だっ……」

「清夏？」

「やっぱ怖え！　厭だ！」

　足を突つっ張ぱり逃にげようとする清夏を、俐星の腕が決して乱暴ではないものの否いなを言わせぬ力で引き戻もどす。

「怖い事など何もない。私に任せよ」

「厭だ、放せ──あっ」

　乱れた裾に改めて突っ込まれた手にいきなりむんずと急所を摑つかまれ、清夏は凍こおり付いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。触さわるだけだ。どうだ？　怖くないだろう？」

「うう……っ」

　大きな掌てのひらが上下に清夏の茎くきを扱しごく。

　どうしたってそこをいじられれば感じてしまう。ましてや淫みだらな悪戯いたずらを仕し掛かけてきているのは、ずっと憧あこがれていた人の手だ。

「あ……っ、や、やめろ……っ。ん、ずりィだろ……あっ、あっ」

「悦いのであろう？　いい子だ」

　我が慢まんできず縋すがりつくと、俐星は片かた腕うでで清夏を抱だきしめた。その間も巧たくみに可愛がられ、ひっきりなしに甘い鼻声が漏もれてしまう。

「そうら見ろ、濡ぬれてきた」

　つるりと剝むき出しになった先を指の腹でぐりぐりと刺し激げきされ、清夏は思わず腰をひくつかせた。

　──あ、あ。気持ちいい……っ。

　視線を少し下ろせば、俐星になされるがまま、腹につきそうな程反り返ってしまっている己おのれが見える。

「や、俐星……っ、んなの、やだっつってんのに……っ」

「ふふ」

　あと少し、というところで俐星が手を止めた。

「ん、俐星……？」

　思わず物欲しげに見つめると、俐星は薄うすく笑えみ清夏の軀を抱き上げる。既すでに延べてあった床とこまで運ぶと、俐星は器用に足で上うわ掛がけを剝はがし清夏を下ろした。帯を解き、合わせを広げる。

「おぬしは美しいな」

　同年代の男性と比ひ較かくすれば小さな軀。それなりに引き締しまってはいるが肉が薄く、見る人に華きや奢しやな印象を与あたえる。

　下着を着けていなかったせいで、袖そでに包まれた腕以外、全すべてが俐星の目に晒さらされている。興奮してしまった下腹が剝き出しになっているのが恥はずかしく、剝かれたばかりの装しよう束ぞくの端を引っ張って隠すと、俐星が目を細めた。

「煽あおるのもうまい」

「あ？」

　いきなり片足を摑つかまれ清夏はぎょっとした。反射的に抵抗しようとするが歯し牙がにもかけず、胸に付く程折り曲げられてしまう。

「な、な、なんだよ……っ！」

　そういう格好をすると、あらぬ場所まで露あらわになってしまう。必死に着物を引っ張って隠そうとするが、己の背中の下した敷じきになってしまっているせいで思うようにできない。

　もがく清夏の蕾つぼみを、俐星の親指の腹が撫でた。

「や、そこは……っ」

　ひくりと軀が竦すくむ。

　あからさまに強く締められたソコを楽しげに数度撫でると、俐星はするりと指を前に滑らせ、重く張った清夏の双珠を指で摘つまんだ。

　やわやわと揉もまれる快さに清夏は唇くちびるを嚙かむ。

　俐星は涼すずしげな眼まな差ざしをじっと清夏の足の間に注いでいる。あまり男らしくない軀からだをまじまじと見つめられる恥ずかしさに全身が熱くなった。

「おぬしは知らぬだろうが、おぬしが辱はずかしめられそうになる度たび──」

　俐星が身を屈かがめ、あらぬ場所に接せつ吻ぷんする。

「ひどく胸の裡うちが騒さわいだ。おぬしに触ふれた輩やからが憎にくらしくてならなかった。狐きつねどもはおぬしに何をした？」

　敏びん感かんな場所をちろちろと舌先でくすぐられ、清夏は喘ぐ。

「べ、別に何も……っ。何かされる前に来てくれただろ、ハクが。脱ぬがされた、だけだ……っ」

「では不ふ浄じようの輩はどうだ。呪じゆをかけられていたのだからさぞかし気持ちよかった事だろう？　おぬしはあやつにどこまで許したのだ？　ここには触れたのか？　こっちにはどうだ？」

　いきなりずぷりと後ろに指を突き入れられ、清夏は仰け反った。

「あ……っ、あ、噓うそつき……っ！　触るだけだっつったのに……っ」

　優しい人だとばかり思っていたのに、そうではなかったらしい。いつの間にそんな準備をしたのか、俐星の指は清夏の中を暴あばくためのぬめりを纏まとっていた。

　そう痛くはなかったが、自分でも触った事のない軀の内側をいじられ清夏は恐きよう怖ふする。軀をのたうたせ逃のがれようとする清夏の上に俐星がのしかかり、しっかりと抱きしめた。

「指一本だけだ。痛くないであろう？　あやつはここがどんなに熱くて狭せまいか知っているのか？」

　ぬくぬくと中で指が動かされる。

　その度清夏はびくびくと軀を緊きん張ちようさせた。

「し……知らねえって……っ。入り口に触れた、だけ、だから……っ」

「ここか？　こんな風にか？」

　一いつ旦たん抜ぬき出された指がぬるりと入り口を撫なでる。

　なんとも言えない淫いん猥わいな刺激に、ふわりと甘い痺しびれが広がった。

「あ……っ！　変なコト、すんな……っ」

「清めてやる、清夏」

「ええ!?」

　俐星がまた清夏の足の間までずり下がる。今度は両足ともにめいっぱい押し開かれ、清夏は小さな悲鳴を上げた。

「や……っ、俐星……！」

　熱いものが、入り口に当てられる。

　俐星の、舌だ。

「馬ば鹿か、そんなトコ、舐なめんな……っ！」

　俐星が上うわ目め遣づかいに清夏を見上げる。怜れい悧りな眼差しに、心臓まで貫つらぬかれたような気がした。

　────噓だ……！　俐星がこんなコトするなんて……！

　清夏は白い頭を押しのけようとしたが、その腕うでにはろくに力が入っていない。

　唾だ液えきをたっぷり纏った舌が、ざりりとソコを舐める。

「あ、あ──噓、あつ、い────？」

　俐星の舌は火傷やけどしそうな程ほど熱かった。本当に浄じよう化かする気なのだろう、霊れい力りよくを纏っている。

　足を押さえつけていた両手が太腿を滑すべり下り、尻しりを摑んだ。両の親指が入り口を広げ、舌が中にまでねじ込まれる。

「な……中には……っ、中には入れられてねーっつったのに……っ」

　舌で犯おかされ、清夏は上うわ擦ずった泣き声を上げた。

　俐星の舌が触れている部分が熱くて堪たまらない。唾液を中に塗ぬり込められる度、甘美な熱が蕾から指先まで広がってゆく気さえする。もう足を押さえる手はないのに全身が気け怠だるくて、動く事すらできない。

　──なんてカッコしてんだ、俺。

　綺き麗れいな俐星にとんでもない事をさせている羞しゆう恥ちと罪悪感が清夏を苛さいなみ、高ぶらせる。

　反り返った性器の先からぽたりと蜜みつが落ちた。

　邪じや魔まになったのだろう、俐星が顔を上げて乱暴に純白の髪かみを搔かき上げる。目を潤うるませ喘あえいでいる清夏を見て淡あわい笑みを浮うかべると、また視線をあらぬ場所へと下ろした。

「あ、あ、や……っ」

　清夏がくしゃくしゃになった着物を握にぎりしめ、身をよじる。

　俐星が霊力のこもった唾液でたっぷりと濡らされた場所に二本揃そろえた指を突つき入れたせいだ。

　浅い場所にとどまっていた熱が奥にまで広がる。

「痛い……っ！　厭いやだ、俐星……っ、それ、抜ぬけ……っ、抜けってば！」

「すまぬが、抜くわけにはいかぬな。慣らさねば私のモノなどとても入らぬ故ゆえ」

　ぎくりとして見ると、窮きゆう屈くつだったのだろう、俐星はいつの間にか帯を解いていた。自分の足の間の向こうに、俐星の雄おすが見える。

　清夏は蒼あお褪ざめた。

　大きい。

「む、無理……っ！　そんなの、無理……っ！　俺、死んじまう……！」

「では、やめるか？」

　あっさりと返され、清夏は虚きよを突かれた。

「え。いいのか、やめて……？」

「現うつし世よに帰るのをやめ、死ぬまでこの屋や敷しきで暮らすならな」

　向こうの世界の全てを捨てる──？

　熱っぽい頭で清夏は一いつ瞬しゆんだけ考える。大学も、折せつ角かく取ったライブチケットも捨て、友人や家族にも二度と会わず、俐星とともにここでただ暮らしてゆく事を。だが答えは決まっていた。

　そんな事はできない。

　テレビのない生活なんて厭だし、ライブには絶対に行きたい。何より、帰ったら家族に聞きたい事がたくさんあるのだ。

「俐星、ごめん、お、俺……」

「わかっておる。帰らねばならないとわかっているが、怖こわいのであろう？　すまぬが、少しだけ耐たえてくれ。──そうだ、これを使ってみるか」

　俐星が清夏の胸に手を当てる。そうすると、ぼんやりと印の跡あとが浮かび上がった。

「俐星？」

「私はこういう術に詳くわしくないのだが、あやつらは長たけている。この印を利用すれば──」

　俐星の手の下で印が光を増す。かすれ消えかけていた線がはっきりしてきた上、新たな線が書き加えられる。

　ぐっと俐星が拳こぶしを握り締めた瞬間、どくんと清夏の全身が脈打った。

「あ、あ、あ────？」

　熱い。

「さ、もう少し慣らすぞ」

　埋うめたままだった指が動かされる。その瞬間、清夏は背をしならせた。

「ひあ……っ」

　きゅうっと後こう孔こうが締しまる。

　清夏は声を発する事もできず、ただ震ふるえた。

「痛いか？」

　心配そうに眉まゆを寄せた俐星をとろんとした目で見上げ、清夏は何度も大きく胸を喘がせる。

「痛い……けど、気持ちいい……かも？」

「そうか、ではゆるゆるとな」

　軀の奥で、指がぐっと曲げられる。指の関節にイイ場所を圧あつ迫ぱくされ、清夏は爪つま先さきに力を込めた。踵かかとを浮かせ、今にも蕩とろけそうな全身に力を込める。

「あああ……っ！　そこ！　そこ、は……っ」

「ふふ、愛ういのう……」

「ん────っ」

　ぐりぐりと刺し激げきされ、清夏はきつく目を瞑つぶって耐えた。今にも出してしまいそうだった。

「も、イく……っ」

「それは困るな」

　腰こしを震わせる清夏に苦く笑しようし、俐星は己おのれの髪を一本引き抜いた。一いつ旦たん指を抜いてそれを清夏の性器の根本に結びつける。

「漏もらしてはならぬぞ」

「あっつ……っ！」

　俐星が呪じゆをかけると共に白い髪の毛は消えてしまった。だが確かにそこにあると知らしめるように、熱い何かがソコを縛いましめている。圧迫されているせいか、己のモノの拍はく動どうをいつもよりずっと強く感じた。

「さあ、いい子だ、清夏」

　また付け根まで指がねじ込まれる。清夏は魚のようにのたうった。

　────イイ。

　ぐいぐいと肉にく襞ひだをえぐられる度たび、あまやかな声を漏らし身み悶もだえる清夏を、俐星が熱っぽい目で見下ろしている。清夏の痴ち態たいに煽あおられたのか、いつの間にか俐星の股こ間かんのモノも欲よく望ぼうを滾たぎらせ反り返っていた。

　──俺、あんなモノでヤられんのか──？

　ぶるりと全身をおののかせ、清夏は俐星に両手を伸のばす。

「り、俐星、俐星……っ！」

　首に腕を回すと、俐星はうるさがりもせず抱だき返した。動きやすいよう身を起こした俐星にぴったりと上半身を密着させ、清夏は熱い溜ため息いきをつく。

　俐星にこうしてもらうと恐きよう怖ふが和やわらぐような気がする。

　その間も俐星の手は、立て膝ひざを突く清夏の尻を責め続けている。慎つつましやかに閉じられていた蕾つぼみはもう三本もの指を吞のみ込まされ、痛々しい程大きくこじ開けられていた。

「そろそろ──よいようだ」

　独り言めいた呟つぶやきに、心臓がどきんと跳はねる。

「よ、よくないよくない、やっぱり──」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

　思い出したようにじたばたと暴れ始めた軀からだを、俐星はひょいと布ふ団とんの上に下ろし、足を広げさせた。足の間に割り入り、切っ先を入り口に押し当てる。

「い、やだ。やだ……っ」

「これ、力むな。私が好きなのであろう？」

「う……」

　甘く囁ささやかれ、清夏は涙なみだ目めで俐星を見つめた。

「私の全すべてを捧ささげ仕えてやる。だからおぬしも全てを私にくれ、私の愛いとし子。可愛かわいい清夏──」

「……ずるい」

　可愛いっていうのは、小こ柄がらな己を馬ば鹿かにする言葉だと思っていた。

　だが、俐星の言葉はすとんと清夏の中に入ってきて、くすぐったい気持ちにさせる。おまけにこんな風に艶つやめいた声で口説かれて、逆らえる訳がない。

　柔やわらかく唇くちびるが吸われる。同時に後ろに当てられていたモノが圧を増す。ぬるりと何かが入ってくる感覚に、清夏はきつく目を瞑った。十分広げられた筈はずの場所がいっぱいに押し広げられ──更さらに広げられる。

「う────いった……っ」

　俐星の乱れた着物を、清夏は力いっぱい握り締めた。

　痛い。内側からはらわたを突き破られようとしているみたいだ。

　眦まなじりからぽろりと涙が零こぼれ落ちる。泣きたくなどないのに後から後から零れ落ちてきて止まらない。

「力むな、清夏。ゆっくり息をして」

　俐星が頰ほおを撫なでてくれるが、呼吸さえうまくできなくなってしまい、清夏は掠かすれた声で訴うつたえた。

「む……無理……っ。俺、死ぬ。死んじまう……っ。そんなデカいの全部入れたら絶対壊こわれる……っ」

「泣くでない。大だい丈じよう夫ぶだ。今のそなたは溢あふれんばかりの霊れい力りよくで満ちておる。そう簡単に壊れたりはしない」

　霊力には肉体を強化する作用があるのだろうか？

　だがそうであっても関係ない。軀の内側から蹂じゆう躙りんされる苦痛に清夏は耐えられなかった。

「俐星……っ、も、許し……っ」

　溜息をついた俐星が視線を下へと遣やる。俐星の逸いち物もつはまだ半分ほどしか埋まっていない。

　それでも腹はらが裂さけそうだった。

　ひぐっと清夏の喉のどが鳴る。俐星が押し切ろうと決めたら清夏は蹂躙されるしかない。まだ半分しか入っていない状態でこんなにつらいのに、全部突つっ込まれて乱暴に揺ゆすぶられたりしたら本当に死んでしまうと、清夏は本気で脅おびえる。

「仕方がないな」

　濡ぬれた清夏の目元を軽く吸うと、俐星は腰を使い始めた。

　全部は入れない。

　既すでに入っている半分だけを小刻みに前後させる。

「い……っ、痛……っ痛い……」

「一度目は早く済ませる故ゆえ、こらえろ」

　なんとも言えないつらさから逃のがれたくて、清夏は力なく頭を振ふった。

　精せい一いつ杯ぱい譲じよう歩ほしてくれているのだとわかってはいても、大きなモノで揺さぶられるのはつらい。痛いのに、印のせいだろう、大きく張った部分に肉にく壁へきを摩ま擦さつされる度たまらない痺しびれが腰に広がって、痛みに集中しようとする清夏を攪かく乱らんする。

「あ……ああ……っ」

　縛められた性器の先せん端たんからぽたぽたと蜜みつが落ちる。泣きながら淫みだらに身をよじる清夏の上で、俐星も息を荒あらげた。

「むう、これはこれで……っ」

　指が膚はだに食い込む。

　きつく奥歯を嚙かみ締めた俐星が清夏の中で果てた。

　注ぎ込まれる[image: 迸]ほとばしりをまざまざと感じてしまい、清夏が仰け反る。

「ひあ……っ」

　熱い──────。

　腹の奥が、灼やけそうだ。　>>>♥

　ひくひくと若木のような雄おすが震える。だが達する事はできない。俐星の呪じゆのせいで吐はき出せぬ熱が軀の裡うちを駆かけめぐる。

　おまけに、妙みような感覚を覚え清夏は目を見開いた。

「あ……？」

　視界が明るく、鮮せん明めいになってゆく。まるで古ぼけたセピア色の風景画が、極ごく彩さい色しきのフルカラー写真に切り替かわったかのようだ。

　きらきらしたものが宙を舞まっている。手を伸ばし触ふれてみると、膚がちりちりした。

「霊れい気きが見えるようになったか。封ふう印いんが無事解かれたようだな」

　そう言って微笑ほほえむ俐星は、文字通り輝かがやくようだった。オーラ、とでも言うのだろうか、炎ほのおのような光を全身に纏まとっている。純白の髪かみは目に痛い程ほど眩まぶしく、蒼玉の瞳ひとみには見る人を竦すくませる程苛か烈れつな力が感じられた。

　──俐星は本当に白びやつ虎こなんだ。

　神格であるとありありとわかる神こう々ごうしい姿に、清夏は見み蕩とれる。

「俐星、すげえ綺き麗れいだ。世界もきらきらしてて、眩しい……」

「慣れればそう気にならなくなる」

　俐星が身を屈かがめ、こめかみに接せつ吻ぷんする。大きな掌てのひらで当たり前のように腰を摑つかまれ、清夏はぎょっとした。

　終わったとばかり思って安心していたが、俐星はまだ硬かたさを失っていない。清夏の中で隆りゆう々りゆうと猛たけっている。

「ちょ……っ！　今日はもう終わり！　ふ、封印も解けたし、俺、初心者だし。続きはまた今度という事で……」

　俐星は不満そうに清夏を見下ろした。

「好きと言ったのは噓うそか」

「へ？」

「おぬしは封印を解くためだけに私に軀を許したのか」

　具合を確かめるように腰こしを回され、じわりと快感が広がる。清夏は焦あせって声を荒げた。

「そんな事あるわけねえだろ」

「信じられぬ。この程度でよいと言うとは……私はこの程度では到とう底てい足りぬ。もっとおぬしが欲しい」

　馴な染じんできたせいだろう、太いモノで強く擦こすり上げられると気が遠くなるような悦えつ楽らくが清夏を襲おそう。あ、と上擦った声を上げると、俐星が獲え物ものをいたぶる獰どう猛もうな獣けものの目を見せ、唇を舐なめた。

　──ヤバい。怖こわい俐星もカッコイイ。

　流されそうになりつつも、清夏は必死に言葉を並べ立てた。

「や……っ、無理だって俐星。大体普ふ通つう一回、多くて二回とかじゃねーのか、セックスって。……よく知らねえけど」

「普通一回だと？」

　俐星が心底驚おどろいたような声を上げ、動きを止める。

「それは誠まことか？　誠にヒトはその程度しか、せぬのか？　それでよく子がなせるな」

「虎とらって一体何回するんだ？」

　脅える清夏に、俐星は小さく笑えむ。

「今度調べてみるがいい。私がいかに優やさしいかわかるぞ」

「優しかったら、いきなり何回もしないって」

「……まさか清夏、私に抱だかれるのが厭いやで噓を言っているわけではあるまいな」

　俐星が口元に不ふ穏おんな笑みを浮うかべ清夏の胸に掌を押し当てた。

　印に霊力が注がれる。

　途と端たんに清夏の腰が跳はねた。

「や、あ、あ……っ！」

　俐星に突かれる度たび、脳天まで痺れる。

「そらどうだ？　私が欲しくなったのではないか……？」

　軀からだの内側を探さぐるように、俐星があちこちをずくずくと突いてくる。先刻中に出されたもののせいで更に滑すべりが増し、どこをどう刺し激げきされても気持ちがいい。突き入れられる度あがる水音も清夏の羞しゆう恥ちを誘さそう。

「ひい……ん……っ」

　すごく、悦いい。

　でも、イけない。

「あ、欲しい……っ、欲しいから俐星、この髪、いい加減解いてくれよ……っ」

　恥はずかしいなんて言っている場合ではない。興奮のあまり赤く腫はれ上がり、とろとろと蜜を溢あふれさせているモノを示すと、俐星は喉で笑った。

「イきたいのか？」

　大きな掌で包み込まれ、清夏はびくりと肩かたを震ふるわせる。つるりと剝むけた敏びん感かんな部位を戯たわむれに指で撫なでられたら、鼻の奥がつんと痛くなった。

「意地悪……すんなよう……っ」

　割れ目をさり、と親指の腹がなぞる。

「ふむ、おぬしのイく姿もとても見てみたいが──イったら終わってしまうのであろう？　私はまだまだこうしておぬしと繫つながっていたいのだ」

「てめ……！」

　清夏の抗こう議ぎを封ふうじ込めようとするかのように、俐星が、ぐん、と太い杭くいを突きいれる。その瞬しゆん間かん、清夏の目から火花が散った。

「あ────！」

　俐星が目を細める。

「ほう。今のが悦よいのか」

「あ、や、やめろ……っ」

　だが俐星がやめる訳がない。ここぞとばかりに清夏が反応した場所を切っ先でえぐってくる。

「あ……や、や、ああ……っ」

　イく、と思った。

　突つかれる度たびに腰が震え、熱い奔ほん流りゆうが腹の奥から突き上げてくる。

　おかしくなりそうな快感が、清夏の理性を消そうとする。

　でも、やっぱり、イけない。俐星がイかせてくれない。

　とても気持ちいいのに哀かなしくなってきてしまい、清夏は唇くちびるを嚙んだ。

　先刻泣いたせいで涙るい腺せんが緩ゆるくなっているのだろうか、視界が歪ゆがむ。きらきらと綺麗な景色が滴しずくとなり、こめかみを伝い落ちてゆく。

「清夏!?」

　夢中になって清夏を貪むさぼっていた俐星の耳がぺたりと倒たおれた。

「清夏、すまぬ、そんなに痛かったのか!?」

　長大なモノがようやく抜ぬかれる。俐星はおろおろと清夏を抱だき起こし、こめかみに接吻した。

「清夏？　大事ないか？　これ、誰だれか──」

　まだ白はく濁だくで汚よごれた下か肢しが剝き出しになっているのに眷けん属ぞくを呼ぼうとした俐星の口を清夏は手で塞ふさいだ。

「む、清夏……？」

「俐星、おまえ、意地が悪い。俺を虐いじめて楽しいのかよ。俺、イきたいつってんのに……っ」

　嗚お咽えつと共に訴うつたえると、俐星は眉まゆ尻じりを下げた。

「虐めるつもりなどない。おぬしを気持ちよくしてやりたいだけだ」

「俺、厭だっつっただろ。俺は、こ、こーゆーの、初めてなのに……」

　清夏が幼な子のように癇かん癪しやくを起こす。可愛かわいい非難に俐星は複雑な表情を見せ、かつてよくそうしてやったように清夏の軀を揺ゆすり、頭を撫でた。

「悪かった。そう怒おこるな。おぬしに泣かれると、私はどうしたらいいのかわからなくなってしまう」

「俺だっておまえに無む茶ちや苦く茶ちやされると、訳わかんなくなっちまうんだよっ」

　唇を尖とがらせ、清夏は目元を拳こぶしで擦る。俐星がその手を取り、清夏の涙なみだを舐めとった。

「清夏……もう私の事など嫌きらいになったか？　私とはしたくない？」

　こめかみやうなじにも唇が押し当てられる。淋さびしげにねだられると、心が揺れた。

「……嫌いになんかなれる訳ねーだろ」

「私はもっともっとおぬしを愛めでたくてたまらぬのだ。何も出なくなる程ほどおぬしの中で放ち、膚はだという膚に私の匂においを染しみ込ませたい」

　数え切れぬ程の接吻を落としながら切々と訴えられ、清夏は真っ赤になった。

「さらっととんでもない事言うな」

「おぬしが欲しいのだ。朝までまぐわってもまだ足りぬほどに」

　俐星は尻尾しつぽまで使って清夏を陥かん落らくさせようとする。器用にうねる尻尾の先で宥なだめるように頰ほおを撫でられ、清夏は唇を嚙かんだ。

「うー」　>>>♥

　清夏の尻しりには、最前から俐星のモノが当たっている。全く萎なえる様子もないそれを意識するだけで、清夏は変な気持ちになってしまう。

　尻尾が、胸むな元もとから臍へそを通り、下腹まで下りてくる。柔やわらかな毛並みであらぬ場所を刺激され、背筋が震えた。

「ひあ……っ、さわ、んな……っ」

「清夏、頼たのむ」

　俐星の腕うでがさりげなく清夏の腰を捕とらえ、這はう。

「まだおぬしから離はなれたくないのだ。もう少し……」

　甘い言葉と焦じれったい愛あい撫ぶが、清夏の心を搦からめ捕る。

「あ……あ……っ、や……」

　気が付けば清夏は背後から俐星のモノをくわえこまされていた。

「厭？　誠か？　もうそんなに痛くないのだろう？」

　ほろほろと涙が零こぼれる。

　清夏は大きく口を開けて喘あえいだ。白濁にまみれた中を俐星の長物で突き上げられる度、気持ちよすぎて眉まゆ根ねが寄る。胸が苦しくて酸欠になってしまいそうだ。

　この男は、やめる気などないのだ。そして自分はこの男の手管に逆らえない。

　──だってすごく、気持ちいい──。

　後ろから浅く突きながら、俐星は清夏の尻を撫でる。

「おぬしはどこもかしこも愛うい。この小さな尻も──尻の、中も」

　ぎちぎちと俐星のモノを締しめ付ける清夏の中が恥じ入ったように収縮する。

　軽くとんとイイ場所を突かれたら、あっけなく肘ひじが折れてしまい、清夏は頰ほおを敷しき布ふに擦こすり付けた。

　高々と尻を突きだした体勢が恥ずかしくて仕方ないが、もう力が入らない。

「わかるであろう？　虐めているのではない、愛でているのだ」

　時間をかけて清夏の中を楽しむと、俐星は小さく告げた。

「──出すぞ」

「あ……」

　軀の中に熱いものが溢れ、清夏は身を震わせる。

　前はまだ縛いましめられたまま。出す事はできない。

　透とう明めいな蜜みつが少しだけとろとろと溢れ出す。

　たっぷりと清夏の尻の中にそそぎ込んだ俐星が清夏の中からペニスを引き出す。確かに射精した筈はずなのに、まだ萎える気配さえない。体勢を変えられ、また貫つらぬかれる。

「あん……っ、一体……何回ヤる気なんだよ……っ」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら詰きつ問もんすると、俐星はすまぬと小さな声で囁ささやいた。

「……今夜は眠ねむらせてやれぬと思う」

「え？　ちょ……っ」

　しゃべっている間も、俐星の腰こしは清夏を責めるのに余念がない。その背後には嬉うれしそうにうねる尻尾すら見える。

　──一体何回されたのか思い出せない程ほど、清夏は貪むさぼられた。

　俐星の欲よく望ぼうには限りがなかった。

　初めてだったのに、夜が白む頃ころどころか日が高くなる頃まで喘がされ続け、清夏は死ぬと思った。

「清夏……清夏……」

「ん……っ、俐星、も、無理だって……。これ以上したら、もう、二度としねーからな……っ」

　耐たえかねた清夏の子供のような脅おどしに、俐星は眉尻を下げた。ぐずる恋こい人びとの手に恭うやうやしくくちづける。

「それは困る」

「これ……解けよう……」

　清夏が指し示した先では、赤く充じゆう血けつした屹きつ立りつがとろとろと透明な蜜を流していた。

「わかったわかった」

　清夏をあやしながら、俐星が縛めを解く。

「あ……」

「出していいぞ」

　手でいじられながら数度突かれただけで、清夏は達した。我が慢まんしすぎたせいだろうか、白濁が勢いなくだらだらと溢あふれる。

　俐星もまた清夏の中から抜き出し、放った。

　肉の薄うすい腹の上で二人の精が混ざる。

　くったりとした清夏を俐星が抱き締めた。

「ふふ、私の匂いがするようになったぞ、清夏……」

　恍こう惚こつとした呟つぶやきを聞きながら、清夏は目を伏ふせる。ようやく終わったのだと思うと、心底ほっとした。

　だが狂きよう乱らんの宴うたげは一夜だけでは終わらなかった。




　　　　＋　　＋　　＋




　二日後、身み支じ度たくを整えた清夏は俐星を伴ともない現うつし世よに帰った。

　封ふう印いんが解けてしまえば、帰るのは驚おどろく程簡単だった。帰りたいと思うだけで、頭の中に呪じゆ言ごんが浮うかんだのだ。その通りに清夏が唱え終わった次の瞬しゆん間かんにはふわりと軀からだが浮かび上がり、清夏は俐星と共に、銅鏡の据すえられていた座ざ敷しきにいた。

「────清夏！」

　ずっと待機していたのだろう、母が駆かけ寄ってくる。

「無事なのね？　たっぷり護ご符ふを持たせるつもりだったのに渡わたす前に行ってしまうんだもの。心配したわ」

　強く抱だきしめられ、清夏は言葉を詰つまらせた。

「母さん……」

「立派そうな式神じゃないか。よく頑がん張ばったな」

　冬芽と橙弥もほっとしたような笑えみを見せる。だが清夏はそれどころではなかった。

「橙弥……誰だれ、それ」

「え？　ああ、見えるようになったのか。俺の式神だ」

「正まさ親ちかと申す」

　清夏の帰りを待っていたのだろう、座敷には母と冬芽、橙弥と共に、時代劇に出てくる浪ろう人にんのような格好をした男が控ひかえていた。額に一いつ対ついの角が生えている。

　母が襖ふすまを開け叫さけんだ。

「ちょっと！　清夏が帰ってきたわよ！」

「──遅おそいぞ」

　声に応こたえ最初に現れた由羅は一人ではなかった。妖あやかしなのだろう、厳いかつい美形がべったりと寄り添そっている。

「……もしかしてこの人、父さんの式神か？」

「ええ。厭いやになるわよねえ。人前だっていうのにべたべたして。渡月の儀まで式神が見えない仕様で本当によかったわ」

「うるさいぞ、冬芽」

　由羅が気け怠だるげに髪かみを搔かき上げる。その横顔を式神が熱に浮かされたような表情で見つめている。

　破は壊かい力の高い光景に清夏が啞あ然ぜんとしていると、更さらに見知らぬ男が入ってきた。

　一歩座敷に入ったところで立ち止まり、感かん極きわまったように唇くちびるを震ふるわせる。

「……清夏！」

「え？」

　いきなり突とつ進しんしてきた男に抱だき竦すくめられ、清夏は浮いてしまった足をバタつかせた。

「え!?　何!?　何なんだ!?」

「見えるんだな？　俺が見えるようになったんだな、清夏！　この日をどんなに待ちわびた事か……！」　>>>♥

　そのままぶるぶる震えている男に清夏が目を白黒させていると、母が肩かたを竦めた。

「彼は徹心。私の式神で、あなたの本当のお父さんよ」

「────え？」

　むさ苦しい髭ひげ面づらの熊くまのような大男はむせび泣いている。

「お父さんはね、ずっとあなたと話せるようになる日を待っていたの」

　清夏は複雑な気分で男を見つめた。

　──てっきりこの家を捨てて行ったのだと思っていたのに。同じ屋根の下にいたのか、俺の本当の父さんは。

　清夏が己おのれの無力さに打ちのめされていた時も、馬ば鹿かみたいな思いこみで反はん抗こうしていた時も、ずっと。

　そうしている間にも、待機していたのだろう、一族の者がそれぞれの式神を引き連れ、続々と集まってくる。親族の数はおよそ二十と決して多くはないが、式神がいる為ため座ざ敷しきには倍の人数が溢れた。

　広いと思っていた座敷がぎっしりと埋うめ尽つくされる。

　清夏と俐星は銅鏡の前に、一族と向かい合うように座らされた。

　全員が揃そろい、ざわついていた座敷が静かになると、祖父が口火を切る。

「無事渡月の儀を終え再びこの屋や敷しきに来られて誠まことに重ちよう畳じよう。おまえは良き式神を得られたかな」

「──はい」

　老いてなお鋭するどい眼まな差ざしが俐星へと向けられる。

「名は」

　凜りんとした声が響ひびいた。

「俐星」

「本ほん性しようは」

「白びやつ虎こだ」

　場がざわめいた。祖父も呵か々か大笑する。

「これは大物を捕つかまえてきたものだ。よくやった、清夏。もうわかっているとは思うが、おまえたちは夫婦めおとになったも同然。末永く仲良うするのだぞ」

　祖父の言葉に清夏は赤くなった。祖父は──いや一族の全員がもう知っているのだ。清夏が俐星と契ちぎった事を。しきたりだから当然ではあるのだが、なんだか恥はずかしくて清夏は俯うつむく。

「……はい」

「俐星殿どのも、清夏の事をよろしく頼たのむぞ」

　祖父の言葉と同時に、座敷に詰めかけていた者たちが一いつ斉せいに頭を下げる。

　壮そう観かんな光景だった。

　清夏の為に、皆みんなが頭を下げてくれているのだと思うと、震えが来そうだ。

　俐星が泰たい然ぜんと頷うなずく。

「あいわかった」

　そうして儀ぎ式しきは終わった。
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　夜に宴えん会かいが予定されているらしい。それまで休んでおれと清夏たちは座敷を追い出された。

　ひどく懐なつかしく感じられる自室に戻もどり、清夏はまずノートパソコンを起動する。俐星はベッドが据えられた小さな和室を面おも白しろそうに見回した。俐星がパソコンとはどういうものなのかまるで知らないのをいい事に、清夏はこっそり『虎とら』について検けん索さくしてみたが、すぐに出てきた交こう尾びについての項こう目もくに目を通し、倒たおれそうになった。

「数日で百回以上……しかも気候がよければ一年を通して繁はん殖しよくって……」

　思わず漏もらした呟つぶやきに、俐星が不思議そうに首を傾かしげる。

　確かに俐星は優やさしいのかもしれないと清夏は思う。鏡の裏側の世界で過ごした最後の爛ただれた日々、太陽が黄色くなるんじゃないかと思うほど抱かれたが、それでも多分、二ふた桁けた前半しかされていない。

「清夏？　どうした？」

「うう……いや……」

　頭を抱かかえていると、俐星が身を寄せ小さな軀を抱き寄せる。あたたかい腕うでの中にすっぽりと包まれる心地ここちよさに、清夏は思わずはふ、と溜ため息いきをついた。

　またあんな風にされるのはしんどいが、求められたら応じてしまうんだろうなと思う。

　障子越ごしに母の声が聞こえた。

「清夏。入っていい？」

「ああ」

　清夏は素す早ばやく俐星の腕の中から抜ぬけ出て、ノートパソコンの蓋ふたを閉めた。俐星が不満そうな顔をするが母の前でべたべたいちゃいちゃするなどという恥ずかしい真似まねはできない。宴会の準備をしていたのだろう、割かつ烹ぽう着ぎ姿の母は、部屋に入ると襖を閉めてベッドに腰こしを掛かけた。

「何？」

「ちょっと気になった事があって」

　母は真しん剣けんな顔をしていた。

「渡月の儀を終えると霊れい力りよくが強くなるのが普ふ通つうではあるんだけど、それにしても上がりすぎな気がするのよね。あなた、今までほとんど霊力がなかったのに」

　知らないと清夏が言うより早く、俐星が口を開いた。

「清夏は弱かった訳ではない。単に霊力を使いすぎて枯こ渇かつしていただけだ」

　清夏はびっくりして俐星の顔を見上げた。

「清夏は赤子の頃ころよりしょっちゅう魂たましいだけで結界をわたってきていた。誰だれの手も借りず、一人でな。故ゆえに普ふ段だんは極力霊力を使わず溜ため込むくせがついている。霊れい視しすらできぬ程ほどにな。それ故霊力がないように見えたのであろう」

　母は大きな溜息をつくと、手で顔を押さえ俯いてしまった。

「結界を……。ごめんなさい。それ多分、私たちのせいだわ」

「え……なんで？」

　訳がわからず、清夏は華はなやかに揺ゆれる母の髪かみ留どめを眺ながめる。

「ほら、清夏には徹心が見えないし触さわれなかったでしょう？　もし十八歳になる前に禁を破ったら、一生親子の対面もできずに終わる事になる。だから徹心に一度でもいい、どうしてもあなたを腕に抱きたいってねだられて、連れて行った事があるのよ。鏡の裏側の世界に。渡月の儀の前に行くのは御ご法はつ度となんだけど、物心つく前だし少しくらいなら危険はないだろうと思って。──でも、きっとそのせいであっちへの道筋を覚えてしまったんだわ」

「そういえば最初の頃、おぬしは誰かを捜さがしているようだったな」

　俐星にも言われ清夏は何も覚えていないながらも不思議な気持ちになった。

　──自分は無意識に父を求めていたのだろうか。

「あなたは渡月の儀の前から清夏を知っていたの？」

　母の問いに、俐星は顎あごを引いた。

「うむ、そうだ。赤子の頃からな」

　母の表情が柔やわらかみを増す。

「そう。この子、小さな頃からホワイトタイガーが好きだったからあなたを選んだのかと思ったんだけど、違ちがうのね。この子のホワイトタイガー好きはあなたのせいだったんだわ」

「え」

　思いがけない言葉に清夏は瞬またたいた。

「あら？　間違っているかしら？」

　──そうなんだろうか？

　色の白い俐星は常に日ひ除よけ代わりの被衣かずきをかぶっていたから清夏は知らなかった。俐星が白い虎の耳を持っている事を。だがそうと理解しないながらも目にした事があったのかもしれない。優美に動く白とグレイの尻尾しつぽを。

　──俺はそんな昔から俐星が好きだったのか？

「それから。真行っていう烏からす天てん狗ぐの妖あやかしにあなたの事頼むって言っておいたんだけど、会わなかった？」

　清夏は瞬いた。

　俐星が不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを引き結ぶ。

「──会った。俐星の屋敷に訪ねてきたからな」

「そう。真行は徹心の古い馴な染じみなの。もしいい妖を捕まえられなかったら清夏の式神になってくれないかって話をしていたんだけど」

　何も知らないのだろう、母は屈くつ託たくなく真行の名を口にする。

　清夏は俯うつむき、目を逸そらした。

「でも俺は先に、俐星を好きになっていたから。──それに真行は俺より母さんの方が好きみたいだ」

　恐おそる恐る言ってみると、母は複雑な笑えみを浮うかべた。

「そうお？　まあ真行は私の渡月の儀の時、徹心と式神の座を巡めぐって大立ち回りをしたしね。でも二十何年も前の話よ？」

　うん、と清夏は小さな声で頷く。

　何か感じ取ったのだろう、そっかと呟き、母は厨ちゆう房ぼうへと戻っていった。










　その夜の宴会は盛大だった。

　繫つなげて並べられた座ざ卓たくの上は様々なご馳ち走そうで溢あふれんばかりだった。小さな頃から姿は見えずとも一つ屋根の下で暮らしてきた式神たちは親しげに清夏に話しかけてきた。まるで家族が急に倍に増えたようだ。

　ずっと隠いん棲せいしていたせいでこういう宴会には慣れていないのだろう、物もの珍めずらしそうに騒さわぐ式神と人を眺めている俐星に、清夏は甲か斐い甲が斐いしく大皿料理を取り分けてやる。

　ローストビーフに卵焼き。ポテトサラダにオリーブ。

「和食もあるけど、まずは洋食からな。あっちにはないんだろ？」

「うむ。うまそうだ」

　俐星は上品に箸はしを使い、料理を口に運ぶ。着物の裾すそからはみ出た尻尾の先が嬉うれしそうにたしたしと畳たたみを叩たたいている。

「母はは御ごに言わなくてよかったのか──真行の事を」

「ああ、うん。どうしようかとは思ったんだが、酷ひどい奴やつだと言いつけるのは可哀かわい想そうな気がするんだよな」

　自分が母と契ちぎってもいいではないかと憤いきどおっていた真行の顔を清夏は思い浮かべる。自分を母の代わりにしようとするなんて言語道断だ。

　だが。

「あいつは母さんが好きで、でも俺の本当の父さんの古い馴染みでもある。母さんたちが何も気付いてないって事は、真行はきっと二人の前ではいい友人の顔をしているんだ。恋れん情じようを押し殺して。それってつらくね？　わざわざ俺が余計な事言わなくても、あいつは充じゆう分ぶん罰ばつを受けていると思う」

「……そうか。ならよい。おぬしは優やさしいな。ほんに……愛うい」

　最後だけ小さな声で囁ささやかれ、赤くなった清夏は、オリーブを一つ口の中に放ほうり込んだ。

　主しゆ賓ひんが二人だけでいちゃいちゃしているのに目め敏ざとく気付いた男が大きな瓶びんビールを抱え近寄ってくる。膚はだのあちこちに鱗うろこが光っているところをみると、は虫類か魚系の妖らしい。

「俐星殿どの、一いつ献こんいかがか」

「いただこう」

　炭酸が面おも白しろくてならないらしい、興味深そうにコップの中を覗のぞき込む俐星に目を細め、鱗男は清夏の背を叩いた。

「重ちよう畳じよう重畳、頑がん張ばったのう、清夏。よき式ではないか」

「どうも。つか、おっさん、誰」

　ビール瓶を差し出しながら問うと、鱗男は待ってましたとばかりにコップを差し出す。隣となりに座っていた冬芽が口を挟はさんだ。

「この人は晶あきら。あなたの叔父おじの式神よ」

「ずっと心配だったのだ。おぬしは力がないだけでなく、実にちまくて愛らしい上抜けたところがある故、妙みような趣しゆ味みを持った妖に騙だまされたりはせぬかと」

「誰が抜けているだと!?」

　気色ばむ清夏のベルトを俐星がさりげなく摑つかみ、飛び出そうとするのを押さえる。

「抜けているではないか。何人もの男の臭においをぷんぷんさせているおなごに色目を使われただけでころりとその気になりおって。おぬしはおなごを見る目がない」

「俐星の前でそういう事言うな。……つか、なんでおっさんがそんな事を知ってんだ？」

「おぬしが出で掛かけてゆく度たび、後をつけて見張っていたからの」

　長年の謎なぞが氷解した。

「姉さんたちがいつも邪じや魔ましにきたのは、おっさんのせいか！」

「清夏、あなたの為ためにしていたの。おかげで俐星と出会えたんだから、感謝してくれてもいいのよ」

　悪びれもせず窘たしなめようとする冬芽を、清夏はきっと睨にらみつけた。

「偉えらそうな事を言う前に、姉さんは自分の式神を躾しつけろよな！　姉さんの式神がＡＶやら風ふう俗ぞく雑誌やらをあっちに持ち込んだせいで、俺は酷い目に遭あわされるところだったんだぞ。キャバクラ行きたいから式神にしろとかって妖が……」

　鱗男が脅おびえたように後あと退ずさった。

「清夏？　私の式神がなんですって？」

「思春期のガキみたいに姉さんの目を盗ぬすんであっちにＡＶやエロ本を持ち込んで楽しんでるっつってんだよ」

　冬芽がたおやかな笑みを浮かべた。

「そう……。わかったわ。後でようく言い聞かせておくわね」

　そばにいた式神たちがさりげなく距きよ離りを取る。赤い怒いかりのオーラが冬芽から立ち上るのが見え、清夏もそそくさと俐星の陰かげに隠かくれた。

　後で式神が酷い目に遭わされそうだが、同情はしない。










　清夏には新たに寝ね間まが用意されていた。俐星と共に使うようにという配はい慮りよだろう。新しく仕立てられた布ふ団とんが二組、用意されている。今この屋や敷しきにいる全員がしきたりについて熟知しているのはわかっていたが、どうにも気き恥はずかしくて清夏は落ち着かない。

「清夏」

　寝間着に着き替がえた俐星が清夏の前にやってきて、身を屈かがめる。首筋に獣けもののように鼻先を擦すり寄せられ、清夏は思わず俐星の袖そでを握にぎった。

　くすぐったい。

　だがそれだけじゃない。

「……あの……すんのか？　昨日も一昨日おとといもあんなにしたのに」

「おぬしにつけた匂においが薄うすくなっている故ゆえ、匂いをつけなおさねばならぬ」

「ええー。俺、風ふ呂ろに入る度たびヤられる事になんのかよ」

　俐星に腰こしを抱だかれ、清夏は布団の上にへたりと座り込んだ。

　膝ひざを突ついた俐星が耳たぶを甘あま嚙がみする。

「随ずい分ぶん徹心に飲まされてたみたいだが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うむ。私は東家の人間を毛け嫌ぎらいしていると思われていたからな。大事な息子むすこを預けて大丈夫なのか心配なのであろう。私もこんな風だとは思っていなかった故、お互たがい、慣れるのに時間がかかりそうだ」

「俐星はどんな想像してたんだ？」

「式となったら、下げ僕ぼくのごとく扱あつかわれるのであろうと思っていた。いにしえの術師たちはそうしていた故」

　くたくたになったＴシャツの下に手を差し入れられ、清夏は眉まゆ根ねを寄せた。

「あン……、俺がおまえにそんな事できる訳ねーだろ。身内がそんな事してても引くわ」

　ジャージのウエストに大きな掌てのひらが差し入れられる。手が下に下がってゆくに連れ、下か肢しが露あらわになってゆく。

　初夜では怖こわいと随分大おお騒さわぎをした清夏だったが、二日間、念入りに快楽を教え込まれれば陥かん落らくせざるをえなかった。

　俐星に触ふれられるととても気持ちがいい事を清夏の軀からだはもう知っている。

　俐星が隣の布団の上うわ掛がけを剝はぎ、下肢だけを剝むき出しにしたあられもない姿の清夏を横たえる。

　近づいてきた美び麗れいな顔に清夏は目を伏ふせた。

　人形のようにされるまま口を吸われていると、俐星が寝間着の帯を解き、軀を重ねてくる。ぴったりと膚を触れ合わされると、俐星に愛されているんだと強く感じられた。

　ただの式神と術師ではなく──伴はん侶りよとして。

「ん、ふ……」

　ちゅ、と音を立てて顔を上げると、俐星が清夏の足を割り開く。キスしただけで反応してしまった己おのれを見られるのが恥はずかしくて清夏は思わず膝を閉じようとしたが、俐星がずいと足の間に割り入ってしまったせいで、かなわない。またしてもぷつりと抜ぬいた髪かみを性器に結ばれ、清夏はただでさえ吊つり気味の目を吊り上げた。

「俐星……なんでまたこんなの巻くんだよ。俺、別に一回ぽっきりじゃ終わらないって、昨夜ゆうべ巻かないでヤってわかったろ」

「うむ」

「うむじゃなくて……あ」

　わざわざ持ってきていたらしい、二枚貝の器うつわに入った軟なん膏こうのようなものを指に纏まとわせ突き入れられて、清夏は顔をしかめる。

「痛いか」

「んん……あ……っ、いや……って、ちょ、待て、それも使わなくていいって……！」

　胸むな元もとに俐星の大きな掌が押し当てられると同時に、印が浮うかび上がった。

「痛いよりはいいであろう」

「ばか……！　あ、はあん……っ」

　少年と見み紛まがう小こ柄がらな軀が感度を増す。どんな痛みをも凌りよう駕がする快感が清夏に与あたえられる。

　──危ない性せい癖へきに目覚めてしまいそうだ……。

　清夏は俐星の着物を握り締しめた。閉じた瞼まぶたに桜色が差す。

　俐星の指が狭せまい肉にく壁へきに圧を与える度、じんわりとした快感が下肢に広がる──ぐずぐずに、なってゆく。

　マシュマロみたいに、蕩とろけてしまいそうだ。

「清夏？　どうした、あまり悦よくないのか？」

　唇くちびるを嚙かみ締め声を堪こらえていると、呪じゆの効きが悪いと思ったのか、俐星が再び胸に手を当てた。霊れい力りよくを注ぎ込まれる衝しよう撃げきに、清夏は全身を戦慄わななかせる。突き上げてきた強きよう烈れつな快感に、清夏は涙なみだ目めで俐星に食ってかかった。

「ばかっ、何すんだっ！　同じ建物の中に家族がいるんだぞ。聞こえたらまずいと思って我が慢まん、してんのに……っ」

「そうであったのか？」

「そうであったのかじゃねえよ……あ、ひあ……っ」

　くい、と、尻しりの奥で俐星の指が折り曲げられる。途と端たんに眉根を寄せ、清夏は腰を浮かせた。

　狭い場所を無む理り矢や理り広げられいじくられているのだ。鈍にぶい痛みはあったがそれ以上に快感の方が強くて、清夏は落ち着きなく腰を揺ゆすり始める。

「清夏、おぬしは愛うい」

　息を荒あらげる清夏の唇を俐星がついばむ。

　あたたかく濡ぬれた唇に唇を吸われていると気持ちが良くて、清夏はらしくもなく甘えたくなってしまった。

　両手を俐星の首に回しおずおずと自分から小さな舌を差し伸のばすと、俐星もまた舌を絡からめてくれる。

「ん……っ、ん……」

　頭の中がふわふわしてくる。

　いつまでだってこうしていたい。

　だがそんな事で俐星が満足してくれる筈はずもなく、十分に後こう孔こうがほぐれると指を抜き、のしかかってきた。後ろに熱く硬かたい雄おすが押し当てられる。思わず引きそうになった腰を、俐星がしっかりと両手で摑つかみ引き寄せた。

「あ……」

　清夏の細い腰の奥へ奥へと灼しやく熱ねつの塊かたまりが埋うまってゆく。だが半ばまで埋めると、俐星は動きを止めた。指が届かない程ほど深い場所はまだ固く締まっている。無理矢理ねじ込んだら呪ですら痛みを誤ご魔ま化かせない。

　清夏は浅い呼吸を繰くり返し、埋め込まれた熱ねつ塊かいに己の軀が慣れるのを待った。きつすぎるせいだろうか、こうやってじっとしていると、俐星の拍はく動どうを感じるような気さえする。どくどくと僅わずかに肉にく襞ひだに与えられる、甘やかな振しん動どう──。

「はあ……っ」

　なんだかたまらなくなってしまい、清夏は熱い息を吐はいた。

　汗あせの浮いた額に、俐星がくちづける。

「動いてもよいか、清夏」

　低い、腰に響ひびくような声で、俐星がねだる。

「……駄だ目めだ」

　清夏は掠かすれた声で拒きよ絶ぜつした。

　自分の軀の中で緩ゆるやかに何かが高まってゆきつつあるのが感じられた。

　呪もかかっている。今動かれたら、何かが堰せきを切って溢あふれ出してしまいそうな気がする。

「清夏、頼たのむ」

　俐星の指が金茶の細い髪を搔かき上げる。

　清夏は力なく頭を振ふった。

「駄目……」

「清夏」

　ぽたりと、俐星の汗が薄うすい胸を打つ。

　つうと脇わきへと伝い落ちてゆく透とう明めいな液体を目で追った俐星の唇の端はしが持ち上がった。

　左右にうねっていた尻尾しつぽが、するりと清夏の軀の下へと入ってくる。つんと尖とがった胸の先を柔やわらかな毛先で撫なでられ、清夏は両手で口を塞ふさいだ。

「ン……っ」

　爪つま先さきに力が入る。

　後ろがきゅうっと引き絞しぼられるのを感じた。

　俐星が眉み間けんに皺しわを寄せ、色っぽい溜ため息いきをつく。

「は……っ、清夏……」

「ンン……っ！」

　太く逞たくましいモノが、ずるりと抜き出される快感に腰こしから力が抜けた。

　ぐん、と突つき上げられると、ペニスの先から蜜みつが飛ぶ。

　駄目と言う事すらもうできない。

「ん────っ、ん──────！」

　激しい律動に気持ちが高ぶり、軀からだが上下に揺さぶられる。

　犯おかされる愉ゆ悦えつに、ぽろぽろと涙が零こぼれ出た。軀の奥底から熱いモノがこみ上げてくる。

　イク────！

　腰を震ふるわせたものの、清夏のソコからは何も出ない。透明な蜜だけをぽたぽたと零しながら、清夏は射精できないもどかしさに苦しみ悶もだえる。

　──こんな事ずっとされてたら、ほんとうに、おかしくなる……。

　やがて熱い飛沫しぶきが軀の奥に放たれ、俐星が満足げな息を吐いた。

　だが行こう為いは終わらない。汗ばんだ肌はだに張り付く白い髪を払はらい、俐星は清夏のしなやかな足を片方だけ担かつぎ上げる。萎なえるどころかますます猛たけ々だけしく張りつめたモノの角度が変わり、清夏は喉のどを震わせた。

「り、せ……っ、悦すぎて、つらい……っ」

　強気な吊り気味の目に、乱暴な言こと葉ば遣づかい。普ふ段だんは誰だれにも舐なめられないよう精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっている清夏に、子供のようにしゃくりあげつつ上うわ目め遣づかいに見上げられ、俐星はただでさえ凶きよう器きのようなモノを更さらに膨ふくれあがらせた。

「な……っ」

「そんな顔をするのが悪い。おぬしの泣き顔は、私を狂くるわせる」

「くる、う、な……っ、っく。早く、イけ……っ」

　ぐちゅ、と突き上げられて清夏は顔をくしゃくしゃにする。

「ひい……んっ」

　俐星はとにかく回数をこなさねば満足しない。獣けものなら一回一回が短いのであろうが、俐星は神格でもあるせいか、射精まで普ふ通つうの人並みに時間がかかる。これではとても保もたないと思っていると、シーツを握にぎり締しめ啜すすり泣いている清夏を哀あわれに思ったのだろう、俐星が濡れた目元を指で拭ぬぐった。

「清夏、おぬしが努力してくれれば、早く終わらせられるやもしれぬぞ」

「どりょ、く……？　たと、えば……？」

「そうだな……。自分で胸をいじってみせてくれぬか」

「俐星……おま……」

　清夏が涙に濡れた目で睨にらんでも、なんら痛つう痒ようを感じないらしい。俐星は涼すずしい顔で──いやむしろ心持ち嬉うれしそうに、口元を歪ゆがめる。

「厭いやなら、よいのだ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ蹴しゆうするのは簡単だがと、清夏は一応快楽に霞かすんだ頭で検討してみた。

　自じ慰いする時、興奮して気が乗っていれば、早く終わったような気は確かにする。自分が一番早く達したのはどんなグラビアを見ていた時だったかと考え、清夏は握り締めていたシーツを放し、胸むな元もとへと手を持ち上げた。

「ええと、こーゆーの、か？」

　ぷつりと尖った両の胸を指先で摘つまむ。

　俐星が息を吞のんだ。蒼あおい瞳ひとみがくいいるようにソコを凝ぎよう視しする。

　──うあ、すごい見てる……。

　火傷やけどしそうなくらい熱い視線に、乳ち首くびが疼うずくような気さえした。

　──俺、もしかして、すごく恥はずかしい真似まねをしているんじゃないのか？

　そう思ったらなんだかたまらないものがこみ上げてきて唇くちびるが震えたが、清夏は早く俐星をイかせる為ためだと自分に言い聞かせ、自分で自分の胸をくにくにと愛あい撫ぶしてみせた。

「あ……っ」

　俐星にいじられた時みたいに、感じる。

　俐星を吞み込んだ場所まできゅんとして、凶きよう暴ぼうな程ほど太いモノをみちりと締しめ上げた。

　俐星がごくりと唾つばを吞み込む。

「自分でするのはどんな感じだ？　清夏」

　清夏は悩なやましげに眉まゆをひそめた。

「気持ちいい……。どうしよ、俐星、すごく気持ちいいよ……」

　ぐるる、と。

　人の姿をとっているのに、俐星の喉が鳴った。

「あ……あ、俐星……っ」

　もの凄すごい勢いで穿うがたれる。

　浅い注挿だけでは物足りないのだろう、俐星はきつい奥を突き、少しずつ少しずつせり上がってこようとした。未通の部分をこじ開けられる感覚に、痛いと泣きながら清夏は身み悶もだえる。

　イきたい、という衝しよう動どうがこみ上げてきた。

　でもイけないのがまたつらくて──悦よい。

　清夏の痴ち態たいに煽あおられた俐星の責めが激しさを増す。

　すごい……。

　そう思った瞬しゆん間かん、勢い余った俐星のモノを根本まで突っ込まれ、清夏は声もなくわなないた。

　無む理り矢や理りねじ込まれた奥に激痛が走る。それから、意識を白く塗ぬりつぶすような快感も。

「すまぬ。清夏、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俐星が心配そうに頰ほおを撫でるが、返事などできなかった。爪先まで甘く痺しびれてしまい、息もできない。

　清夏は絶頂に達していた。

　縛いましめられたペニスの先からは蜜が滲にじんでいるだけだが、達する瞬間の強きよう烈れつな快感、これまではすぐに消えてしまっていたそれが持続している。

「痛いのか？　それとも……よがっておるのか？」

　心配そうに頰を撫でられるのにも感じてしまい、清夏は薄い唇を開いた。

　どっちも、あたりだ。

　だがこんなに酷ひどい事をされてイくような奴やつだなんて俐星に知られたくなくて、清夏は噓うそをつく。

「い、たい……」

　俐星の耳がぴんと立った。目が猛もう獣じゆうの光を宿す。

「噓だな」

　拓ひらかれたばかりで敏びん感かんな奥を、灼しやく熱ねつの塊かたまりで突き上げられ、清夏は細い泣き声を上げた。

「ひん……っ」

「このような蕩とろけた目をして誑たぶらかそうとしても無む駄だだ。悦いのであろう？　どうなのだ？」

　ずくずくとしつこく責められ、一いつ旦たん引きかけた波が清夏を吞み込む。

「あ……っ、あ、やめろ……っ、俐星、やめ……っ、痛……っ」

　やめろと言っているのに、俐星はやめない。

　吐はき出せない欲よくが全身の血管を駆かけめぐって理性が飛んでしまい、清夏は子供のように泣きじゃくった。

　酷い奴だと思う。

　でも、好きだった。

　酷い事をされても抱だかれると嬉しくて気持ちよくて、なんだってよくなってしまう。

　泣きながら清夏は細い軀をしならせる。

　何も考えられない程の喜き悦えつの後、ふつりと意識が途と絶だえた。




　　　　＋　　＋　　＋




「よう」

　待ち合わせ場所に決めていたバス停の待合室は混雑していた。気に入りのブランドで全身を固め、いつもより気合いの入った格好で清夏を待っていた森泉は、顔を上げるなり怪け訝げんな顔をした。

「清夏……なんか雰ふん囲い気き変わったな」

「あ？　そうか？」

　じろじろと眺ながめ回され、清夏はポケットに手を突つっ込み、顎あごを引く。

　金茶の髪かみはいつも通りワックスで摘つままれていた。全体的に小さいせいで台無しではあるがクールなファッションでキメている。気の早い虫に刺さされたのか、襟えり足あしに大きな絆ばん創そう膏こうが一つ貼はってあるのがご愛あい敬きようだ。

　一歩引いて胸の前で腕うでを組んだ森泉が目を眇すがめる。

「なんだか艶つやっぽくなったというか……綺き麗れいになった」

　親友だと思っていた男の含ふくみのある発言に、清夏は目を据すわらせた。

「森泉……俺にそんな言葉を吐くなんて、おまえどっかおかしくなったんじゃねえか」

　バスが来たのだろう、周囲を漂ただよっていた人々が一いつ斉せいに一定方向に流れ出す。小こ柄がらな清夏は視界に入りにくいらしく、いつもぶつかられて不快な思いをするのだが、今日は一歩手前で何かに遮さえぎられているかのように、人々は清夏を避よけていった。

「おかしくなんかなってない。別に顔立ちが変わった訳じゃないが、よっぽどの美形でない限り、人間の美び醜しゆうは表情で左右されるだろう？　仏ぶつ頂ちよう面づらしていればいくら顔が整っていても印象が悪いし、いつも笑っている子は五割増し可愛かわいく見える。清夏は顔は変わってないが表情が艶っぽくなった気がする。休みの間に何かあったのか？」

「んー、まあ、色々とな……」

　言いにくそうに、清夏の視線が泳ぐ。

　森泉が思い出したように携けい帯たいを取り出した。

「そうだ、ライブが終わった後、ＳＮＳで知り合った女の子たちに一いつ緒しよに食事しないかと誘さそわれてるんだが、どうする？」

　かつてだったら二つ返事で飛びついていたところだ。だが清夏は気まずそうに誰だれもいない背後を窺うかがった。

「あ────女の子はいいや、当分」

「へえ」

　森泉が何か悟さとった風な微笑ほほえみを浮うかべる。

「なんだよ」

　清夏がむっとして突っかかると、気き障ざに肩かたを竦すくめ踵きびすを返した。

「いいや。そろそろバスが来る筈はずだ。俺たちも行こうか」

「ん……」

　またちらりと背後を窺ってから清夏が歩き出す。途と中ちゆうで軽く持ち上げ指を丸めた手は、まるで誰かと手を繫つないでいるかのようだ。

「心配しなくても大丈夫だって。あいつにはちゃんと彼女がいるんだから」

　独り言のように小さな声で呟つぶやいた清夏を、森泉が振ふり返る。

「清夏？　何か言ったか」

「いや。なんでもねー」

　バスの発着を告げるアナウンスが青い空に響ひびきわたる。

　楽しみにしていたライブのチケットを手に、清夏たちはバスへと乗り込んだ。







　あとがき







　こんにちは、成なる瀬せかのです。

　大好きなもふもふを題材に、思い切り趣しゆ味みに走って楽しく書かせていただきました。

　楽しんで読んでいただけたら嬉うれしいです。




　今回は主人公カップル以外にも、パパのカップルとかおじさんとか、おじーちゃんとか、鬼おにとか、脇わきにも萌もえ要素をちまちま詰つめ込みました。またいつかどこかで触ふれられるといいなーと思っています。




　大好きな俐星とくっつけたのはいいですが、清夏はこれからすごく苦労しそうです。

　特に夜。

　大学の講義をちゃんと受けられるのか心配です。森泉が助けてくれるでしょうけど、卒業できるか極きわめて疑問ですね。




　美び麗れいな挿さし絵えを描かいてくださったみろくことこ先生、ありがとうございました。

　商業始めた当初から一度はお願いしたい……！　と思っていたので、念願かなって嬉しいです。

　かわゆい清夏と麗うるわしい俐星にくらくらでした。表紙のでっかいハク、できる事なら私ももふりたいです。きっと至福だ……♪




　好き放題書かせて下さった編集様にも大感謝です。特に今回はフリーダムに書いてしまって、すんなり通していただいたのは奇き跡せきだと思ってます……。




　そしてそして、拙せつ作さくを手に取って下さった皆みな々みな様さまに心からの感謝を！




　それではまた次の作品でもお会いできることを願いつつ。







　　http://karen.saiin.net/~shocola/dd/dd.html　「ひみつの、はなぞの。」成瀬かの







※ＵＲＬは平成二十六年五月現在のものです。
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